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第一章　社長と秘書









　梅雨入り間もない六月上旬、夕方から降り始めた弱い雨が、小さな水たまりを作り始めていた。水しぶきを小さく上げ、一台の黒い高級車が高層マンションの前に停まった。運転手が黒い傘をさし、後部座席のドアを開ける。降りてきたのは、肩甲骨の下まで伸びた黒く真っすぐな髪の毛を耳にかけた細身で長身の若い女性だ。キュッと引き締まったウエスト、ボリュームのあるバストが女性らしく柔らかい雰囲気が漂う。顔立ちは高い鼻梁に細い顎のラインがシャープで、可愛らしいというよりも美人という印象だ。目尻が少し吊り上がり、厳しい表情をしていた。

「お疲れ様でした」

　運転手が声を掛け、彼女は俯いたまま小声で答える。

「雨の中、ご苦労様」

　彼女の名は御み子こ柴しばまなほ、先月御子柴ホールディングスという外食産業を主とする巨大企業の社長に就任したばかりだ。彼女がこの時期に社長就任となった理由は、会長を務めていた祖父が急逝したからだ。重役たちは、会長の席を空席にしたままで、当面はいいのではないかと話があったらしいが、当時社長だったまなほの父親は自分が会長になり、まなほを社長へと引き上げた。理由はいくつかあるらしいが、ちょうど取引先もまなほと同年代、もしくは少し上の世代に任されているのもあり、その人脈を培うのに彼女が適任だと思ったらしい。重役と父親の間でどんな話し合いが行われたのか、すべてを知っているわけではなかった。

　まなほは社長就任とほぼ同時期にこのマンションに入居した。御子柴ホールディングスが初のマンション事業として手がけた物件だ。

　オフィス街から少し離れた住宅街にあるこのマンションに、まなほは企画段階から憧れていた。そして念願が叶い、憧れのタワーマンション暮らしを始めた。

　まなほの次に降りてきたのは秘書の高階たかしな紀き一いちだ。彼は長身のまなほよりさらに頭一つ分背が高く、細いシルバーフレームの眼鏡をかけている。髪の毛はやや茶色いが、短く清潔感のある髪形をしている。

　紀一がすぐに傘をさし、まなほの腰に手を回した。少しでも雨に濡れないように気遣ってくれているのだが、さりげなく腰に回った彼の手にまなほの身体は少しだけ固くなった。

　運転手の見送りを受けながら、二人はマンションの中に入る。中は高級ホテルさながらのコンシェルジュカウンターがあり、一人から二人のコンシェルジュが常駐している。

　二十時ということもあり、夜勤の男性が女性コンシェルジュと引継ぎをしているようだ。

「おかえりなさいませ、御子柴様」

　男性のコンシェルジュが先に気付き、まなほに笑みを浮かべながら声を掛ける。まなほはただ小さな会釈をするだけでその場を離れようとしていた。

「おかえりなさいませ、高階様」

　女性のコンシェルジュは甘ったるい声と満面の笑顔で紀一に声を掛けていた。

（高階には特別ってことなのね。明らかに好意を抱いているという雰囲気が見えるわ）

　まなほはそんなことを思うが、早くこの場を去りたい一心だった。

「あ、御子柴様、お届け物を預かっております」

　まなほに向けて女性の声が響く。先ほどの声よりもトーンが低く、ややぶっきらぼうにも聞こえた。

「ありがとうございます」

　まなほよりも先に、大股で紀一がコンシェルジュカウンターに近付いて行った。荷物を受け取るための受領書を彼が受け取ると、まなほの方へと持ってくる。

「社長、こちらにサインを」

　まなほは自分の名前を丁寧に書き、紀一に渡した。

（高階っていつの間に紳士的な行為……ううん、執事っぽい行動を覚えたのかしら？）

　女性コンシェルジュからまなほの荷物を受け取った紀一は、作り笑顔を浮かべていた。まなほの知っている紀一は、いつだって無表情で作り笑顔でさえめったに見たことがない。

（あんな作り笑顔もできるようになっているのね。んー、でも本当はコンシェルジュの彼女にだけわかる特別な笑顔だとか？　実は二人が恋人同士で……なんて恋愛小説じゃあるまいし、それに高階に彼女がいても私に隠す必要はないはずだわ）

　まなほは自分の考えを吹っ切るように足早にエレベーターに乗り込んだ。紀一がすぐに最上階を押した後でスマートフォンの画面をかざして認証する。最新のＩＴ技術を使用したセキュリティーシステムのマンションは、玄関の鍵もスマートフォンが必要だった。

　エレベーターが静かに上昇を始めると、まなほはふぅっと長く息を吐いた。

「社長、お疲れですよね。明日、明後日はゆっくりとお過ごしください」

　まなほは小さく頷いたが、家に戻ってきた安心感なのか身体が急に重くなったような気がした。

　最上階には二部屋しかない。一つはまなほの部屋で、もう一つは紀一の部屋だ。秘書の紀一は密に連絡が取れるようにと父親が配慮してくれたらしいが、ほかにも理由があるようだ。おそらくまなほのプライベートを紀一に監視させているのだろうと、まなほは勝手に考えていた。

　まなほは自分のスマートフォンをかざし、ドアを開けた。この日はストラップのついたパンプスだった。まなほはストラップを外そうと身を屈めた瞬間、眩暈を覚えた。

「社長、大丈夫ですか？」

　紀一が玄関でまなほを支えてくれた。

「大丈夫」

「顔色が悪いな。御子柴、少し横になったほうがいい」

　紀一の口調が秘書の時とはがらりと変わった。

「高階、ごめん。ソファまで連れて行ってくれる？」

　まなほが頼むと、紀一が軽々と彼女を抱き上げてくれた。そのまま、ソファに連れて行ってくれた後で、紀一がまなほのパンプスを脱がしてくれた。

「水は飲めるか？」

「うん」

　まなほの部屋の冷蔵庫を勝手に開け、グラスを用意した紀一は水を半分ほど注いだ。

「ごめん、仕事を詰め込み過ぎたな」

「大丈夫よ。今は大事な時期だから頑張らなきゃいけないんだし」

「来週までちょっと忙しいけど、それが終われば少し時間に余裕もできるから」

「株主総会が終わるまで気が抜けないってわかっているわよ」

「少し横になっていろよ。軽く食べられそうなら、何か作るから」

　紀一の言葉にまなほは首を横に振った。頭が重く、座っているのがやっとだ。まなほはコップの水をゆっくりと飲みほして、そのまま横になった。

　目を閉じると、そのまま深い闇に吸い込まれていくようだ。彼女の肩に何かが掛けられ、まなほはその温かさにホッとしながら眠りに引き込まれた。
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　紀一は自分の上着をまなほの肩に掛けた。乱れたスカートの裾が気になり、そっと直す。ソファに身体を横たえたまなほは、小さく丸くなるような形で眠っている。自分の上着を捲り、紀一は手慣れたように彼女のジャケットを脱がした。ワイシャツのボタンを一つ外し、少しでも楽に眠れるようにしたつもりだ。

「貧血か？　女性には多いと聞くし」

　疲れが溜まってきているのは気付いているつもりだった。まなほの顔色を窺いながら、紀一はそっと彼女の頬に手を当てる。

　規則的な寝息を立てるまなほは、微動だにしなかった。完全に寝入ってしまったようだ。

　それでも紀一はもう一度、彼女の様子を窺った。頬に当てていた手を動かしてみたが、まなほは起きる気配がない。

　まなほの唇に指を押し当てると、少しかさついていることに気付いた。そっと彼女の額に自分の額を当ててみる。

「熱はなさそうだ」

　そのまま彼女の唇に唇を重ねたい衝動を抑える。

（我慢できないな。触れたい）

　紀一は服の上から、まなほの胸の膨らみを手でなぞる。ブラジャーに覆われた胸は固く鎧をまとっているようにも感じる。それでも紀一は彼女の胸の膨らみを下から包み込むように、両手で優しく揉んでいた。一度寝入ってしまうと、まなほはこの程度では目を覚ますことはなかった。

　だが、この日は違ったようだ。まなほが身を捩り、紀一は慌てて手を離した。

「んんっ……」

　珍しくまなほが声をあげ、紀一は息を潜めて様子を窺う。まなほは寒そうに身体を丸め、眉間に皺を寄せていた。

（寒そうだな）

　どうにか紀一の奇行に気付かれた様子はない。

「風邪をひかせるわけにはいかないからなぁ」

　紀一はまなほをそっと抱き上げると、慣れた足取りで彼女をベッドに連れて行った。

（このまま朝まで寝ちゃいそうだな）

　まなほをベッドにいれ、紀一はまなほの寝顔をジッと見た。彼女の寝顔を見ているだけで、キスをしたいという衝動に駆られる。

（キスをして、彼女の肌に触れたい。俺の痕を残して……男として御子柴に見てもらうためにも、仕事のパートナーとして認められるのが先だ。今は男としても秘書としてもまだまだ意識してもらっていないからなぁ）

　まなほにとって紀一は同期の一人でしかないだろう。紀一に対して特別な扱いを受けたことはない。

　ベッドルームのサイドチェストに紀一はメモを残した。

『目が覚めたら連絡してください。明日の朝、様子を見に来ます』

　このまま朝まで眠れるなら寝かせたほうがいいだろう。紀一はそう判断してまなほの部屋を出た。

　自分の部屋に戻り、紀一はバスルームに向かった。

　一ヶ月ほど前、まなほの部屋の隣が空いているから住まないかと紀一に提案してきたのは、彼女の父親である会長だ。

『条件がある。まなほが一人で暮らして好きな男を呼ぶのはいいとしよう。ただ彼女は可愛い娘だ。物騒な輩が押し入らないとも限らない。それに一人暮らしははじめてだ。何かと助けが必要だと思う』

　会長はそう言ったが、紀一は他の男を近付けるつもりはない。彼女を手に入れたい、そのために一番近くにいることを選んだつもりだった。

「会長、俺が御子柴を好きだって気付いているんだろうな。牽制されたわけじゃないけど……そもそも御子柴が俺を部屋に入れるのは男として意識していないからだよな。会長はそのことに気付いているのか？　俺のことを男だと意識させたいけど、気まずくなったら仕事にならない……」

　紀一の悩みは深まる一方だった。

「まずは社長秘書として、何が何でも俺じゃないとだめだと思わせて……それから男として意識させて好きになってもらうしかない。そのためにももっと御子柴に近付いて、あいつの好みを知らなきゃならない。いや、それよりも胃袋を掴んだ方が早いか」

　シャワーを浴びた紀一はボクサーパンツだけ身に着けると、キッチンに向かった。もやもやと考え始めた時は少し手の込んだ料理をするに限る。紀一にとって料理は気分転換にちょうどよかった。
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　外がまだ薄暗い時間帯に、まなほは目を覚ました。ベッドで寝ている自分に一瞬、疑問を抱いたが、すぐにその謎は解けた。

　サイドチェストに置かれたメモに気付き、まなほは深く息を吐いた。

「また、高階に迷惑を掛けちゃった」

　ゆっくりとベッドから出たまなほは、まずバスルームに向かった。シャワーを浴びて、部屋着に着替えた。

　それからリビングに置きっぱなしの自分の鞄を見つけ、書類を確認する。

「荷物が届いていたけど」

　ソファの近くに置かれた荷物をゆっくりと開け、まなほは笑みを浮かべた。

「おばあさまからの支援は本当にありがたいわ」

　まなほのサイズに合わせた服や靴、そして化粧品が箱に入っていた。祖母はまなほのスタイリストであり、ヘアメイクの先生だ。もともとファッションやメイクが好きで、子育てが落ち着いた頃から時間を作って学んでいたという。そんな祖母のセンスに頼っているのは、まなほだけではない。彼女の母親も義理の母親である祖母にコーディネートを頼んだり、ヘアメイクをお願いすることがあるくらいだ。まなほも大学生の頃から祖母にメイク術とコーディネート術を伝授してもらっている。

　御子柴ホールディングスのレストランでは祖母のデザインした制服を起用している。すべてのレストランというわけではないが、複数の店舗が彼女のデザインした制服を着用している。

「今回の服も素敵だわ。夏用の化粧品も入れてくれて本当にありがたい。あとでおばあさまに電話しなきゃ」

　まなほは箱の中の服や化粧品を所定の場所へ片付ける。キッチンでコーヒーを淹れると、ソファに座って本を手に取った。半月ほど前に発売されたミステリーは、忙しくてまだ序章しか読めていない。読みかけのページに視線を落とすと、まなほは一気にその世界へと入っていった。

「御子柴、おはよう……」

　遠くの方で名前を呼ばれたような気がして、まなほは本から目を離した。

「高階……どうしたの？　今日は休日よ」

「昨日、具合が悪そうだったから様子を見に来るって書き置きしたんだけど」

　紀一の言葉にまなほはすっかり忘れていたことに気付いた。

「ごめん、書き置きには気付いたわ。おばあさまから洋服や化粧品が届いて片付けたり、この本の続きが気になっていて」

「うん、俺もその本は気になっている」

「高階も買ったの？」

「いや、御子柴が買うだろうから、読み終わったら借りようと思っていて」

　まなほは頷いた。

「それより、腹は減っていないのか？　昨夜も食べずに寝ただろ」

「あ、そういえば」

　まなほはようやく空腹を感じ取った。

「昨日、この近くにカフェがオープンしたんだ。俺はそこのモーニングに行こうと思っているんだけど、御子柴も一緒にどうだ？」

「いいわね。外に出たついでに帰りにスーパーと本屋に寄ろうかしら」

「俺も付き合うよ。荷物持ちしてやってもいいよ」

　紀一がそう言い、まなほは頷いた。すぐに立ち上がり、外出の準備を済ませる。

　休日に朝からカフェで食事をして、買い物を済ませるなんて同棲カップルのプチデートのようだが、少なくともまなほにとってデートだという概念はない。

「カフェはどこにあるの？」

「駅とは逆方向で、こっちに行くと雑貨屋があってその並びにあるんだ」

「高階はいつも新しいお店をチェックしているの？」

「いや、こっちに行くと大通りに出るだろ。その手前にある本屋に行った時、昨日オープンするってチラシを貰ったんだよ」

　まなほは頷きながら、紀一の隣を歩いていた。

「御子柴は相変わらず、何かに集中すると寝食を忘れがちだよな」

「前にも同じことを言われたわね」

　まなほが肩を竦め、紀一は頷いた。

「一度や二度じゃないけどな。あ、ここだよ」

　紀一が足を止め、まなほはゆっくりとその店の外観を見つめる。どこにでもあるような雑居ビルの一階、大きな窓が印象的で造りは喫茶店のような懐かしさがある。店内にはカウンターとテーブル席があり、テーブル席はすべてソファだ。

　土曜の朝で早い時間と言うこともあり、カウンターに二人ほどの客がいるだけだった。二人は好きな席を選んでいいと言われ、まなほは一番奥のソファ席を選んだ。

「いらっしゃいませ。モーニングのおすすめはフレンチトーストです。どのお食事にもコーヒーと日替わりのスープが付いています。ご注文がお決まりになりましたら、お呼びください」

　四十代半ばくらいの女性がエプロンに白いワイシャツ、紺のスラックス姿で接客をしてくれる。

「御子柴はどうする？」

「おすすめのフレンチトーストを頂くわ」

「コーヒーはブレンドでいいのか？」

「うん、ホットでね」

　まなほはそう言いながら、モーニングのメニューと通常メニューを見ていた。

　紀一が店員を呼び、ホットサンドイッチのセットとフレンチトーストのセットを頼んでくれる。

「日替わりのスープ、今日は何ですか？」

　紀一が訊ねると、女性はニコッと微笑んでから答えてくれた。

「本日はオニオングラタンスープです。もし苦手でしたら、サラダに替えることもできます」

「スープで大丈夫です」

　紀一が答え、まなほも頷いた。ゆったりとした時間が流れる空間で、まなほは落ち着いた雰囲気で読書の続きを始める。

「本、持ってきたんだな」

　紀一が呆れたように言ってきたが、まなほは気にすることもない。そんな紀一は何をしているのかと、まなほが目を上げると彼と目が合ったような気がした。

（ずっと私を見ているつもりなの？）

　仕事の時とは違う紀一の優しい視線にまなほは驚いた。すぐに紀一はスマートフォンを取り出し、画面を操作していた。

「高階は何をしているの？」

「暇潰し用のゲーム。御子柴が俺のことを気にせずに本を読めるように」

　まなほは苦笑を浮かべたが、彼には見えていないようだった。二人の時間はゆったりと流れ、届けられた食事を楽しむ。世間一般的にはデートと言ってもおかしくないのだが、二人にとってはただの日常を切り取っただけである。

　食事後、まなほは紀一と本屋に行った。お互いに気になっている本を手に取り、まなほは紀一が購入した本のタイトルを見ていた。

「ねぇ、高階。そのシリーズ、面白い？」

「うん、俺は好き。御子柴が気になるなら貸すけど」

「借りる」

　そんな話をしながら、二人はスーパーに立ち寄る。まなほは週末用の食事、と言ってもお惣菜や電子レンジで調理できる冷凍食品などを購入する程度だ。紀一は材料を購入し、それぞれの部屋に戻る。

　まなほは本を読んで過ごしながら空腹を感じると、電子レンジで温めた食事を摂った。




　週明けの月曜日、まなほは朝から取引先に向かい、商談を済ませてから出社した。いつもならまなほが会社に到着する頃、紀一がロビーに出ているはずがこの日は姿が見えない。

（時間通りに戻ってきたはずなんだけど……アポの電話でも入ったのかな）

　特に気にすることもなく、まなほは社長室のフロアへと戻った。

　給湯室の前を通りかかった時だった。

「高階先輩、今度はどうですか？」

　甘ったるい猫なで声が聞こえてきて、まなほは足がピタリと止まりそうになった。無理矢理、足を進めてさっさと社長室のドアに手を掛けた瞬間、紀一の声が響いてきた。

「あぁ、これならまぁいいと思う。もう少し、上手に淹れられるようになってくれ」

「あっ、じゃあこれを飲んでもらってもいいですか？」

　まなほは給湯室から響いてくる女性の声に苛立ちを覚えた。社長室の重い扉を開けると、まなほはすぐにその扉を閉めた。いつもは音も立てずに閉めるのだが、バタンと大きな音を響かせてしまった。

（あの声、今年配属された新人秘書の……えっと、名前は確か……）

　まなほは記憶を辿る。

（里さと見み加か奈な子こ！）

　まなほが彼女の名前を思い出したと同時に、扉がノックされた。

「お帰りなさいませ、社長」

「ただいま。高階、契約書よ。それから今日の予定を」

　まなほはいつもと同じように振る舞ったつもりだが、甘ったるい猫なで声の加奈子と紀一が給湯室で何をしていたのか気になっていた。

（小説とかでよくある社内恋愛の定番……キスとか？）

　キスしていたのか、思わず紀一の唇をジッと見てしまう。紀一がもしキスをしていたとしても、女性の口紅や痕跡が残ったまま社長室に来ることはありえない。

（高階のことだから証拠は残さないわ。それに付き合っているなら、私が口を出すことでもないし）

　紀一がこの日の予定を淡々と伝えてくれる。午後は会議があり、その後でアポイントメントが一件入っている。

「契約書をお預かりします」

　紀一が契約書を確認し、それを持って社長室を出て行った。

　まなほは紀一が出ていったのを見てから、パソコンを立ち上げる。業績の確認をした後で、メールチェックをするのが日課だ。

　まなほと紀一は高校、大学と同じ学校で過ごしている。高校の時は生徒会という繋がりがあり、大学では同じ学部でグループゼミも一緒だった。

　もともとまなほは人付き合いが得意な方ではなく、友達と騒ぐよりも本を読んでいる方が好きだった。読書の傍ら、まなほは人間観察をしていることが多かった。洞察力と勘を鍛えるためにやり始めたが、いつの間にか癖になっている。

　二人が通っていた高校は小中高と一貫教育の私立校で、まなほのように資産家の子供や各界の著名人の子供が多く通い、紀一のように外部受験で高校から入学してくることは稀だった。資産家の子供たちは自分の家のことを意識し、そして将来のことを早くから見据えているせいか公立学校に通う同じ年頃の子供たちよりも大人びていたと言えるだろう。

　それでも年頃になると恋話や芸能系の話に花を咲かせるものだった。まなほはその類の話が面白いとは思えず、その輪に入ることはなかった。

　高校の時よりも大学生になってからの方が、恋愛の話に巻き込まれることが多かった。

（高校生の時は高階に彼女がいたのは知っていたけど、大学の時はいたのかしら？　きっといたわよね）

　まなほは大学生になったと同時に社内で経営の勉強をしながら、父親や祖父の仕事を手伝わせてもらっていた。将来的にこの会社を継ぐための努力を本格的に始めたため、サークルもバイトもしていない。

　一方で紀一はサークルもバイトもやっていて、おそらくそこに彼女がいたのだろうとまなほは考えた。

　大学を卒業して紀一はこの会社に入った。秘書課に配属されたのは知っていたが、営業部に配属されたまなほとはほとんど接点がなかった。

（二年間、秘書課でどんな仕事をしてきたのかしら？）

　紀一は日々の業務をしっかりとこなしているようにも見える。まなほが外出中や少し手が空いた時には後輩の育成にも力を注いでいるのだろう。

（給湯室の使い方やお茶の淹れ方を教えていたんだわ、きっと。高階の淹れるお茶もコーヒーも美味しいから）

　秘書課では新人一人に対して一人が教えるわけではない。手の空いた時に誰かが教え、時に自分の仕事を手伝ってもらいながら仕事を覚えてもらうこともあると聞いている。

　社長室のドアがノックされ、まなほが返事をすると秘書課課長の中村が入ってきた。

「お疲れ様です、社長」

「お疲れ様です、中村課長」

「創業パーティーの招待客リストです。確認をお願いします」

「ありがとう。このリストは中村課長が作ってくれたんですか？」

「いえ、会長秘書の岡本さんです。今回の創業パーティーには例年よりも多くのお客様を招待し、社長のお披露目をするという目的があります。そのため、岡本さんがリストアップしてくださいました」

「岡本さんが選んだのなら、私が口を出す必要はないと思うわ。パーティー用のスピーチも考えなければならないのよね」

　まなほが肩を竦めると、中村はゆっくりと頷いた。

「社長、何かお困りごとはありませんか？　高階に覚えておいて欲しいこととか、ご要望があれば何なりとお申し付けください」

「大丈夫ですよ。高階は秘書として十分に仕事をしてくれているわ。いつの間にかエスコートの仕方も覚えたようだし……でも、そうね。今後のことも考えると、取引先の方の顔を覚えてもらうために必要な場所は同行させたいんだけど」

「わかりました。それなら必要と思われる取引先のリストをピックアップしておきます」

「それから、今年の新人秘書はどうですか？」

　まなほが中村に問うと、中村はゆっくりと頷いた。

「まだわかりませんが、期待に応えられるように教育していきます」

「中村課長の指導なら大丈夫だと信じています。中村課長、この取引先について教えてもらってもいいですか？」

　まなほは紀一よりも中村を今でも頼ってしまう。

　というのも中村が大学生の頃、彼はまなほの家庭教師だった。どの先生よりも教え方が上手で、兄妹のいないまなほにとって頼もしい兄的な存在だ。

「中村課長、里見さんという秘書はどんな人ですか？」

　まなほが訊ねると、中村は少しだけ考えたような素振りをしてから口を開いた。

「賢いとは思うのですが、どうにも人に対して自分が認めた人しか教わる気が無いというか」

「それは高階しか認めていないということですか？」

「高階は秘書課の中でも特殊だと思います。昨年まで私のサポートをしてもらっていましたが、一度教えたことは完璧に覚えてきますし、優秀です。ただみんなが彼のように優秀とは言えませんので」

「そうかしら？　中村課長もすごく優秀で父が……いえ、会長がすごく頼っていましたが」

「それはありがたいお言葉です」

　中村は少しだけ笑みを浮かべ、ほかにもいくつか確認事項を提示してきた。まなほはそれを一つ一つ答えながら、中村と答え合わせをしているつもりだった。

　中村が社長室を出ていくと、今度は紀一がやってきた。

「社長の承認待ちの案件です」

　紀一から渡されたのは、ＵＳＢフラッシュメモリだ。どこの企業もペーパーレスになりつつあり、御子柴ホールディングスも例外ではない。

「高階と一度、面談をしたいと思っているんだけど」

「かしこまりました。時間を調整します」

　まなほは頷き、パソコン画面で承認書類の確認を始めた。

「社長、本日の昼食はどうされますか？」

「社食に行くつもりよ。高階も適当な時間に休憩していいわよ」

　そんな会話をしていた時だった。

　社長室のドアがまたノックされ、まなほは中村が戻ってきたのかと思っていた。まなほが返事をするよりも前に、重い扉が開いて入ってきたのは加奈子だった。

「失礼しまーす。あ、高階先輩、お昼ご飯のお弁当は頼みますか？」

　まなほは一瞬、耳を疑った。

（なんでお昼ご飯の話をここでするの？）

　その疑問と同時に苛立ちが募った。

「高階、この書類は確認しておくわ。退室してちょうだい」

　まなほはパソコン画面を見たまま、そう口にしていた。

「はい、失礼します。社長、社食に行くなら、ご一緒してもいいですか？」

　紀一がそう言い、まなほは一瞬目を上げた。

「誰かと会うというわけではないから、一緒でも構わないわ」

　当たり障りなく答えたまなほの目に加奈子の不貞腐れた表情が入った。

「それでは一度退室します。なにかあれば、連絡をお願いします」

　紀一はいつもと変わらず、事務的に言葉を発して加奈子を連れて社長室を出て行った。二人が出て行ったのを確認し、まなほは大きく深い息を吐き出した。

（配属されて一ヶ月ほどだから、仕事が覚えられないのは理解できる。でも社長室にまで来て、高階のお弁当を頼むかどうか聞きに来るものではないわよね）

　仕事以前の問題だとまなほは考えている。御子柴ホールディングスの秘書課ではマナーや常識を学ぶ研修がある。その研修は厳しいことでも有名だ。

（そのマナー教育のために、入社から一ヶ月という時間をかけて研修をしたはずなのに）

　加奈子の常識のなさにまなほは苛立ちを感じているのだと思っていた。

　この日、まなほが社員食堂を選んだ理由は一つだ。彼女はこの食堂で提供されるオムライスが好きで、特にこの日は月に一度か二度しかない特別なオムライスの日だった。

　食券を買い、オムライスを頼んだまなほは真っ白な皿に綺麗に盛り付けられているのを見て、目を輝かせてしまう。

　いつものオムライスのようにチキンライスを薄い卵でくるりと巻いたものではない。チキンライスの上にはドレープを付けたドレスを纏ったように、卵が覆っている。その卵はたっぷりのバターと生クリームで味が調えられ、クリーミーであり濃厚だ。

（普通のオムライスも好きだけど、やっぱりこのオムライスは最高だわ。今月は再来週にもう一度、このオムライスの日があるけど）

　まなほはそんなことを考えていた。

「お疲れ様です、社長。やっぱり社長はオムライスですね」

　紀一がまなほの正面に座った。

「高階もオムライスじゃないの」

「社長が絶賛するから、食べてみたくなったんですよ」

　紀一の言葉にまなほは表情一つ変えなかった。彼の隣には当たり前のように加奈子が座る。社長のまなほには挨拶の一つもない。

「このオムライス、最高ですねっ。高階先輩、ふわふわとろとろですごく美味しいです」

　加奈子は紀一の腕に触れながら、そう言葉にした。

「高階が社食まで来た理由は何？」

　まなほはオムライスをスプーンで掬いながら、彼を見ずにそう言った。目を上げると、紀一だけではなく、加奈子の姿も目に入るのが嫌だった。

「週末にお借りした本、読み終わりました」

　紀一の言葉にまなほは思わず、顔をあげてしまった。視界に入ってきたのは、目を輝かせながら紀一の横顔を見つめる加奈子の姿だった。

「それって何の本ですか？　私も結構、本を読む方なので」

「里見さん、ちょっと黙っていてもらえないかな。社長と話をしている最中なんだ。できれば別の席に行ってもらえるとありがたいんだけど」

「黙っていたら、隣にいてもいいですか？」

　加奈子が紀一に上目遣いで頼んでいるのを見つけ、まなほは黙ってオムライスを口に入れていた。いつもなら最高に美味しくて幸せな気分になるのに、半分も食べずにまなほは席を立った。

「高階、その本の話はまた今度。午後からの会議資料で気になることがあるから、先に行くわ」

「社長、待ってください。気になることって何ですか？　私も一緒に行きます」

　紀一も最後に残った一口分を押し込み、立ち上がってまなほの後に続いた。

「別に一緒に来なくていいのに」

　まなほはエレベーターを待ちながら、隣に佇む紀一に低い声でそう言った。

「助けてくれてもいいじゃないですか。毎日のように付き纏われて、仕事が進まないんです」

　紀一が肩を竦め、まなほは首を横に振った。

「それは知らないわよ。後輩に慕われているようでよかったじゃない」

　まなほはそう言い、エレベーターに乗り込む。

「そんなにいいものじゃありません」

　いつも通り、紀一はぶっきらぼうに言い放った。そういうところは以前と変わっていないのだと思うと、まなほは少しだけホッとした。

「社長、今少しだけ笑いましたよね？　何が面白いんですか」

「笑っていないわよ。それより、高階はどこまで付いてくるつもりなの？」

　エレベーターを降りてすぐ、まなほは化粧室へと向かっていた。紀一がいつまでも後ろをついてくるから困っていた。

「先に社長室に行ってますよ」

　紀一がそう言い、まなほは化粧室に立ち寄ってから社長室に戻るはずだった。化粧室を出てすぐに、まなほは中村が加奈子を連れて歩いていくのを見かけた。

（中村課長が注意しに行ったのかしら？　その割には怒っている雰囲気はなかったけど）

　まなほは首を傾げたが、すぐに社長室に戻った。

「社長、大好きなオムライスを半分も残していましたが、体調が悪いですか？　先日も玄関で倒れそうになったし」

　社長室で紀一に問われ、まなほは首を横に振った。

「体調は大丈夫よ。週末しっかり休んだもの。ただあの場で食事を楽しめなくなっただけ。今度から彼女と二人で食事をしてね、高階」

　まなほは休憩時間を加奈子と一緒に過ごしたくなかった。

「私も彼女と食事をしたいわけじゃないので……できれば、社長と一緒に過ごしたいのですが」

　紀一の言葉を聞きながら、まなほは目を丸くするだけだった。

「高階、その社交辞令はありがたく受け取っておくわ。相談したいことがあるので中村課長を後で呼んでもらってもいいかしら」

　まなほの言葉に今度は紀一が目を丸くしていた。
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　紀一は社長室を出てくると、小さく舌打ちをした。

（社交辞令なんかじゃない。御子柴と過ごしたいって言っているだけなのに、ホント気付いてくれないよな。それにやっぱり課長に頼ることが多い気がする。俺じゃまだ頼りないってことか）

　しかし紀一にも事情がある。正々堂々と告白すればいいだけのことだと、彼も思っていた時期がある。

　それは大学に入学して間もない頃だ。高校の時とは違い、御子柴まなほが大企業の娘だとわかっていても、ただの女として見ている学生たちが多い。

　ゼミ、サークルを口実にまなほに近付こうとする下心満載の男たちから、紀一はまなほを守りたかった。それと同時にそんな男たちに彼女を奪われるくらいなら、自分が手に入れたいと思うようになり、紀一はまなほへの恋心に気付いてしまった。

　高校の時、まなほは特別な存在だった。それは御子柴の娘としてはもちろんだったが、高嶺の花と言うべきかほかの人とは違っていた。そして何よりも同級生の中には婚約者だとか許嫁などという政略結婚まがいの話題が日常的に交わされていたのもあり、まなほにもそういう相手がいるものだと諦めていた節がある。

　しかし、大学に入ると環境は一変する。御子柴の娘だろうと何だろうと、まなほを恋人にしたい男たちが近付いてくるようになった。まなほが相手をすることはなかったが、躍起になった男たちに乱暴されないように、盾になっていたつもりだった。

　常にまなほの傍にいる紀一はまなほと付き合っていると噂されるようになり、彼はその噂を利用していた。まなほの耳にその噂が入っていたのかはわからないが、お互いに否定することはなかった。

　時期を見計らって告白し、本物の恋人になれば問題ないと紀一は考えていたのだが、その考えは非常に浅はかだということを気付かされる。

　高校の時の同級生が結婚すると、招待状が届いた時だった。まなほと一緒に列席した時、彼女が教えてくれた。

『あの二人は幼い時から結婚が決められていたのよ』

　その時のまなほは無表情で言葉に感情の欠片も感じられなかった。

『御子柴もそういう相手がいるのか』

　紀一は思わず、そう尋ねていた。

『私の知らないところでそういう相手が作られていて、時期が来たら紹介されるってことはあるかもしれないわね』

　やはりまなほの言葉には感情が籠っていなかった。その言葉を聞き、紀一は簡単に告白できる状況ではなくなった。

　今もまだ様子を見ているに過ぎない。ただ一つだけ覚悟は決めている。

（もし御子柴が俺を選んでくれるなら、俺はすべてを受け止めて彼女に相応しい男になる。御子柴の両親に反対されないように彼女にとって最高のパートナーになるしかない）

　紀一は早足で秘書課に戻った。スケジュール帳を開き、まなほに頼まれた取引先とのアポイントメントを調整しなければならない。

　アポイントメントの連絡を入れ、スケジュールを確定させていると中村から声が掛かった。

「高階くん、ちょっといいかな」

　中村に呼ばれ、紀一は秘書課から出た。二人は階段で二階ほど降りたところにある休憩室に向かった。

「課長、何かありましたか？」

「これから会議だったね。君も同席するんだろう？」

「えぇ、重役会議には毎月、同席するように言われています」

「会議でしっかりと会社の方針を学んだほうがいいということだと思う。それから社長から頼まれた件で、君が今後会っておいた方がいい取引先のリストだ」

　中村から渡されたリストには名前だけは知っている企業とその社長の名前、そして秘書の名前が書かれていた。

「会っておいた方がいいとはどういう意味でしょうか」

「今後、パーティーや懇親会などで顔を合わせる機会が多い方々だ。名前と顔をしっかり覚えておくのも仕事だし、君の顔を売っておくと仕事がしやすいと思う」

　紀一は中村の言葉に静かに頷いた。

「課長、私も自分の仕事を覚えることで精一杯で、とても新人教育にまで協力できる余裕がありません。申し訳ないのですが、今年度だけでいいので教育から外してもらうことはできませんか」

「高階くんが手の空いた時に、教えてくれている今の状態で十分だ。今後社長秘書のサポートをしてくれる人を育成するときが来たら、教育に時間を割くことになる。それまでに自分の秘書としてのやり方を確立する方がいいと考えているが……ただ里見さんはどうも君だけのようで」

　中村は言いにくそうに視線を伏せ、頬を爪で引っ掻いている。

「私だけとはどういうことですか？」

　紀一は疑問を抱いた。加奈子は紀一だけではなく、全員からの指導を受けているはずだ。秘書課では誰が誰の教育をするということはなく、その日のスケジュールによって教育を担当する人が決められる。そのため紀一だけが新人教育に携わる時間をつくられているわけではない。もちろん、質問があれば答えるようにはしていた。

「他の人が教えていても上の空というか、聞いていないような態度が見受けられると報告があったんだ。わからないことはすべて高階くんに聞いたほうがわかりやすくていいと、言われたこともあるらしい」

「私より適任者がたくさんいると思うのですが」

　紀一は中村を見ながらそう言った。

「君の気を惹きたいらしいからね。私から言えることは、高階くんは社長秘書として日々、覚えることややるべきことを優先してほしい。ほかにも優秀な秘書はたくさんいるから、そこでフォローし合って教育はできるはずだ」

「わかりました。私としては課長にまだ指導を仰ぎたいのですが」

「まずは社長と面談して、考え方を共有するのがいいと思う」

　中村からの助言に紀一は素直に頷いた。中村には社長が呼んでいたことを告げ、紀一は中村の口角がわずかに緩んだのを見つけた。

（御子柴の考え方を共有しなければ、秘書として彼女をフォローできない。まずはもっと彼女と話をして今後の方針を共有しないと。秘書としてでもいいから、彼女にとって俺が誰よりも必要だと思ってもらえるようにしないと。いつまでも中村課長を頼らせないようにしないと……それにしても御子柴が呼んでいると言った時に、課長がにやりとするのが気になる）

　紀一はそう考えながら、休憩室から戻ってきた。階段を上がってすぐに加奈子の姿が見えた。

（里見か。面倒なのに目を付けられたようだなぁ。勝手に腕を掴んでくるし、あざとさが見える）

　どんなに可愛く振る舞われても紀一は、それを可愛いとか守ってあげたいとか思うことはなかった。

「高階先輩」

　走り寄ってくる彼女を見て見ぬふりをして、紀一は社長室に入った。

　その日だけではなく、数日間紀一は加奈子を避けるようにしていた。何か質問があっても彼は自分の仕事が立て込んでいると言い、相手にしない。そしてその後の加奈子の動きを見ているが、ほかの誰かに質問をしに行く様子は見受けられなかった。




　御子柴ホールディングスでは水曜日は毎週、定時帰り推奨日である。それは社長であるまなほも同じで、この日も最後の確認が終われば、ちょうど退社時刻になる予定である。

「社長、こちらの案件ですが、承認印がありません。再考と言うことでよろしいでしょうか」

「それは保留にしているの。タイミング的に今ではないと思うのよ」

　まなほは机の上を整理しながら、答えてくれた。

「かしこまりました。それではすべての書類をお預かりしました」

　紀一が書類の入ったデータを保存し、フラッシュメモリを取り外した。

　すぐに社長室のドアがノックされ、紀一がそっと扉を開いた。

「失礼します。社長、お疲れ様です。高階先輩、そろそろ時間ですが」

　加奈子がにこやかに微笑んでいるのが目に入った。

「お疲れ様、高階を呼びに来たようね。高階、私はもう出るけど」

「下まで送ります」

「高階は仕事があるの？」

「本日は秘書課の懇親会です。高階先輩も出席ですよ」

　紀一ではなく、加奈子が答えた。

「そうなのね。明日は取引先と打ち合わせをしてから出社予定で、そのとき先方の副社長に高階を会わせたいんだけど」

「かしこまりました。同行させていただきます」

「下までの見送りは必要ないわ。お疲れ様」

　まなほが淡々とそう言い、帰り支度を済ませてすぐに社長室を出て行ってしまった。

「里見さん、ここは社長室です。気軽に入ってきていい場所ではありません」

　紀一はそれだけを言い、デスクの上を片付ける。そして壁のロッカーに鍵をすべてかけ、戸締りの確認をしていた。

「何か手伝いましょうか？」

　加奈子の声が響き、紀一はわざと不機嫌な雰囲気を出した。

「まだ、いたんですか？　さっさと出て行ってもらえませんか」

「え？　どうして……」

「ここは社長室だと言ったばかりです。気軽に入ってくる場所ではないとも。それが理解できませんか？」

　紀一は強い口調で言い放ち、加奈子を社長室から追い出した。

「懇親会にも行きたくないのになぁ。一緒に帰って、夕飯食べたかったのに」

　二人で一緒に帰れる日は、なるべく一緒に食事をするようにしている。少しでもまなほの近くにいたい紀一は、時間を作って彼女の傍にいる方法を考えていた。傍にいる時間が長ければ、まなほが紀一を男として意識するようになるかもしれない。そう思う反面、紀一は今のままでも十分満足していた。彼女に自分よりも特別な男ができない限り……。

　秘書課の懇親会に渋々出席した紀一は、途中からつまらないと感じていた。最初の方は仕事の話が多かったのだが、徐々にプライベートな話題に変わっていく。

　今回は恋人にする条件というか、タイプというのがテーマらしい。紀一は中村の隣に陣取り、ゆっくりとしたペースで酒を呑んでいた。

「課長って独身でしたよね？」

　紀一が訊ねると、中村は照れたように笑った。

「まだ独身だ。恋人は常に募集中と言いたいけど」

「何かあるんですか？」

「出会いがないって言うだけだよ」

　中村の言葉に紀一は何度も頷いた。

「高階さんのタイプってどんな女性ですか？」

　紀一の方へと質問が投げかけられ、紀一は面倒だと思いながら答えた。

「仕事のできる凛とした女性ですね。尊敬できる人というか、お互いに高め合える人。あとは最低限の常識がある人じゃないと無理ですね」

　紀一は加奈子に対して牽制したつもりだ。質問に答えた紀一はゆっくりと立ち上がった。

「明日も早いので、私はこれで失礼します。会費はこちらで大丈夫ですか？」

　幹事に会費を渡し、店を出てきた。外に出ると霧雨がまとわりつくように降っている。紀一は鞄から折り畳み傘を取り出し、駅に向かって歩き始めた。

「高階先輩」

　加奈子が追いかけてきたのに気付いたが、紀一は気付かない振りをして急ぎ足で駅に向かう。

（電車で帰ったら付いてきそうだな。もったいないけどタクシーにするか）

　紀一はすぐにタクシーに乗り込み、そのまま家の近所のコンビニまで乗ってきた。コンビニに入り、紀一は小腹を満たすものを買った。

（御子柴にも何か買って行こう）

　まなほには彼女が好きそうなスイーツを選んだ。二十一時ちょっと過ぎに紀一はまなほの部屋に向かった。

　インターフォンを鳴らしてしばらくすると、彼女が玄関を開けてくれた。

「早かったのね」

　彼女の言葉に紀一は頷いた。

「明日、早いから切り上げてきたんだ」

　いつも通りの口調で答えると、まなほは返事もせずに彼を部屋に入れてくれた。Ｔシャツにショートパンツ姿のまなほは、いつもと違って無防備だ。その姿に紀一はドキッとしてしまう。

（御子柴って男心がわかるようなタイプじゃないだろうし。男を誘うようなあざとさや計算でもないし）

　わかっていると自分に言い聞かせるしかない。彼女にとってＴシャツの中がノーブラなのも、滑らかでまっすぐな生足を晒すのも単なる部屋着というだけだ。紀一は彼女の足から視線を逸らすために、コンビニの袋を見せながら言葉にした。

「御子柴、コンビニのスイーツだけど食べる？」

「スイーツ？　何を買ってきたの？」

　紀一が差し出したビニール袋を覗き込み、まなほはイタリアンプリンを手に取った。

「そっちを選んだのか。俺はてっきりチーズケーキを選ぶと思ったんだけど」

「そのチーズケーキ、新作なのよね。でも、今日は夕飯にチーズリゾットを食べたから」

　まなほの言葉に紀一はゆっくりと言葉にした。

「チーズリゾット？　どこかに食べに行ったのか？」

「ううん、冷凍食品」

　まなほがそう言い、紀一は苦笑を浮かべる。彼女がイタリアンプリンを食べ、紀一は隣に座って水を飲んだ。

「秘書課って懇親会が多いんでしょ？」

「他の部署と比べたことがないからわからないけど。月に一回程度だよ。御子柴は営業部の時に参加していた？」

「定期的な懇親会はなかったわよ。契約が取れたお祝いとか、歓送迎会程度だったみたい。参加していないからよくわからないけど」

　参加していないと言われ、紀一は少しだけ安心した。

「重役たちとの懇親会は大変よ。不定期で急に決まるのよ。話題は結婚の予定はあるのか、子供は何人欲しいのか、彼氏はいるのかと……一歩間違えばセクハラよね」

「会長も同席している中でそういう話題なんだ」

「そう、会長は悲劇を演じるのよ。自分は早く孫の顔が見たいのに、恋人の一人も紹介してもらえないって」

　まなほはクスクスと笑い、紀一は少しだけ考えてしまう。

（御子柴に彼氏ができてもいいということか？　俺に虫よけになれと言ったのは、どういう意味だったんだろう）

　まなほが適当な男に騙されるとは思えない。しかし、紀一に対してこのように無防備な姿を晒すくらいだ。親として心配になるのは気持ち的にはわかる。

「ね、高階」

「え？　あ、何？」

「秘書課の懇親会って、どういう感じなの？」

　まなほの疑問に紀一は深いため息を漏らした。

「最初の方は仕事の話だったりするんだけど、たいてい恋愛の話になって、恋人はいるのかどうかとか、好きなタイプはとか」

「重役とあまり変わらないのね」

「まぁ、そうだな」

　紀一は苦笑を浮かべる。

「御子柴ってどんな人なら恋人にしたいと思う？」

「その質問ってどう答えるのがいいの？」

「いや、模範解答なんてないだろ」

「そうよね。高階ってどんな人を恋人にしていたの？」

「……俺が先に質問したのに、ずるくないか？」

　紀一がそう言うと、まなほはちらりと赤い舌を見せる。こんな一面が彼女にあることを知ったのは、最近のことだった。

「恋人って言われてもよくわからないのよね。好きな人とか、どんな人がタイプとか。ただほら、小説とかにもよく出てくるでしょ。出会った瞬間に運命だってわかるとか」

「あぁ、電気が走ったとかそういうやつ？」

「うん、そういうのは今まで感じたことはないわね」

「俺もないなぁ。そもそも俺、一目惚れとかよくわかんないし」

「高階は一目惚れされる側だもんね」

　そんな話を二人でしていると、まなほが紀一に凭れてきた。

「でも、今は……高階に彼女、できてほしくないなぁ」

　その言葉にドキッとした紀一だが、おそらく深い意味はないだろう。

「御子柴、眠るならベッドに行けよ」

　紀一はそう声を掛けたが、すでに遅かったようだ。小さな寝息を立て始め、紀一はそっとまなほの肩を抱いた。無防備な寝顔を見つめ、赤い唇に何度もキスをしそうになる。滑らかな素足に触れた。何度か太腿を手で往復させても、彼女の寝息が乱れることはなかった。

「風邪、引くぞ」

　低い声で咎めてもまなほは起きる気配がない。まなほを抱き上げ、紀一はベッドへと連れて行く。

　彼女をゆっくりと横たえた紀一は、ベッドの端に腰を下ろした。

　彼女を見下ろし、紀一はまなほの頬に手を当てる。頬を撫でながら、もう片方の手で彼女の胸の膨らみをなぞる。眠っていてもその形の良い大きめのバストは、彼の手によって形を変える。頂がつんと主張を始め、紀一は指の腹で尖ったそれを擦り、押し込むようにする。

　いつもなら服の上から弄るだけで抑えられていた。しかし、この日は違った。紀一は彼女のＴシャツを捲った。胸を露わにしようとした時、彼は彼女の脇腹に爪を当ててしまった。

「ヤバい」

　慌てて紀一は爪を立ててしまった肌を見つめる。真っ白な肌に赤い細い線が入ってしまった。それでもまなほは起きる気配がなく、紀一はそのままＴシャツの中に手を入れた。柔らかい胸に触れ、グミのような感触の頂を指で扱く。モゾッとまなほが足をすり合わせ、紀一はすぐに手を離した。

（眠っているのに……濡れているとか？）

　彼はゆっくりとショートパンツの隙間から指を差し入れようとした。が、彼の胸ポケットに入れたスマートフォンが振動し、すぐにまなほから離れた。

　紀一はまなほの部屋を出ながら、通話にする。

「お疲れ様です、会長」

　自分の部屋に入りながら、紀一はまなほの父親から掛かってきた電話に出るしかなかった。

『まなほはそばにいるか？』

「いませんよ。自分の家です。こんな時間まで二人きりでいたら、会長も心配されるのでは？」

『高階君ならまなほの嫌がることはしないだろう』

　その言葉に後ろめたさを感じる。

「それよりもこんな時間にどのようなご用件ですか？」

『実はまなほに関わる断れない約束ができてしまったんだ。今のところ予定が詰まっているからと言って先延ばしにしているのだが』

「スケジュールの調整が必要ですか？」

『明日、まなほも一緒に話ができないか』

「明日は午後でしたら、調整ができるかと思います」

『では、明日十四時に会長室に来てくれ』

「かしこまりました。二人で伺えばよろしいですか」

『あぁ、頼む』

　そう言って会長の電話は切れた。紀一は深い息を吐き、自分の手を見つめた。さっきまでまなほの柔らかい胸に触れていたことを思い出すだけで、下半身が熱くなった。

「仕事中はこんなことないのに。ほかの女にそういう目的で迫られても、平気なのに……寝ている無防備な御子柴にだけ反応するって……病気なのか、変態なのか」

　もう一度大きな息を吐いた後で、紀一はバスルームに向かった。熱いシャワーの下で自分自身を慰める。

「御子柴のことを抱きたい」

　あの柔らかい身体をギュッと抱きしめて、キスをしたい。そんな妄想を胸に、自分の手で果てるのが日課になりつつあった。




　翌朝、紀一がまなほを迎えに行くと、彼女はいつも通り隙のない雰囲気だった。きっちりとしたスーツとまではいかないが、シンプルなジャケットに真っ白なブラウス、それと膝よりも少し長めのスカートを穿いている。ヒールが高めのパンプスを選び、二人でマンションを出た。

　運転手が二人を車に乗せ、取引先へと向かうことになった。

「本日午後、会長からお話があるそうなので、十四時に会長室に来てほしいとのことです」

「わかったわ。高階、その時間までにいつものアップルタルトを用意してもらえない？」

「会長への手土産ですか？」

「ええ」

　まなほが小さく頷いた。

　二人で取引先に行くのは初めてで、紀一は少し緊張していた。しかし、まなほが上手に紀一を紹介してくれて、商談もスムーズにまとまっていく。あらためて彼女の手腕を目の当たりにした紀一は、思わず奥歯をギリッと噛みしめていた。

（こんなに仕事ができるのか。俺も負けていられない）

　紀一はまなほをサポートしながら、現場のやり方を覚えることに専念した。








第二章　社長の見合い









　まなほは紀一と一緒に会長室に向かった。

「高階先輩、少しお時間いただけませんか？」

　加奈子はまなほを無視して、まなほの半歩後ろにいる紀一に声を掛けた。

「申し訳ありませんが、これから会長室で社長と一緒に面談があります」

　紀一が淡々と答えているのをまなほは背中で聞いていた。

「それが終わってからで構わないので。どうしても相談したいことがあって、高階先輩じゃないとダメなんです」

　加奈子がしつこく迫ってきた。

「本日は予定が立て込んでいます。時間が取れるか約束はできません」

　紀一がきっぱりとそう言い、まなほは少しだけホッとした。

（高階に相談することなのかしら？　秘書課にはたくさん教えてくれる優秀な先輩がいっぱいいるのに、わざわざ高階を選ぶなんて……単に高階の気を引きたいだけのようだと思うんだけど）

　面白くないと思いつつ、まなほは会長室の扉をノックした。返事を聞き、紀一がドアを開けてくれた。

「忙しいところ、申し訳ないね」

「お疲れ様です、会長」

　まなほは軽く頭を下げ、促されるままソファに座った。紀一が会長にアップルタルトの箱を渡してくれた。

「ご用件は手短にお願いできますか？」

　まなほがそう言い、会長は小さく頷いた。

「実は、今度化粧品会社とコラボレーションでカフェを作ることになったのは知っているな？」

「えぇ、美容と健康をコンセプトにしたカフェですよね」

「そこの社長と今後も懇意にしたい。という話から、お互い年頃の子供がいるという話になって」

　会長の視線が泳ぎ、まなほの低い声が響いた。

「お見合いの話を受けてきたということですよね？　先日も申し上げましたが、今は社長としての仕事を覚える時期です。結婚は考えられないし、お見合いもその時間がもったいないから断ってほしいとお願いしたはずですが」

「わかっている。ただ、今回ばかりは私の顔を立ててくれないか。会うだけで構わないから。もちろん、まなほの気持ちが彼に動くようであればそこからお付き合いを始めればいい」

「今後、勝手に見合い話を受けないと約束してくださるなら、今回だけはお父様の顔に免じてお見合いを受けるようにします」

「本当にありがとう。うちの娘自慢を散々した相手でね、引くに引けなくなって……」

「そんなことだろうと思いました」

「もちろん、まなほに好きな相手ができて結婚したい相手ができたら、反対はしないから」

「どんな相手でもですか？」

「まなほが本当にその人を愛しているなら、心配ないと思っているよ」

　会長の目が優しく細められ、まなほは小さく頷いた。

「お見合いはいつでしょうか？」

　紀一の声が響き、まなほは息を殺してその日程を聞いた。

「二週間後の大安、日曜日だ」

　会長の言葉にまなほはげんなりした。

（断ってもいい見合いでも、大安の日を選ぶのね。それにしてもお相手のことはさっぱり知らないわ）

　興味もないのだが、見合い相手のことを何一つ知らないのも失礼に当たると考えた。

　会長の話が終わり、まなほは紀一と一緒に社長室に戻ってきた。

「高階、ちょっと調べて欲しいんだけど」

「何を調べましょうか」

「……私のお見合い相手のことよ」

「かしこまりました」

　紀一が頭を下げて出ていくのを見つめ、まなほは椅子に深く座り直した。背凭れに背中を預け、少しだけ悩んだ。

（当分、見合いの話を受けないとは言ったけど、今回を皮切りに次々と断れない相手からの見合い話が来るわよね。今は仕事に集中したいのに）

　まなほはそう思いながら、腕時計を見た。

「この資料を読む時間はありそうね」

　覚えることもやりたいことも山ほどある。そんなまなほに恋愛を楽しむ余裕はなかった。自由に恋愛してもいいと言われると、思っていなかったのもある。

（急にそんなことを言われても、好きな人ってどうやって作るのかしら？）

　まなほはそんなことを思ったが、すぐに書類に目を落とすと仕事に集中していた。
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　紀一は足早に廊下を歩いていた。まずは次のアポイントメントのための資料や書類の準備、そしてまなほが外出したらやるべきことを頭の中で整理しながら秘書課へと戻る。

「高階先輩、お時間……」

　加奈子が話しかけてきたが、紀一は低い声で答えた。

「今、急いでいるのがわからないですか？」

　その一言で加奈子を一蹴し、紀一は自分の仕事を進めていく。

　資料や書類の類はまなほのタブレットに送付する。その間に新たなアポイントメントが入っていないか確認し、先ほど決まった見合いの予定を入れる。

（見合い相手は化粧品会社の次男、友とも利り康やす雄おか。えっと、年齢は二十八で美の伝道師と呼ばれ、最近ではテレビなどメディアでも多数活躍中。自社からオリジナルの化粧品を発売、これが爆発的に売れているのか）

　この程度のことなら、まなほにもすぐに情報として入るだろう。

（それにしても見合いだなんて聞いていない。何で急にそんな話が持ち上がったんだろう？）

　紀一は焦っていた。相手の康雄という男は、美容関係の仕事をしているせいか、爽やかで清潔感のある好青年だ。

　まなほが一目惚れしないとは言い切れない。

（御子柴の好きなタイプってどんな男だろう？　仕事のできる男なのは前提だとして……）

　考えても彼女が恋愛しているところを見たことがない紀一には、想像もできなかった。

（あ、時間だ。見合い相手のことは御子柴が外出している間に調べて、報告しよう）

　紀一はすぐに立ち上がり、今度は社長室へと向かう。

「社長、お時間です」

「えぇ、行けるわ。これが終わったら直帰でいいのよね？」

「はい、大丈夫です。お見合い相手の件は後で報告します」

　まなほが頷いたのを見て、紀一はドアを開けた。そのまま、玄関まで見送るのはいつものことだ。

　車の後部席に乗ったまなほを見送り、紀一はまたエレベーターに乗る。秘書課に戻る前に休憩室に寄った。

　缶コーヒーを飲みながら、スケジュール帳を捲る。

（どこかで代休を入れたほうがいいな……丸一日は無理だけど）

　まなほの予定は日々、埋まっていく状態だ。缶コーヒーを一気に飲み干し、紀一はすぐに秘書課へと戻るつもりだった。しかし、会長に呼ばれ、紀一は会長室に入った。

「お疲れ様、高階君。まぁ、座ってくれ」

　会長の言葉に紀一は従って、ソファに腰を下ろした。

「会長、今の時期に見合いってどういうことですか？」

「まなほは何か言っていたかな？」

「いいえ、でも今は仕事に集中したい時期だと言っていましたので、重役たちと同じように結婚を勧める会長は嫌われるかもしれませんね」

　紀一は固い表情のまま、そう言葉にした。

「やっぱり嫌われるかなぁ……」

「見合いの話はどうして受けたんですか？」

　紀一は疑問に思っていたことを、吐き出した。

「たまたま商談中に子供の話になった。見合いというよりも仕事上の顔合わせの延長線上のつもりだったんだが、美人にうるさい男らしくてね、うちのまなほを見てもたいしたことがないと思うに決まっているって言われたもんだから」

「お互いが気に入ったら結婚も前提にってことにしたんですね」

「……その通りだ。だが、君にも原因がある」

　会長の言葉に紀一は目を丸くした。

「私に原因があるとはどういうことですか？」

「虫よけの効果が強いってことだよ」

　そう言われた紀一は、ゆっくりと答えた。

「仕事に集中したいと言われたので、彼女の意見を尊重しているだけですよ」

「見合いを受けさせたら、君も少しは動いてくれるかと思ったんだが」

　紀一は会長をジッと見ていた。

（俺を焚きつけるためか？　いや、そう見せて別の意図があるか。真意は見えないなぁ）

　そんなことを考えている紀一をよそに、会長は一言で締めくくった。

「君が動こうが動かまいが気にしていない。後悔することの無いように」

　その言葉がずっしりと重くのしかかった。

（俺は……御子柴の気持ちを優先しているつもりだ）

　そう考えながら、紀一は会長室を出てきた。秘書課に戻って、まなほの見合い相手について調べ始める。

（ＳＮＳもコスメのネタなんだな。コスメなんてよくわからないからなぁ。美容系の動画配信もやっているのか）

　仕事熱心な男と言うこと以外、あまり情報を得られなかった。

（女性関係の噂は誠実な感じか……これだけ女性の目が集まる人なのに、ヘンな噂が出ないのは上手に立ち回っているのか、それとも本当に誠実な人なのか）

　紀一は調べられるだけ調べると、すぐに別の仕事に取り掛かった。

　まなほのスケジュールを調整し、代休として半休を中村に申請する。それから溜まっていた事務作業を終わらせると、ちょうど退社時刻だった。

「課長、今日は帰ろうと思うのですが」

　紀一が中村に声を掛けると、彼はゆっくりと顔をあげた。

「君もたまには早く帰らないと。それから社長の半休だが、その日は君も半休を取りなさい。急ぎの用がある時は連絡を入れるようにするから」

「かしこまりました。お気遣いありがとうございます」

　紀一は頭を下げると、家に帰ることにした。

　まなほと一緒に帰れない日は、電車通勤の紀一だ。帰り際に駅前のスーパーに寄ることもある。

　会社から駅までの道を歩いていると、紀一は後ろから腕を掴まれた。

「高階先輩も帰りですか？　よかったら一緒にお食事でも」

　加奈子に掴まった紀一は、ゆっくりと首を横に振った。

「申し訳ないけど、用事があるので」

「それなら駅までご一緒してもいいですか？」

　紀一は逃げ場を探した。ちょうど空車のタクシーを見つけ、手を挙げて車を停める。

「ここで失礼します」

　紀一はタクシーに一人で乗り込み、そのままマンションまで帰ってきた。

（あーあ、無駄な出費したなぁ。でも里見と一緒に駅まで行くのは絶対にイヤだし）

　紀一は加奈子と噂になるのも嫌だった。

（一緒に食事になんか行かねぇよ）

　心の中で悪態をつきながら、自分の部屋に入る。シャワーを浴びて部屋着に着替えた後で、紀一はまなほの携帯を鳴らした。

　数コール後にまなほの声が響いてきた。

「お疲れ様」

『高階、お疲れ様。仕事の件？』

「いや。御子柴、今はどこにいる？」

『家にいるけど』

「食事は？」

『今、考えているところなの』

　まなほの言葉に紀一はガッツポーズを小さく決めた。

「そっちに行っていい？　軽いもの作るから」

　紀一の提案にまなほはすぐに乗ってくれた。何か理由を付けてまなほの部屋に行くのはいつものことだ。一緒に帰ってくるときは、まなほと一緒に彼女の部屋に入る。彼女と仕事終わりに短い時間でもたわいない話をするのが、紀一の楽しみになっていた。

　紀一は家の冷蔵庫から目に付いた食材を手にして、彼女の部屋に向かった。

「気を遣わなくていいのに」

　まなほはそう言ったが、迷惑そうというわけではない。

「どうせ今夜も冷凍食品か、コンビニで済ませるつもりだったんだろ？」

「……美味しいからいいじゃない」

　まなほの言葉に紀一は笑いながら、彼女のキッチンを借りる。

「食事作っている間に、風呂に入ってくれば？」

「ん、そうする」

　まなほをバスルームに行かせ、紀一は広いキッチンで心置きなく夕食作りを始めた。何も考えずに調理している時が、一番心が安らぐ。

　まなほがバスルームから出てくると、紀一は彼女にグラスと缶ビールを渡した。

「俺にも注いでおいて」

「ん、もうできるの？」

「うん、できるよ」

　この日のメニューは生姜焼きとルッコラを使ったシーザーサラダと野菜たっぷりのコンソメスープだ。

「美味しそう」

　ビールを片手に二人は食事を囲む。少しだけまなほの表情が柔らかくなり、彼女の口に紀一の作った食事が次々と運ばれて行く。

「口に合ったようだな」

「うん、すごく美味しい」

　まなほに言われると、紀一は嬉しくて何度も心の中でガッツポーズを決めてしまう。

「さっき頼まれた見合い相手のことだけど」

「うん、何かわかった？」

「超人気のメイクアップアーティスト兼コスメの伝道師ってやつらしい」

「……高階に訊くよりもおばあさまに訊いたほうが詳しそうな相手ね」

「俺もそう思った。女性からの人気が高いのに、浮いた噂は一つもない。特定の彼女というのも今はいないみたいだ」

　紀一はそう言い、まなほは頷きながらビールを飲んでいた。

「御子柴はなんで見合いを受けたの？」

「しばらくほかのお見合いを申し込まれないため、って感じかな」

「どういうつもり？」

　紀一の疑問にまなほは無表情のまま、答えてくれた。

「一度お見合いすれば、結果が出るまで次のお見合いの話は舞い込んで来ないわ。すぐに破談となれば誰かが申し込んでくるかもしれないけどね」

「断らないつもりなのか？」

「この商談が確実に決まるまで、こちらから断ることはないわ」

　まなほがそう言い、紀一は苛立ちを募らせる。

「そんな思わせぶりなことをしたら、お前が危険だろ」

「危険ってどういう意味？」

　まなほの返答に紀一は立ち上がった。彼女のすぐ横に立つと、まなほを見下ろす。

「こういうことだよ。御子柴は隙があるから」

　気付いた時には紀一はまなほの顎を掴み、その唇に自分の唇を重ねていた。柔らかい彼女の唇を優しく食み、そして舌を滑り込ませようとした。ドンッとまなほが力強く彼の胸を叩いてきた。

「俺は離れてやるけど、その程度の抵抗じゃやめてもらえないからな」

「高階、なんなの？」

「キスしただけだろ」

「キスって」

　まなほの表情が固まり、紀一はふぅっと息を吐いた。

「この程度のキスで動揺するなよ」

　紀一がそう言うと、まなほの頬が僅かに紅潮した。

「動揺じゃないわ。ただ高階がなんでこんなことをしたのか理解できない。それに高階は誰とでもキスできるの？」

「御子柴はキスしたことないの？」

　紀一が訊ねた瞬間、まなほが黙り込んだ。動揺を悟られないように、いつものポーカーフェイスを作ろうとしているのが見えた。

（キス、したことないんだ）

　察した紀一は優越感に浸った。

「この程度のキス以外も高階はしたことがあるってことよね？」

　まなほの反撃に紀一は淡々と答えた。

「恋人がいた時は、キスもそれ以上のこともしていたよ」

　ついそんなことまで口を滑らせてしまった紀一だが、まなほの反応を見るのを忘れなかった。しかし、まなほはいつも以上に無表情でその感情を見せることはなかった。

　揺さぶりをかけてみたが、紀一は失敗に終わったと思っていた。
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　紀一に唇を奪われてしまったまなほは、紀一が近付くとつい身体を強張らせてしまうようになった。意識しているつもりはないが、それでも気付けば彼の形の良い唇を見ていることが増えたような気がする。

「社長、こちらのアポイントメントですが」

「あぁ、その方ね。会長の方がいいと思うの」

「伝えておきます」

「高階、この契約書をお願いね。そろそろ出るわ」

　まなほは紀一と少し距離を置いて、立ち上がった。

「お送りします」

　エレベーターの中でも紀一の声が淡々と響き、まなほの予定が告げられる。まなほはただ黙って聞いているだけだった。

　彼に見送られ、車に乗り込んだまなほは小さく息を吐いた。

（エレベーターの中で二人きりになると、緊張しちゃうなんて……自意識過剰にもほどがあるわ。高階が会社でキスしてくるなんてありえないのに。キスを一回しただけでこんなに気になるものなの？　誰かに相談したいけど）

　さすがにまなほでも仕事以外の相談を中村にはできなかった。兄のように慕っていると言っても、恋愛相談をする相手ではないと思っている。そんなモヤモヤを抱えているまなほは紀一が近付くたびに、期待をしている自分がいる。たった一度、事故のようなキスをしただけなのに。

　理由を聞きたいのにあのキスをした夜から、紀一はまなほの部屋に来ることがなかった。紀一がまなほの部屋に寄らない理由は、まなほと顔を合わせるのが気まずいのではない。単に仕事が忙しいだけである。創業祭のパーティーはまなほのお披露目も兼ねている。そのため、社長秘書である紀一が先輩たちに助けてもらいながらも、指揮を執っていた。思っていたよりも招待客が増え、会場の変更をしなければならないようだ。

　紀一はまなほよりも帰りが遅く、最近は出社時間も違うことから顔を合わせるのは仕事中だけになっていた。

　定時で退社したまなほは、ここしばらく通えていなかったトレーニングジムに寄った。普段なら週に二回から三回、ジムに通って体力とプロポーションの維持に努めている。主に体幹を鍛えるのが目的だ。

　久しぶりのトレーニングで汗を流したまなほは、リフレッシュできた。

　運転手が迎えに来るまでに、まなほはコンビニで夕食の弁当とアルコールを買った。

　トレーニングジムからまなほの働く本社ビルの前を通って、マンションへと向かう。

「今夜は道が混んでいるのね」

　本社前の通りは殆ど車が動かず、まなほは思わず呟いた。

「そうですね。事故でもあったのでしょうか」

　運転手がそう答え、まなほはぼんやりと窓の外を見ていた。

（あら、高階だわ。こんなに遅くまで残っているのね。この車に気付くかしら？　気付いたら一緒に帰れるんだけど）

　ジッと窓の外を見つめ、紀一が気付くように念じてみる。

　紀一は道路を見ることなく、やや俯いて駅の方へと歩いていくようだ。そんな彼の後ろから女性が近付いた。

　彼の腕を掴み、駅とは違う方向を指差している。

（里見さん、こんな時間まで何をしているのかしら？）

　新入社員の加奈子はまだ残業するほどの仕事はない。

　加奈子と紀一が本社前で何かを話しているようで、まなほは気になって見入ってしまう。

（あの二人、噂になっているらしいけど……それならどうして私にキスをしたの？）

　まなほは先日化粧室で、紀一と加奈子が噂になっているのを聞いていた。まなほが個室に入っているとは思わない女性秘書たちの世間話だったようだ。

　加奈子が紀一に言い寄り、紀一もまんざらではないらしいというものだ。二人が付き合うのも秒読みだとか……。

　そんな噂話を思い出し、加奈子が紀一の帰りを待っていてこれから二人で食事でもして帰るのだろう。勝手に結論を出したまなほは、窓の外を見るのをやめてシートに身体を預けた。




　まなほは見合いの前日に実家へ戻ることになった。成人式以来の振袖を着ることになり、着付けやヘアメイクの予約もすべて母が頼んでくれたようだ。

　形ばかりの見合いだと言われていても、まなほは気が進まなかった。

（結婚する気もないし、お付き合いするわけでもないのにお相手に失礼じゃないかしら？）

　そう考えるまなほとは違い、父親はどこか楽しそうだった。

「そんなにかしこまらなくてもいい。今後、商談を進めていくための食事会のようなものだから」

　父親はそう言ってくれるが、まなほにとってははじめての見合いだ。緊張もしている。そのせいであまりよく眠れなかった。

（お見合いなんてしたことがないんだもの。どうすればいいのか考えてもよくわからないわ）

　まなほは振り袖の着付けやヘアメイクをされながら、見合いのことで悩んでいた。

　見合いの場所は御子柴ホールディングスの中でも一番高級なホテルのレストランだ。創作和食料理をメインに、海外からのお客様からも人気が高い。

　レストランに先に到着したまなほと両親は、個室で先方を待っていた。

　まなほの見合い相手は国内の化粧品メーカーでは一、二を争う大手企業でここ数年、海外進出も成功しているらしい。有名な海外コレクションで使われる化粧品としてもその名は高く評価されている。

　それは現在の社長と副社長の業績だと言われていた。まなほの見合い相手は会社でも特殊なところに位置付けられているらしい。広告宣伝部長という肩書を持ちながら、メディアでの営業が主な仕事のようだ。

「御子柴様、お待たせして申し訳ありません」

　相手がやってきたのは約束の時間の五分前だった。

「友利様、お忙しい中、ありがとうございます」

　まなほも両親と一緒に立ち上がり、頭を下げる。

「息子の康雄でございます」

「娘のまなほでございます」

　双方の両親が紹介し、和やかな雰囲気の中で見合いが始まった。

　ヘアメイクやコスメの紹介などでＳＮＳやメディアに露出の多い康雄は、整った顔立ちをしている。面長の顔は色も白く、きりりとした目元は切れ長で秀麗だと言える。

　父親同士はあいさつ代わりに仕事の話を始め、母親たちがそれを制した。

「今日はお見合いの日ですから、お仕事の話は後にしてくださいな」

「あぁ、そうだな。すまなかった。友利さんのお仕事は……」

　まなほの父親は素直に話を見合いへと持っていこうとしていた。

「はい、私は美容コンサルタントという仕事をしております。世の中の女性が美しく、そして自信を持って過ごせるようにお手伝いしたいと考えております」

　康雄がはきはきと答えてくれたが、美容コンサルタントと化粧品会社の宣伝部長とは同じ職なのか不明だ。

「会社の仕事はされていない？」

　まなほの父親は不思議そうな顔をしていた。まなほも康雄の職業がどういうものなのか、想像ができない。

「自社製品を使って宣伝アピールをするというのが、当初の目的でしたが。恥ずかしながら、当社の製品だけでは女性を美しくすることができないと考え、私が効果を考えて製品開発チームに作ってもらっているブランドがあります。肌質は十人十色ですので、自社製品、私のブランド商品、それに他社の製品なども含めて化粧品を紹介させてもらっています」

　康雄がそう答え、まなほも父親もよく理解できずにぽかんとしてしまう。

「息子は当社の広告宣伝部長として仕事をしている傍ら、美容コンサルタントとしての活動をしているという感じです」

　友利社長が説明してくれると、康雄が首を横に振った。

「違いますよ、お父さん。本業が美容コンサルタントです。広告宣伝部長は副業のようなものです」

　彼の言い分に友利社長が苦い顔をしていた。

「御子柴会長のお嬢さんは、社長として会社を支えていらっしゃるんですよね」

　まなほの方に話が振られ、まなほはゆっくりと言葉を紡いだ。

「まだ就任して間もないので、会社を支えるというほどではありません。今はいろいろと勉強をさせてもらっていますので、会長や副社長と協力して会社を運営していけるように力をつけています。歴代の社長がとても優秀な方ばかりなので、その背中をしっかりと追いかけつつ、私自身も会社も成長できるようにというのが目標です」

「えっ？　君は結婚しても仕事をやめないってこと？」

　康雄の言葉にまなほは力強く頷いた。

「仕事をやめるつもりはありません」

　まなほの表情を見つめ、康雄は何度も頷いている。何に対して頷いているのか、まなほにはわからなかった。

　食事は次々と運ばれてきてどれも夏の新作メニューだったが、まなほは会話に集中していたためにしっかりと味を楽しむことはできなかった。

　食事が終わり、食後のデザートが運ばれてきた時だった。

「ねぇ、今度二人きりで会ってもらえないかな」

「二人きりですか？」

「うん、もう少し君のことを知りたい。仕事に対する姿勢も尊敬できるし、せっかくの縁だからお互いによく知ってから結論を出すべきだと思う」

　康雄の言い分はもっともだと思うが、まなほは頭の中で言葉を選びながら答える。

「お互いの時間が合えばと思いますが、今は仕事を優先にしております」

「社長就任ということもあって、娘はそのための勉強も欠かせないようです。ゆっくりと時間を取って会うタイミングを作るのも難しいかもしれない。今回のコラボレーション企画でお互いの仕事を通して、まずは仕事面からお互いのことを知ってみてはいかがだろうか」

　まなほの父親がうまく妥協案を出し、友利社長と康雄の様子を窺う。康雄の方は面白くない顔をしているが、友利社長の方はそれで構わないと言ってくれた。

（友利様のご両親はこの見合いの意図をわかっているようだわ。おそらく副業と言っている広告宣伝部長の仕事にもっと力を入れて欲しいとか、そういう意図があって今回のコラボ企画の責任者に彼を宛がうつもりだったのかも？）

　まなほはそう考えながら、食事を進める。世間話を交えた両親たちの会話を聞きながら、まなほは康雄の視線を感じていた。

（じっと見られることは今までもあったけど、こんなに観察されると身動きがとりにくいものね。何を考えているのかしら？）

　康雄の表情は作られたような笑みを浮かべていて、それが薄気味悪いと感じた。どうにか見合いを終わらせ、食事だけでまなほはその場から解放された。

　帰りの車でまなほはメールチェックをしていた。紀一からのメールは入っていなかったが、中村からのメールが入っていた。

『明日の会議資料の改訂版を添付します。社長、ほかに必要な資料があればお申し付けください』

（明日の会議の資料……家でゆっくり読まないと。中村課長の資料はわかりやすいなぁ。高階も丁寧に作ってくれるけど、やっぱり中村課長の資料の方がいいな）

　まなほは一度実家に戻った。着物を脱いだ瞬間、お腹が空いたと感じた。

「美味しいお料理、食べられなかったの？　まなほちゃん」

　祖母が着物をたたむのを手伝いながら、笑っていた。

「着物を脱ぐと、なんとなくお腹が空いちゃうの」

「モンブラン、食べる？」

　クスッと笑う祖母の目尻の皺が深くなった。

「食べたい」

　二人でモンブランを食べながらも、祖母の関心はどうやら康雄にあるらしい。

「ねぇねぇ、どうだったの？　まなほちゃん」

「綺麗な人だなぁとは思ったけど」

「うんうん」

　宇宙人みたいだとは言えなかった。それくらいお互いの感覚がかけ離れているような気がした。

「おばあさま、美容コンサルタントって職業なのかしら？　趣味なのかしら？」

「職業だと思うけれど、それだけでお金を稼ぐのは大変だと思うわ。スポンサーだって契約期限があるでしょう？」

　祖母の言葉にまなほは何かを感じ取った。

（友利様が美容コンサルタントとして会社から独立したいのなら、スポンサーとして大きな企業が必要。仮に私と結婚が決まったら、彼は自由に美容コンサルタントの仕事をしつつ、御子柴の大きな援助が受けられると考えていたら……）

　この見合いを断るわけがない。

　まなほは深い溜息をついた。まなほというよりは御子柴の名前が魅力的なだけだと言われているようで虚しくなる。こんな経験は今までに何回もあるし、見合いの話が出た時からその可能性があることもわかりきっていた。

「まなほちゃんの幸せはみんなが願っているわよ。だから、会社のための結婚とかは考えなくていいと思うわ」

　祖母の言葉にまなほは小さく頷いた。




　翌日、まなほは通常通りの出勤だった。紀一からは前日に連絡が入り、今朝も早く出勤すると言われていた。

　社長室の扉を開けようとした瞬間だった。

「おはようございます。社長」

「おはよう、高階」

　まなほは扉を開けながら、挨拶を交わす。紀一も一緒に社長室に入ってこようとしていた。二人の背中に加奈子の声が響いた。

「おはようございます、高階先輩。あの今朝の当番なんですが」

「社長、申し訳ありません。少し席を外します」

「あ、高階、待って。中村課長が出勤していたら、社長室に来てもらえるように声を掛けておいて」

　紀一はすぐに頷いてくれたが、社長室に入らずに声を掛けてきた加奈子と一緒に秘書課の方へと行ってしまった。

　扉がゆっくりと閉まり、まなほは自分の鞄から必要なものを取り出してからデスクに向かった。パソコンの電源を入れ、起動を待つ。

（さりげなく高階の腕に触れて、ちょっとくっついて歩いて……まるで彼女みたい。あ、付き合っているんだったっけ？　社内恋愛禁止ではないけど、仕事場で見せつけられるのはちょっと違うわよね。高階ならもっと公私混同しないように慎重にすると思っていたのに）

　午前中、中村と紀一を交えて社長室でパーティーの最終確認をしていた時だった。

「失礼します。高階先輩、お電話が入っております」

　加奈子が紀一を呼びに来ることが何度もあった。

「高階は随分、忙しそうですね」

　まなほがそう言いながら、招待客の最終チェックをしていた。

「社長への面会希望の方が多いようですよ。パーティーの前に少しでも顔を売っておきたい企業もあるのでしょう」

　中村が淡々と答え、紀一が戻ってくると、今度は会場に飾る花を選ぶことになった。

「花にも意味があったんですね」

　紀一が驚き、まなほは頷いた。

「御子柴の家紋にはカタクリの花が使われているの。カタクリの花に似た百合やカタクリの花を飾るのよ」

　説明をしていると、また紀一が加奈子に呼ばれて席を外す。

（里見さんは高階の専属秘書みたい）

　まなほはそう思うだけだった。

「中村課長、里見さんですが、どんな業務研修をしているのか教えてもらえますか？」

　まなほは紀一が席を外した瞬間、中村に訊ねた。

「主にグループ秘書の手伝いをしてもらっていますが」

「高階の専属秘書みたいですね」

「彼女は高階君の言うことしかきいてくれないようで」

「秘書課の育成については中村課長の方針に従ってやって頂ければ問題ないと思います。ところでこちらの方ですが、名前に見覚えが無いので」

「こちらの方は来年度、副社長に就任されるそうです。今まで一族経営だったこちらの会社も後継者不足で、優秀な経営者を外部から引き抜いたようですよ」

「挨拶はしておくべきですね。経歴とかわかる範囲で調べてもらえますか？」

　まなほは紀一よりも中村に頼ってしまうことが多かった。

　昼休憩にまなほは近くのカフェに向かった。偶然、営業部の時の先輩に会い、一緒に食事をしていたが、同じカフェに紀一と加奈子、それから秘書課の人が二人ほど一緒に食事をしているのを見つけた。紀一の隣に座った加奈子はまるで彼女のように、彼の腕に触れて笑いあって食事をしているように見える。紀一は背中を向けていて、表情は見えなかった。

　午後、まなほは紀一と一緒に重役会議に出席した。この会議でもパーティーの話がメインで、ほかにも新しい契約が締結されたことの報告などがあった。

　定期的な会議はいつも通り進行し、最後にはまなほの結婚はいつ頃を考えているのかという話で締めくくられる。

「お相手が見つかりましたら、報告させていただきます」

　まなほはいつも通りの言葉でその話を終わらせるだけだった。

「社長、ちょっといいか」

　会長である父親に会議後に呼び止められ、まなほは会長室に向かった。紀一が同席する必要はなく、彼は秘書課に戻ることになった。

「見合いの件だが」

　会長が苦い顔をしながら、言葉を切り出した。

「断ってくださる約束ですよね」

　まなほは目を伏せながら、強めの口調で切り返した。

「そのつもりだったし、先方もわかっていたことだったらしいが……」

「どういうことですか？」

「先方のご両親とは縁談を進めるための見合いではなく、今回のプロジェクトを今後も発展させるための顔合わせ程度に考えていたのだが……その、言いにくいが康雄君がまなほのことを気に入ったらしく」

「どういうことですか？」

「もう少し話がしたいと申し込まれたんだ。せめてあと一度か二度、デートさせてほしいと」

「そんな暇はありません」

　まなほはきっぱりと断った。

「そう言うと思った。そこで、ただのデートではなく、このプロジェクトの話をするというのならと言っておいた」

「あの方が真面目にプロジェクトのリーダーを務めるとは思えないのですが」

「仕事の話だ。康雄君と二人きりで話す必要はない。まなほが必要だと思うのなら、今後のスケジュール調整も含め、高階君を同伴させなさい」

「仕事というのなら、お会いしないわけにはいきませんね。ですが、仕事以外のお話をするつもりはありません」

　まなほははっきりと言い切ると、会長室を出てきた。

　社長室に戻る途中にある秘書課から偶然、紀一が出てきた。彼のすぐ後ろには加奈子がいて、まなほの顔を見ても挨拶する様子もない。

「社長、お疲れ様です。会長とお話はお済みですか？」

「終わったわ。社長室に戻るところよ」

「すぐに書類をお持ちしますので、社長室でお待ちください」

　まなほは頷き、そのまま社長室に入った。

「なんであの子にあんな態度を取られなければいけないのかしら？」

　まなほに対する加奈子の態度は日々悪くなってきている。

「最近では廊下ですれ違っても挨拶してこないわ。注意させないと」

　まなほはそう考え、紀一に伝えようと思ったが、考えを改めた。

「高階、中村課長を呼んできて。あ、ついでに扉の向こうであなたを待ち伏せている彼女も一緒にね」

　紀一が社長室に入ってきてすぐにまなほはそう命じた。

「かしこまりました」

　紀一の顔はわずかだが強張っていた。

（高階は何かあるって感じたわね。どうしようかしらね？）

　冷静なまなほは普段であれば、このような態度を取ることはない。ただ、見合いがうまく断れず、引き続き会わなければならない苛立ちが募っていたのだろう。

「失礼します」

　三人が社長室に揃うと、まなほは低い声で話し始めた。

「中村課長、ご報告です。本日、里見さんと廊下と会った際、一度も挨拶をしてこなかったわ。秘書としてあるまじき行為、いえ、挨拶もできない社員は我が社に必要ありません。さて、この件に関して誰に責任を取ってもらえばいいのでしょう？」

「挨拶をしなかった本人でよろしいのではないでしょうか」

　中村がそう答え、まなほは頷いた。

「里見さん、あなたが責任を取るべきと考えます。挨拶のできない社会人、常識的だとは思えません」

　まなほは冷ややかにそう言った。紀一も中村も反論する様子はなく、加奈子は紀一のジャケットの裾を強く引っ張った。

「申し訳ありませんでした。ただわざと挨拶をしなかったのではなく……」

　加奈子が蒼褪めて言い訳を始めた。彼女にとってはちょっとした嫌がらせのつもりだったのだろう。まだ学生気分が抜けず、その延長線上にやってしまったことだとまなほも理解はしている。

　しかし、謝罪しなければならない場面で瞳を潤ませ、紀一のジャケットを掴んで彼の陰に隠れようとしている。まるで紀一に庇ってもらおうとしているかのようだ。今までそうやって許しを請うことをしてきたのかもしれないが、まなほはその態度が許せないと思った。

「それから里見さん、高階の二人に訊きたいことがあるわ。ここ数日、あなたたちがお付き合いされているという噂を耳にしました。高階の部屋に里見さんが足繁く通い、夕食を作って泊まっているという噂も」

　まなほが淡々と言葉にすると、加奈子が口を開いた。

「社内恋愛禁止だとは聞いていません」

「えぇ、社内恋愛は禁止していないわ。中村課長、秘書課のルールを説明しましたか？」

「秘書課配属初日に全員に説明してあります」

　中村がきっぱりと答え、まなほは頷いた。

「高階、あなたの住む場所は社員寮です」

「はい、理解しています」

　紀一が毅然と答え、まなほは冷ややかに言葉を続けた。

「社員寮に異性を宿泊させた者は、どうなるのか知っているわよね？」

「退寮処分です」

　紀一がそう言い、まなほは頷いた。

「秘書課内での恋愛は禁止、社員寮に異性を連れ込んで退寮。高階、この件が事実であれば、あなたを社長秘書から解任します。それから里見さん、あなたは秘書課内での恋愛禁止違反、男性社員寮に泊まった件で秘書課からの異動、自宅謹慎期間を二週間とさせて頂きます。もちろん、それが事実であればの話ですが」

「社長、この場合、私の言葉も真実として受け取ってもらえるのでしょうか」

　高階がそう言い、まなほは息を吐いた。

「双方の話を聞き、矛盾が無いことを願っているわ」

　まなほの言葉を聞いた紀一はゆっくりと口を開いた。

「私は現在、誰ともお付き合いしているつもりはありません。ましてや自分の部屋に女性を入れたこともありません」

「高階はそう言っているけど、里見さんから事実を言ってもらえますか？」

　まなほは冷ややかに加奈子を見つめた。

「わ、私は……」

「里見さん、ここで事実と異なることを証言すると、あなただけでなく高階君にも処罰が下されることになりますよ。最悪、里見さんは解雇です」

　中村の声は事務的だったため、加奈子には効果があったようだ。

「わ、私も高階先輩とお付き合いしているわけではありません。ただ憧れているだけで……それに家に行ったこともありません」

　加奈子は震える声でそう言い、まなほは首を傾げた。

「それは妙ね。あなたが昨夜は高階の家に泊まったと自慢していたと聞いたわ」

「お、お言葉ですが、高階先輩がお付き合いしているのは社長ですよね」

　加奈子がキッと睨み付け、まなほに詰め寄った。

「付き合っていないわ。もし、私と彼が付き合っていたとして、その上であなたとも付き合っているなんてことがあったら、高階……解雇になるわね」

「そんな根も葉もない噂話で解雇されるなんて、心外です」

　紀一が肩を竦め、まなほは頷いた。

「そうね。今回はあなたたちの言葉を信用します。今後、このような噂が流れるなどあってはいけないと肝に銘じてください。それから里見さん。挨拶は社会人の基本です。挨拶できない、しないということはあってはなりません。反省文の提出を求めます」

　まなほはそう言い、三人には社長室から出るように命じた。

　一度、社長室を出て行った紀一は、すぐに戻ってきた。まなほにコーヒーを差し出し、彼女はそれを受け取った。

「社長、里見さんがもし嘘をついたらどうするつもりだったんですか？」

「高階と付き合っていると言い張るってこと？」

「えぇ、こういう場合は弱者の言い分が通ると聞いたことがありますが」

「そうね。彼女が嘘をついたら、彼女の前では処分を言い渡すことになっていたかもしれないわ」

「私は巻き込まれて社長秘書を解任されるってことですか」

「でも、彼女はあなたが不利になるようなことは言わないと思うわよ」

　まなほはそう言いながら、紀一をジッと見ていた。

「今回は正直に話してもらえてよかったと思っていますよ。それより、急に入ったアポイントメントがあります。こちらの方が社長の見合い相手ですよね？」

「えぇ、そうよ。今後は商談相手として会うことになるわ。高階も同席してちょうだい」

「私も同席すべきことですか？」

「仕事以外の話をするつもりはないわ。彼の父親は息子をプロジェクトのリーダーにして、できる限り家の仕事を手伝わせようとしている。彼はおそらく御子柴という後ろ盾が欲しいんだと思うの。美容コンサルタントとして独立するためのスポンサーとしてね」

「スポンサー目当てというのなら、別に結婚しなくてもいいのでは？　家業をスポンサーに付けたほうが得だと思いますし」

　紀一の言葉にまなほは小さく頷いた。

「最初、私もそう思ったわ。でも他社のコスメも使いたいと考えていたら？　家業をスポンサーにしたら少なくとも家業の贔屓をしなければならない。もちろん、世界的にも有名な化粧品会社だけど、いろんなものを紹介したいとか、いろんな会社の化粧品を使いたいと思ったら、スポンサーに縛られたくないんじゃない？　あなたを同伴させるのは会長からも言われていることなの」

　まなほにそう言われ、紀一は納得したようだ。

「ええ、そういうことなら会長の意図もわかります。では今週の新しいスケジュールがこちらです」

　紀一からデータで予定表を貰い、まなほはそれを確認するだけだった。

「高階、このアポイントメントだけど、会長も同席するか確認しておいて」

「かしこまりました。ほかに何かありますか？」

「特にないわ。この企画案だけど、発案者と話がしたい」

「かしこまりました」

　まなほはなるべく社員と寄り添った経営を目指したいと考えている。社員の考えを吸収し、幅広い視野を持つことを目指しているのだ。

　経営者としてまなほは日々学ぶことが多く、充実していると感じていた。

　それから二日ほどが経ち、まなほと紀一は康雄に会うべく友利の本社にやってきた。明るい光が注ぐロビーは三階部分まで吹き抜けになっており、広々とした空間が演出されている。受付の女性たちはにこやかに迎えてくれて、すぐに会議室に案内された。

　会議室はさほど広いわけではなく、三人で話す分にはちょうどいいスペースだ。コーヒーが三人分用意されると同時に、康雄が入ってきた。

　康雄はまなほの頭のてっぺんから爪先までをじっくりと値踏みするように見つめ、大きく頷いた。

「本日は暑い中ご足労頂き、ありがとうございます。先日お会いした時も思いましたが、御子柴社長は本当に美しい」

　康雄の視線はまなほの胸のあたりに留まり、それからゆっくりと彼女の顔を見つめていた。男性からの視線に嫌悪感を抱くことは稀にあるが、まなほにとって康雄の視線は気持ち悪いものだった。

「ありがとうございます。お世辞でも嬉しく思います。こちらは秘書の高階です。今後、プロジェクトのアポイントメントは彼が管理します。今回の話し合いも高階の方で要点をまとめさせていただきますのでよろしくお願いします」

　まなほは嫌悪感を一切見せずに、紀一が今後も同席するのが通例だと言わんばかりに説明した。

　コンセプトについて話し合い、康雄の希望を聞き出すところで今回は時間が来てしまった。

「そうだ、もしよろしければ……昨年の夏に私が期間限定でプロデュースしたカフェの資料をお渡ししますが」

「こちらのカフェの資料ならすでに頂いております。とても大盛況だったと聞いております」

　まなほは帰り支度をしながら、康雄に答えた。

「次回は最近オープンしたレストランで雰囲気はもちろん、メニューも私が求めているカフェのコンセプトに近いと思っている場所なんですが、視察も兼ねてこちらで話し合いませんか？」

　彼が見せてきたのは、湾岸沿いのショッピングモールの中にできたレストランのパンフレットだ。まなほはパンフレットを受け取り、レストランの紹介を見る。

「こちらのレストランですか？」

「えぇ、御子柴社長にはぜひ見て感じていただきたいと思っています。その上でよりよいカフェを作りたいと考えています」

　康雄がそう言い、まなほは少しだけ考えた。

「友利部長、先にこちらのコンセプトをもう少し整理していただきたいと思います。食材、メニューなどのコスト面も考えなければならないですし、何をメインにするのかそれを決めてから参考になる店を見つけた方が良いかと思います」

「わかりました。次回までに考えておきます」

　康雄はそう言い、まなほはすぐにその場を後にした。友利の本社ビルを出て、まなほは紀一と歩いて近くの駐車場に向かった。運転手とそこで待ち合わせている。

　車に乗り込むまで、康雄が二人の後ろを歩いて付いてきた。二人は康雄に見送られ、彼の姿が見えなくなるまで一言も口を開かなかった。

「社長、友利部長が先ほど言っていたレストランですが」

　紀一がゆっくりと口を開き、まなほは頷いた。

「御子柴の系列店ではないわね。コンセプトだけ調べておいて」

「かしこまりました。約束の時間よりも少し早く着きそうですが、次の打ち合わせ場所にはこのまま向かいますか？」

「えぇ、近くで時間を潰すわ。高階、次のアポイントメントも同席して頂戴」

「かしこまりました」

「ねぇ、高階。友利部長のことだけど、あなたの第一印象はどんな感じ？」

「見た目は女性受けすると思います。メディアで活躍されるのもわかります。ただ仕事の話に関しては、プロジェクトのまとめ方など慣れていない印象です」

「私もそう思ったわ。仮に彼が独立をして、自分を売り込んで仕事をするということになったら、影響力のあるスポンサーが必要だと思う」

　まなほはそう言いながら、康雄の視線を思い出した。舐めまわすように何度も全身をくまなく見られ、時折口の端が緩んだように笑う姿が薄気味悪い。

　ぶるっと震えたまなほに、紀一はすぐ気付いたようだ。

「エアコンが強すぎますか？　温度を上げましょうか」

「違うわ。男性の視線で時々、気分の悪いものがあるけど……今回は生理的に受け付けなかったわ」

「なるべく私も同席するようにします」

　紀一はそう言い、まなほはその言葉が心強いと感じた。

　二人が次に向かったのは、御子柴ホールディングスが経営の一端を担っている調理師学校だ。ここでは栄養士の育成も行っており、まなほは栄養士の講師に用事があった。

　美容に良い食事メニューを考案するときは、専門知識のある栄養士を紹介してもらうことにしている。その栄養士にメニューの考案を頼み、コンセプト上コストを安くするためにこの学校の卒業生からシェフを選ぼうと考えている。適任者の選出をお願いし、次の商談に向けての準備を進めていた。

　一度、本社に戻ってまなほは書類業務を終わらせる。

「高階、終わったわよ」

「社長、お疲れのところ申し訳ありません。こちらパーティーの食事メニューですが、目を通していただけますか？」

　紀一に言われたまなほは最後の仕事に取り掛かる。

「立食形式のパーティーだから、食品ロスも考えて品数も量も少し減らしていいと思う」

　まなほはそう言い、紀一はゆっくりと頷いた。

「会長の方にも確認を取ります。それではお疲れ様でした」

「高階は帰らないの？」

「一緒に帰りますよ。少しだけ待っていてください」

　まなほは頷き、帰り支度をして待つことにした。

　まなほの携帯がブルッと振動し、メッセージが入ったのを知らせる。

『そろそろ退社時間だよね？　できれば、これから少し会えないかな』

　康雄からのメッセージに、まなほはなぜか怖いと感じた。

『婚約者としても親睦を深めたい』

　続けて入った康雄からのメッセージに、まなほは返事をどうすべきか悩んだ。

（婚約者？　お父様が勝手に婚約を承諾しているの？　そんなことはありえないわね。彼が勝手に婚約者だと思い込んでいるとか？）

　まなほはぞくりと背筋が冷たくなった。

「失礼します。社長、どうしたんですか？」

　紀一が慌てたように近付き、まなほの顔を覗き込む。

「何かありましたか？」

「あの、ね……」

　言葉では説明できず、まなほはメッセージを紀一に見せた。

「えっ？　婚約……？」

「婚約なんて……した覚えはないのっ！」

　まなほが切羽詰まったように紀一のジャケットを掴んだ。次の瞬間、彼がふわりとまなほの身体を包み込んだ。

「だから見合いなんてさせたくなかったんだよ。絶対にお前に惚れる男がいるってわかっているのに」

「高階？」

「別に御子柴が悪いわけじゃない。俺がいても牽制にならなかったのが悔しいだけ」

「どういう意味？」

　まなほが顔をあげた瞬間、彼の唇が自分の唇に落ちてきた。優しく触れた唇は一瞬で、少しだけ離れて角度を変えた後、彼女の口腔内に強引に入ってきた彼の舌によって蹂躙されていく。少し強引に押し入ってきた彼の舌が、まなほの舌を捉えて絡められる。上顎を刺激され、下の歯の裏側を舐められたまなほはそのキスから逃れようとした。それなのに、紀一の力は強くて彼女の足の力が抜けてしまうまで、キスをやめてくれなかった。








第三章　社長の気持ち









　かくんと膝が折れたまなほを紀一が軽々と抱き上げた。

「あの、高階……」

「家に戻ろう。会社でする話じゃない」

　彼の言葉にまなほは頷いた。

「顔を洗って来るから、ソファで少し待っていて」

　そう言い、まなほをソファに座らせてくれた。

　紀一が社長室を出て行ってから、まなほはそっと自分の唇に触れた。まだジンジンと痺れているような感覚が残っている。柔らかくて熱を帯びた紀一の唇は、重なった瞬間にビリッと電気が走ったような気がした。最初は強引に抑えつけるように唇を押し当てられたのに、舌を絡ませているうちに少しずつ優しさともどかしさを感じさせられた。

「ごめん、お待たせ。行こうか」

　紀一はいつの間にか普段通りの喋り方に戻っていて、まなほはハッとした。

「高階、ここは会社よ」

「すみません。気を付けます」

　すぐに言葉遣いを改め、まなほのすぐ後ろを歩く紀一に彼女はわずかな壁を感じた。その壁は彼との距離を思わせ、寂しさを募らせる。

（ここは会社だもの。これがいつもの距離なのに）

　すぐに振り返って、彼の手を取って歩きたい衝動に駆られる。廊下を歩くうちに何度も振り返りそうになるまなほは、必死に足を動かした。

　エレベーターで二人きりになると、もう一度抱きしめられることがないか期待してしまう。紀一に触れられたいという想いが、まなほの中に生まれ始めた。

　紀一に対して、いや、そうではない。まなほは今までこんな気持ちを誰かに抱いたことがなかった。もっと触れたい、近付きたい、そんな衝動的な感情が自分の中に渦巻き、まなほ自身を惑わせる。

　二人は車の中で一言も話さなかった。

「御子柴、コンビニに行ってくるから、何か食べたいものはない？　その間にシャワー浴びてくれば？」

　まなほの部屋に着いて紀一にそう問われ、まなほは少しだけ考えたけれど、紀一の唇にばかり気を取られて、食べたいものが何も思い浮かばない。

「特に思いつかない。軽いものでいいかな」

「わかった」

　紀一に言われ、まなほは小さく頷いた。玄関で紀一と離れ、まなほはそのままバスルームに向かった。

　シャワーを浴びればスッキリすると思ったのに、心の中は重く沈んだままだ。

（なんでキスしてきたのか、わからない）

　会社で話すことではない、その言葉の意味を考えると緊張してしまう。こんなに緊張したのは社長就任の辞令を受けた時以来だ。

（高階……キスした理由はいったい何？）

　期待と不安が入り混じる中、まなほはいつもよりも時間をかけてシャワーを浴びた。

　リビングに戻ってきたまなほは、まだ紀一が戻ってきていないことに疑問を抱いた。メールのチェックを携帯でしようと、手に取ったまなほは画面を見て息をのんだ。

（な……に、これ……）

　康雄からのメッセージが十件以上入っていた。

『今日は遅くなりそうなんだね。仕事、お疲れ様』

『デートは次回にしよう。婚約者である僕からの誘いを断るわけないもんね』

『そろそろ仕事は終わったかな？　電話してもいいかい？』

「電話、かかってきたら困るっ！」

　まなほは慌てて電源を切った。会社のメールはパソコンでも確認ができる。まなほはパソコンの電源を入れ、気を紛らわせようとメールチェックをしながら紀一を待つことにした。
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　紀一は一度、まなほから離れて頭を冷やそうと思った。だからこそ、コンビニに行ってくると告げた。

（御子柴にどう言えば、キスの説明がつく？　いや、いっそのこと好きだと言ってしまったほうがいいのか）

　悩みながらロビーを抜けた紀一は、マンション前に見慣れない高級車が停まっているのに気付いた。運転席の窓が開き、紀一は驚いた。

「やぁ、高階君。いつも彼女を送ってくれてありがとう。明日から、僕が送ることにするよ。君と話したいこともあるから、君の家に送ってあげたいんだが」

　康雄が優しそうな笑みを作りながら、そう言ってきた。彼の目が笑っていないことに気付いた紀一は、表情一つ変えずに質問を返した。

「お疲れ様です、友利様。どうしてこんなところに？」

「彼女が帰ってくるのを待っていたんだよ。僕に気付かずに部屋に行ってしまったようだが」

「私に話とは何でしょうか？　まだ仕事がありますのでここでご用件をうかがってもよろしいですか？」

「あぁ、そうだったんだね。いつも僕の婚約者を守ってくれて助かるよ。君のおかげで彼女に虫がつかなくて済む。君も知っている通り、彼女はまだ固い蕾だ。そこから綺麗な……いや美しい大輪の花を咲かせてあげられるのは僕だけだからね。今夜は失礼するよ。明日からは彼女の退社時間を僕にも教えて欲しい」

　康雄はそう言い、すぐに車を走らせた。紀一は頭を義務的に下げて、彼を見送った。

「あいつ、ここまで尾けてきたってことか。婚約者だとか、思い込みが強くてヤバい奴じゃないだろうな」

　紀一はすぐにコンビニに入った。パスタやサラダを買い、ふらっと一周店内を巡った時にコンドームの箱が目に入った。普段、出番のないそれを紀一は常備しているわけでもない。

　今夜必要というわけではないが、久しぶりに紀一はそれを手に取った。先ほどの康雄の言葉が引っ掛かっている。

（御子柴が男を知らないことを知っているのか。だとしたら花を咲かせるって言うのは、あいつが……御子柴をオンナにするって？　冗談じゃない。あんな奴に御子柴を渡すために守って来たんじゃない）

　まなほの気持ちが自分に向くように傍にいたつもりだった。紀一の中で焦りが渦巻いていた。

　マンションに戻った紀一はまず、自分の部屋に向かった。少しでも冷静さを保とうとシャワーを軽く浴び、Ｔシャツとデニムパンツに着替える。コンドームの箱から三枚ほどを切り取り、財布に忍ばせたあとで、まなほの部屋に向かった。

　インターフォンを鳴らすと、すぐに玄関のドアが開いた。そのまま、まなほが自分の胸に飛び込んできた。

「ちょ、ちょっと、どうした？」

　紀一はまなほの部屋に入りながら、彼女を抱きしめる。

（うわ、ノーブラ！　しかもなんでこんなに震えているんだ？）

　まなほがしがみついてくるから仕方ないとしても、この無防備さは紀一にとって理性が保てるかどうかギリギリのラインだ。

「御子柴、どうした？」

「ご、ごめん。あのね、怖くて」

「何が？」

「友利様のことだけど」

　まなほから康雄の名前を聞き、紀一はゆっくりと息を吐きながら言葉にした。

「御子柴、友利様ならマンションの前にいたぞ」

「ウ、ウソッ？」

「おそらく会社から俺たちの乗った車を追いかけてきたんだと思う。でも、下にいたことを知らないのに、何が怖いんだ？」

「どうしても連絡をしなければならない件があって、電源を入れたら……」

　まなほが震える手で携帯に送られてきたメッセージを紀一に見せる。

「玄関で話すことじゃないから。飯、食える？」

　まなほを抱えるようにしながら、紀一はリビングに向かった。いつもなら携帯でメールチェックをするまなほだが、この日はノートパソコンがローテーブルに置かれていた。

「まず、座って。パソコン、保存してある？」

「閉じるだけなら大丈夫」

　明るいリビングの下で見るまなほの顔は真っ青だった。

「水、飲んで」

　ちょうど買ってきたペットボトルの水をまなほに渡すと、彼女の手は震えていてキャップを開けることもできない。紀一がキャップを開けて、手を添えてやってようやく一口水を飲んでくれたようだ。

「携帯かして」

　紀一に渡されたのは、会社用の携帯だ。そこに今も連続で入ってくるメッセージがあった。

「……ストーカーなのか」

　紀一がボソッと呟いたことで、まなほがビクッと震えた。彼の腕をギュッと抱きしめ、涙目になっている。

「対策は考える。このメッセージを拒否しても、違う番号でやられたら同じだしな……」

「どうしたらいいの？」

「御子柴はどうしたいんだ？」

　紀一はまなほの顔をジッと見つめた。

「し、仕事だから……」

「うん、わかった。婚約の件やこういった執拗な誘いに関しては会長に相談して、会長の方からうまく断ってもらう方がいい」

「でも、仕事を理由にしてきているのよっ！」

「えっ？」

「これ、見て。来週の金曜日、パーティーがあるの。エスコートするって」

「コラボの宣伝のためか。これも会長の判断を仰ぐしかないな」

　紀一はゆっくりと彼女の頭を撫でる。

（アイツを諦めさせるいい方法があるよ。俺と付き合えばいい、なんて言えないし……弱っている御子柴にそんな提案できない）

「まずは会長に相談しよう。御子柴、ほかに仕事は残っているのか？」

「あ、一件電話しなければならなくて」

「うん、電話して。その間にご飯温めておくから」

　まなほが携帯を手にし、ゆっくりと呼吸を整える。あっという間に彼女の顔つきは仕事用になった。

　ソファで電話しているまなほからそっと離れ、紀一はキッチンに入った。電子レンジで弁当を二つ分温め、缶ビールを二つとグラスを用意した。

「電話、終わった？」

「終わったわ。明日の会議で議題にしなきゃダメなようね」

「例のレストラン？」

　紀一が訊ねると、まなほは小さく頷いた。資材の高騰と人件費の高騰が相まって、当初の予算とは大幅にずれてきている。

「とりあえず、ビールと弁当」

「ありがとう」

　二人は特に話をすることもなく、食事を終わらせた。その間もまなほの携帯は短い振動を繰り返し、メッセージが入ったことを伝える。

「御子柴、返信しなよ。この携帯は会社用なので仕事以外の用件では返事をするつもりはありませんって」

「わかった」

　まなほは少し落ち着いたのか、すぐにメッセージに返事を送った。直後、またメッセージが届いた。

『そうだね。会社の携帯でデートの約束はしたらダメだよね。君のプライベートの番号を教えてくれないか』

　そんなメッセージを読み、紀一はゆっくりと息を吐いた。

「プライベートでお会いするつもりはありませんって送れば？」

「そうする」

　その間に紀一はまなほのパソコンを借りて康雄について今までよりも詳しく調べることにした。

（友利康雄、動画サイトの再生回数がコスメ動画で三位以内か。スポンサー料もそこそこ入っているだろうな。それに会社の部長職、金に不自由はしていないはず。メディアにも出ているし、もっと掘り下げて女性遍歴を探っておけばよかった。ストーカー疑惑とか今までにもありそうだよな）

　康雄の交際歴を探っていると、ネットニュースに頻繁に彼の名前が出ていることに気付いた。

（女優、タレント、アナウンサー……それからモデルね。可愛いというよりも綺麗と評判の女性とスクープされていることが多いな。噂になった時には必ず、主要なパーティーでエスコートしている。コスメ、ファッション系のパーティー出席率が高いのは、仕事上だろうなぁ。随分、派手な女性関係だな。御子柴の容姿に惹かれたって感じだろうか）

　もちろん、まなほの容姿だけではなく、彼女が大企業の社長ということも含めれば康雄が手に入れたくなる理由もわからなくはない。

（っていうか、そんな理由で御子柴を好きだとか言われても困るけどな）

　紀一は憤慨しそうになったが、急に自分のＴシャツを引っ張られた。

「どうした？　御子柴」

「全然、やめてくれないの。どうしたらいいの？」

「えっ？　どういうこと？」

　プライベートで会うつもりがないと送った直後、康雄は婚約者を邪険に扱うのかと怒り、デートする日を決めろと迫ってきた。

『君がもっと輝けるようにサポートできるのは僕だけだって早く気付いてくれ』

　そんな文面が目に入り、紀一は唸った。

「明日、朝一番に会長と相談するから。俺が携帯、預かろうか？」

　まなほが力なく首を横に振り、紀一も深く息を吐いた。

「御子柴、顔色が悪いぞ」

「だって怖い。たった一度、見合い……しかもお互いの親の顔を立てるために会っただけなのに」

「ナルシストで思い込みが激しいのかもしれないな。それに友利様は御子柴の外見を相当気に入っているんだと思う。好みのタイプというか」

「どうしてそんなことがわかるのよ？」

「……これ、今まで友利様と噂になった女性たち。どことなく御子柴とタイプが似ている。その上、御子柴は大企業の社長だ。お前と結婚すればスポンサーとしても申し分ないし、今まで以上に他企業からもスポンサーを集めやすくなるだろう」

「でも、断っているのに」

「今まで自分の誘いを断られたことがないんだろ。ほら、メッセージで送ってきているじゃん。婚約者の誘いを断らないよなって」

「婚約者じゃないし」

「わかっているよ。なぁ、嫌だったら言って」

　紀一は震えるまなほが堪らなくなり、彼女を抱きしめた。

（しまった！　ノーブラだったんだ）

　彼女がしがみつき、紀一はこんなにまなほを怖がらせる康雄に対して憤っていた。それ以上に、まなほの頭の中は康雄のことでいっぱいになっていると思うと、それさえも許せない。

「御子柴、俺も男だって……意識して」

　不意にそんな言葉が口を衝いて出てしまった。不思議そうに顔をあげたまなほが口を開いた瞬間に、紀一は唇を奪った。

「んっ……あっ……」

　先ほどと違い、まなほがすんなりと紀一の舌を受け入れた。もどかしくなった紀一はまなほを自分の膝の上に乗せる。

「高階、どうして？」

「御子柴、俺の首に腕を回して」

　紀一はもう一度、唇を重ねる。

　彼女の唇は柔らかく、紀一は啄むようなキスを繰り返しながら、彼女の反応を見ていた。柔らかい下唇を優しく食みながら、舌を伸ばして彼女の口腔内へと侵入した。先ほどと同様に彼女は抵抗せずに受け入れてくれた。舌を絡めようとすれば逃げられてしまうが、まなほの口の中をあますことなく舌で刺激する。

「はぁっ……」

　唇を僅かに離すと、彼女は息を切らせて胸の中に顔を埋めてきた。

「どうして……」

「本当にわからない？」

「だって今まで」

　彼女が言いかけたと同時に、紀一はまなほの服の上から胸に触れた。

「ひゃぁぁっ……！」

　まなほが驚いて紀一を突き飛ばそうとした反動で、彼の膝の上から落ちそうになる。紀一がしっかりと彼女の背中を支え、耳元で囁いた。

「暴れたら、落ちちゃうだろ。ねぇ、御子柴……自分でＴシャツをめくってくれないかな」

「で、できない」

　上擦った声でまなほが否定する。彼女は耳まで赤く染まり、紀一はその耳朶を優しく食んだ。

「俺だって男だって言っただろ。抱きたい」

「た、高階ッ？」

「俺が誰とでもこんなことをすると思う？　今までにそんな噂、あった？」

　紀一は畳みかけるように質問し、まなほが戸惑っているのに気付いた。

（急かしすぎてもダメだな。今夜はここまでにしないと）

　理性が働くが、身体は言うことをきかない。Ｔシャツの上から彼女の胸に触れ、その膨らみを優しく揉みながら先端の蕾を指先で弾いていた。

　乳首が固く尖り始め、その存在がくっきりとわかる。

「御子柴、触ったらダメ？」

「だ、だめっ」

「わかった。今、御子柴の頭の中って俺でいっぱいだろ？　そのまま寝て」

　ベッドまで抱き上げて運んだ紀一は、まなほにもう一度キスをした。

「俺、誰とでもこういうことするわけじゃないから。よく考えて」

「どうしてこんなことをするのか、理由を教えてくれないの？」

　泣きそうな声でまなほに言われ、紀一の理性が揺らぎそうになる。

「ベッドでそうやって言われたら、襲いたくなるんだけど」

「今までこんなことなかったのに」

　まなほの言葉に紀一はゆっくりと頷いた。

「今までとは状況が変わってきたからな。御子柴、明日の朝はいつもより三十分早いから」

「わかっているわ」

「リビング、片付けてそのまま帰るから」

　まなほが小さく頷いたのを見て、紀一は最後に彼女の額に唇を落とした。

「おやすみ、ゆっくり休めよ」

「高階も」

　まなほのベッドルームから出た紀一は、リビングを片付けながら少しだけ笑みを浮かべた。

（今夜、御子柴は俺の行動に疑問を抱いて、ずっと俺のことを考えているはずだ。あの男のことなんて頭の片隅にも残っていない）

　そんなことを考える自分が卑怯だと思いつつ、結局はっきりと自分の気持ちを言葉にしなかった勇気のなさに自嘲してしまう。

　紀一にとってまなほへの告白は怖くて仕方ない。今までのようにまなほと話せなくなるくらいなら、自分の気持ちを告げなくてもいいと思っている。彼女の気持ちが自分にしっかり向いたことを確認できたら、告白する勇気も持てるというのに。

（俺ってこんなに憶病だったっけ？　御子柴のことになると卑怯さも出るんだな）

　そう思うほど、紀一はまなほのことでいっぱいだった。




　翌日、紀一はまなほを迎えに行って一緒に出社した。まなほは社長室で会議の準備があり、紀一は会長が出社しているのを確認してから会長室へと向かった。

「おはよう、高階君。こんな朝早くから話とはいったい何があったんだね？」

「おはようございます、会長。友利様のことでいくつか会長の判断を仰ぎたいと思いまして」

「友利様？　何かあったようだな。話を聞かせてもらおうか」

　会長がそう言ってくれたのもあり、紀一は昨夜起きたことをすべて話した。

「ストーカーということか」

「それに近いことをされていることは間違いありません。社長は怖がっていますし、勝手に婚約者だと言い張る態度も気になります。それに取引先のパーティーで社長をエスコートしたいと。エスコートを許してしまえば、必然と恋人だとか婚約者だという噂になることも計算の上だと思われます。社長は今まで秘書や会長以外の男性にエスコートされたことがないので」

「取引先のパーティーか。エスコートは当初の予定通り君に頼もうと思ったが、そのパーティーは社長の代わりに私が出席しよう。その代わり、私の視察を君たちで行ってもらえるか」

「わかりました。予定を調整します」

「高階君、君は友利様のことをどう分析したんだね？」

　どうせ昨夜遅くまで、康雄のことを調べたのだろうと言われているようで、紀一は薄く笑った。

「それなりの地位と名声のある友利様は今まで女性に声を掛けて、断られたことがないのでしょう」

「その自信からまなほが断るわけがないと」

「えぇ、何よりも品定めをするように社長を見ていたのが気になります」

「……重要なのはまなほの気持ちだが」

「彼を選ぶことはありませんね」

「もう少しだけ商談はまなほに任せる。プライベートに介入するようなら、君が阻止してくれて構わない」

「かしこまりました」

　紀一は頭を下げて会長室を後にした。すぐに社長室に向かい、まなほに予定が変わったことを告げる。

「わかったわ。友利様の予定だけど、まずはこちらから提示できるプランを確定してから、打ち合わせしたいと伝えてもらえる？　その打ち合わせの時に友利様の企画書も用意しておいて欲しいと。次回の打ち合わせは当社の会議室で。担当の者も同席すると伝えて」

「かしこまりました。社長、そろそろ会議のお時間です」

　紀一は注意深くまなほの様子を窺った。いつもとかわらないまなほの様子に、少しだけ肩を落としてしまう。もっと意識させるにはどうしたらいいのか、紀一は考えていた。
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　会議のある日は、いつも三十分ほど早く出社する。まなほは会議資料をもう一度読みこむための時間に充てていた。それでもこの日はなかなか仕事に集中できず、何度も資料を読み返すことになった。

　朝、紀一に会った時は動揺していた。まっすぐに紀一の顔を見られず、まなほはずっと俯いていた。社長室に入るまで、まなほは朝の挨拶以外の言葉を交わすことができなかった。何か言いたいのに、言葉が喉の奥に張り付いてうまく話せない。

（高階はいつも通りなのに……私が公私混同してどうするのよ）

　自分自身を叱咤しながら、どうにか平常心を保とうとしていた。

「会長が出社されたようなので、話をしてきます」

　紀一の言葉に頷きながら、まなほは彼の手を見ていた。思っていたよりも紀一の手は大きく、背中に当てられたその手は熱を持っていて骨ばっていたことを思い出す。ただ視界に入っていた時とは違い、彼の手は力強く感じた。

（ダメね、仕事しなきゃ）

　つい紀一のことを見てしまう。特に彼の唇が視界に入ると、触れた時を思い出して身体の奥の方が熱くなりそうになる。

　午前中の会議で、まなほはようやくいつも通りになった。今回は議題が多く、白熱した議論が繰り広げられていた。そのため、予定の時間よりも三十分もオーバーし、その後の予定を急いでこなしていかなければならなかった。幸い、まなほは外出の予定が無く、社内で書類業務を終わらせるだけだった。

　紀一が近付くたびに、まなほの心臓がとくんと跳ね上がるといういつもと違う心の動きに戸惑いながら。

「社長、本日からできる限り、一緒に帰ろうと思うのですが」

「そうね。そうしてくれると助かるわ」

　どうにか事務的な言葉を繰り返すのが精一杯だった。もともと幼い頃から表情に感情が出ない訓練はしてきている。それでもいつも通りのポーカーフェイスが作れているのか、まなほは不安だった。

「友利様との次回打ち合わせですが、三日後に予定が決まりました。それから会長が例の取引先のパーティーに出席されるとのことですので」

「会長がパーティーに？」

「えぇ、その代わりに視察に出て欲しいとのことです」

「どこの視察？」

「北海道のホテルです。私も同行させていただきます」

　まなほは小さく頷いた。

「北海道のホテルに関する資料を用意して。会長からの指示は他にないか確認をしておいて」

「かしこまりました」

　仕事の話をしている時、いつも通り紀一は敬語で距離を空けている。昨夜のように密着することはないのに、その手に触れたくなる。

　退社後、まなほは紀一と一緒に車でマンションに戻ってきた。そのままいつもならまなほの部屋に寄るはずなのに、玄関前で紀一は踵を返した。

「高階、これから出かけるの？」

「出かけるっていうか……友利様がまた下に来ていないか確認してくる。今日もいて俺が御子柴を送ったのに、降りてこないと変だと思われるだろう？」

「そ、そうね。もし、友利様が下にいたらどうするの？」

「軽く挨拶して、適当に時間を潰すけど。御子柴、何か欲しいものがあったら買って来るよ」

　紀一の言葉にまなほは小さく首を横に振った。

「あまり危険なことはしないでね」

　その一言を言うだけでまなほは紀一を見送った。

　紀一の予想通り、この日も康雄の車が近くに停まっていたらしい。まなほはその報告をメールで貰っただけだ。まなほの携帯は康雄からの電話もメッセージも届かない設定にされている。仕事の用件であれば、紀一の携帯に連絡するように伝えてあった。




　康雄との打ち合わせの日がやってきた。この日は御子柴ホールディングスの会議室で、まなほと紀一、それから企画部から数名と栄養士が揃った。

「まずコンセプトの説明をさせていただきます」

　会議が始まってすぐに康雄が口を開いた。彼の理想とされる美容に良いとされる食材を使ったレストラン、そのレストランのレストルームには化粧直しの必需品として試供品を常備させるといったものだ。その試供品の使用感、感想などを指定のハッシュタグを使ってＳＮＳで発信してもらうと、クーポン券が届くという流れになっている。

　そのコンセプトを元に企画が練られ、栄養士からのアドバイスが入る。まなほはその様子を見て、ゆっくりと口を開いた。

「形はできているようですね。ではこのまま話し合いを続けてもらえますか。そして企画書を提出していただければ、こちらで確認をさせて頂きます」

　まなほはそう言い、立ち上がった。

「えっ？　御子柴社長は同席されないのですか？」

　康雄の驚いた声に、まなほは頷いた。

「はい、ここから先は友利様の方と我が社の企画部、ほかにも運営部や営業部などと話していただき、おおまかな形を作って頂きます。それに伴うコストなど予算面での判断をしつつ、最終的な判断をさせて頂くつもりです」

「わかりました。引き続き、よろしくお願いします」

　おとなしく引き下がった康雄にまなほは少しだけホッとしていた。

　会議室から社長室に戻る廊下で、まなほは加奈子とすれ違った。

「お疲れ様です」

　まなほは加奈子の姿に少し驚いたが、挨拶を返した。

「お疲れ様」

　まなほが挨拶をしている最中に、加奈子は紀一の腕を取った。

「高階先輩、お願いしていた件はどうなりましたか？」

　加奈子の言葉は意味深で、まなほは二人の会話を耳に入れないように社長室へと戻った。

（挨拶はするようになったけど……高階にべったりくっつくのは変わらないってことね）

　加奈子と高階のことを引き離したいという気持ちがよぎり、まなほは息をのんだ。今までそんなことを思ったことがない。紀一が誰と付き合おうと、気にしたこともなかった。

（でも里見さんとだけは嫌だわ）

　加奈子と紀一が付き合うのだけは、どうしても嫌で阻止したいと考えてしまう。

　ノックが響いてまなほはビクッと肩を震わせた。社長室に入ってすぐ、立ち止まって考え込んでいてまなほは慌ててデスクに向かった。

「失礼します。社長、どうかしましたか？」

「いいえ、ちょっと考え事をしていただけよ。高階、この書類を企画部に。それからこれを総務に届けて欲しいの」

「かしこまりました。友利様から確認事項として、社長のパーティードレスの色を訊かれましたが」

「会長は当日、私の都合が合わなくなったから代わりに出席するってことになっているから……そうね、紺色のドレスとでも答えておいて。必要ならそこのクローゼットに入っているドレスの写真を添付するといいわ」

「かしこまりました。それからこちらが北海道のホテルの資料です」

「ありがとう。里見さん、久しぶりに見たわ」

「今まで秘書課内で反省文を書かせていました。それと基本的な挨拶やマナーを再度学ぶために別室で研修していたようですよ。今日からは現場に復帰という形のようで」

「高階が面倒を見るの？」

「いいえ、ほかにも優秀な秘書がたくさんいますので……もちろん、サポートすることもあります」

「それは里見さんに限らず、でしょ？」

「えぇ、その通りです。ただ彼女以外の後輩たちは、私の仕事を理解してくれているので他の先輩たちを頼るようですが」

　紀一にジッと見られ、まなほは視線を逸らすためにパソコンを立ち上げた。そんなまなほの背後にそっと移動した紀一は、彼女の耳元で囁いた。

「御子柴、まさかと思うけど……俺と里見の間に何かあるなんて勘違いしていないよな？　それとも勘違いしてヤキモチでもやいているの？」

「ひゃっ……耳元、やだぁ」

　つい変な声を出してしまったまなほだが、慌てて耳を塞いで彼から離れる。コホンと小さく咳払いをして、表情を取り繕った。

「高階、勤務中の態度じゃないわ。それに私には関係ないもの。あなたが誰と付き合おうと」

「少しは気にしてほしいですね。キスを交わした仲なんだから」

　紀一がゆっくりと近付いてきて、まなほは少し後ろに下がった。それよりも先に腕を掴まれ、彼の胸に抱きしめられる。背骨をつーっと指でなぞられるとゾクゾクしてつい顔をあげてしまった。それを待っていたかのように紀一の顔がまなほの上に影を作った。

　唇が重なりそうになった瞬間、社長室の扉がノックされ、まなほはビクッとした。ノックされてすぐにその扉は開かれた。まなほはグイッと紀一の腕の中に戻され、彼がゆっくりと言葉にした。

「社長、大丈夫ですか？　立ち眩みのようだとは思いますが」

「高階、大丈夫よ」

　二人が抱き合っているように見えるその行為をうまく利用して、紀一が言い訳を作ってくれた。

「えっ、社長が倒れたんですか？」

　驚いた声を発したのは加奈子だ。まなほは背中に冷たい汗が流れるのを感じた。

（どうしてあの子はこのタイミングで入ってくるの？　まさか……廊下でずっと中の様子を窺っていたの？）

　それはあり得ないとまなほは考え直した。

　社長室の扉は分厚く、多少誰かが声を張り上げたとしても外に聞こえるはずはない。

「社長、失礼します」

　紀一がそう言ったと同時にまなほを横抱きに抱えた。

「ソファで横になりますか？　少しなら仮眠する時間を取れますが」

「いいえ、大丈夫よ。高階、下ろしてちょうだい」

「ソファでゆっくりしてください。今後も激務が続きますので」

　まなほをソファに下ろした紀一は、ゆっくりと加奈子の方を向いた。

「里見さん、何度注意してもわからないようですね。社長室だけでなく、個室に入る時はノックをして中にいる人の許しを得てからドアを開けると言ったはずです」

「す、すみません」

「それにあなたがこの部屋に入ってくるような用件を持っているとは思えませんが」

　紀一が冷ややかに言葉を続け、加奈子は震えあがった。

（高階のこの声、怖いわよねぇ……これで怒っている振りなんだから、厄介な人）

　まなほはそんなことを思いながら、ポーカーフェイスを作って静かな声で吐き出した。

「高階、ちょっと落ち着いて。里見さん、どのようなご用件かしら？」

「は、はい。社長に反省文を持ってきました。それから高階先輩、会長が呼んでいます」

「反省文を預かるわ」

「かしこまりました」

　まなほは加奈子から反省文を受け取り、二人が退室するのを目で送るだけだ。

（反省文ね。まさか本当に出してくるとは……んっ？　これはどういうこと？）

　まなほは加奈子が提出してきた数枚の反省文を見て、目を丸くした。

　最初数行だけ、反省している旨と謝罪が書いてある。

『いくら社長であっても尊敬できない方を敬い、挨拶を強要されるとは思わなかった』

『自分が高階先輩を独占したいがために、私を陥れたくせに』

　反省文は途中からまなほへの敵意が綴られていた。

「あの子はそういうタイプってことね。簡単に解雇というわけにはいかないから面倒なのよね。しばらくは放っておこうかしら」

　まなほはそう考えていたが、その数十分後にはその考えを改めざるを得なかった。

「社長、会長がお呼びです」

　社長室の内線が鳴り、会長秘書の岡本から呼び出された。まなほはゆっくりと立ち上がり、社長室を出るしかなかった。

（さっき高階が呼ばれたのよね。その後に私が呼ばれるということは、北海道出張の件かしら？）

　まなほが会長室に行くと、そこには紀一のほかに秘書課課長の中村と加奈子がいた。

「お呼びでしょうか、会長」

「社長も同席した方が良いと思ってね。そこにいる里見君の件だが」

　まなほは加奈子がここにいる時点で、彼女のことを何か問われることは予測していた。

「里見さんですか」

　まなほはゆっくりとソファに腰を下ろし、手を静かに膝の上に置いた。

「社長から反省文を書くように強要されたと、彼女から申告があった。そして再度研修を受ける必要があるとして、現場から隔離された別室でマナー講習を受けさせられたと言っているが」

「先ほど、彼女から反省文を受け取りました。会長にも反省文の内容を読んでいただきたいと考えます。研修を受けることになったのは、社会人としてのマナーや常識が欠如していると判断されたからでしょう」

　まなほは紀一に社長室のデスクにある加奈子の反省文を取ってくるように告げた。紀一がすぐにその反省文を取ってきて、会長に手渡した。

　一瞬、顔色を変えた加奈子だが、それでも平静を装おうとしているようだ。

「高階、会長からの用件は何だったの？」

　まなほは会長が反省文を呼んでいる間に、すぐ傍にいる紀一に小さい声で尋ねた。

「会長からの用件を聞く前に、里見さんが付いてきて社長の判断には問題があるということを訴えたので」

「そう……」

　会長が目を上げ、まなほは会長の顔を見ていた。

「これは、反省文とは言えない。里見君、君は尊敬できない社長のいる会社になぜ、働き続けているんだね？　秘書課にとって社長や会長、重役というのは上司に当たる。上司を敬えないのであれば、ここにいる必要はない。依願退職すべきではないだろうか」

　会長がゆっくりと穏やかにそう言った。

「会社というのはみんなで作っていくものだ。そしてその方向性や進むべき道を上司が示していくべきだと思っている。そこに付いて行くという気持ちがないのであれば、この会社で君が成長することはないと思う」

　会長はそう言い、ゆっくりと加奈子を見ていた。

「君には選ぶ権利がある。嫌な上司と向き合って仕事をしていくのか、それとも別の会社で新たな人生を歩むのか」

　会長の声は諭すように優しいが、まなほと紀一は知っていた。これは温和な会長が怒りを抑え込んでいる時の声音だった。その証拠に会長の目は細められているが、その奥の黒目は鋭く光っている。

（里見さんが気付くとは思えないけどね。表面上の言葉でしか受け取らないだろうし）

　まなほはそう思いつつも、様子を見ることにした。

「それは解雇勧告ですか、会長。私の意見も聞かず、勝手なことを言うのは会長であっても許されることだとは思いません」

「その通りだね。だが、君の意見はこの反省文に書かれている内容と同じじゃないのかね？」

　会長の言葉に加奈子がグッと言葉をのみこんだのがわかった。

「会長、こちらにも目を通していただけませんか？」

　中村が言葉を挟み、タブレットを会長に渡した。

「これは……秘書課内でやっているとは聞いていたが」

　会長が感心した声を出し、まなほは内容が気になった。

「はい、毎月秘書課では課内評価というのをそれぞれが出します。秘書課全員の名前が書かれており、その人の短所や長所、見習いたい点などを書いてもらっています」

「課内評価をもとに、課長が面談して給与査定しているのだったな」

　会長が頷き、指をスライドさせて目を通している。

「人の良いところや悪いところを見つけるというのが目的ではなく、どういう人柄なのか分析できる目を養うのが目的です。それを見て頂くとわかるように、ベテランの秘書たちの的確な表現や教え方のコツなど、読ませていただくこちらの方が勉強になります」

　中村の言葉に会長は大きく頷いた。

「中でも高階君に対するほかの秘書からの信頼は厚く、社長に頼られる存在というのも頷けるのではないかと思います。それに対し、里見さんは高階君以外の人を評価していない、また彼女に対しての評価もいいものが一つもありません。秘書課はチームワークです。チーム内を乱すような人材は必要ないと言えます」

　中村は淡々と言葉にした。

「確かにそうだな。里見君は別に秘書課じゃなくてもいいという評価しか見えないね。では中村課長、里見君の秘書としていいところは何か答えて欲しい」

「吸収力は誰よりも高いと思います。それにおそらく独学で学んでいるところもあるかと。優秀ではありますが、コミュニケーションを取れないので評価が下がっていると感じております。高階君にだけ頼ればいいと思っているようですが、彼は里見さんの専属トレーナーというわけではないので」

　中村がゆっくりと答え、会長は頷いた。

「優秀というのならその本領を見せてもらいたい。里見君は一ヶ月間、秘書課でコミュニケーションを取り、チームワークを学ぶ。その間に本当にこの会社にいたいのか、よく考えて欲しい。さて、時間を随分と使ってしまったようだ。高階君と社長以外は退室してくれ」

　会長が人払いをし、まなほは加奈子にじろりと睨まれたが、何の反応もしなかった。

「高階君は厄介な人に惚れられたものだ。まぁ、君に好意があるというのなら目を瞑るが」

「恋愛感情は湧きませんよ、あのタイプには」

　紀一がそう言い、まなほは少しだけホッとした。

「高階君を呼び出したのは、友利の……康雄君だったな。彼のことについてだ。まなほも聞いておくといい」

　会長が仕切り直し、まなほはゆっくりと頷いた。

「先ほど、友利社長から連絡があった。あちらのご両親もこの見合いについて進展させるつもりはなかったのだが、どうやら康雄君は婚約者としてまなほを見ているらしい」

「どうしてそんなことになったのでしょうか」

　まなほは溜息をつきながら、言葉にした。

「あの場で見合いだと言われるまで、康雄君は商談の席だと思っていたらしい。見合いと訊き、まなほを見て結婚を意識したと言っている。もちろん、見合いをしたのだから結婚前提で当然だろうと」

「それは会長がどうにかしてくださいね。これ以上、付き纏われることがないように」

「わかっている。先方のご両親には今回の見合いは無かったことにしてもらった。こちらから丁重に断りを入れた形にしたが」

「そう簡単には諦めてもらえないでしょうね。見合いがダメなら恋愛にでも発展させようと考えるんじゃありませんか？」

　紀一が口を挟むと、会長は難しい顔をして頷いた。

「どうやら思い込みが激しいようでね、しばらくは迷惑をかけるかもしれないと」

「わかりました。本人に諦めてもらうしかないってことでしょ。私は相手にするつもりはありません」

　まなほはそう言い、立ち上がった。

「仕事が残っていますので、失礼します」

　まなほが退室し、紀一もすぐに後ろをついてきた。

　廊下に出ると、加奈子が腕を組んで待ち伏せていた。

「私に謝ってくれませんか？」

　突然、加奈子にそう言われ、まなほは何も言うことはなかった。

「社長がどうして里見さんに謝らなきゃならない？」

「高階先輩までその人の味方をするんですか？」

「廊下で騒がない。常識でしょ。私はあなたに謝罪するつもりはないわ。私のことが嫌なら、秘書課からの異動願いを出すか、退職すればいいじゃない。そのほうがいいんじゃない？　高階と付き合っているって言っても、処分されないでしょ」

「社長、私と彼女が付き合っているなんて決めつけないでください」

「急ぐから先に行くわ。二人でゆっくり話してくればいいわ」

「社長、私も一緒に行きます」

　加奈子を無視して二人は社長室に入った。

「厄払いに行ってこようかしら？」

「私も同じことを考えました」

　紀一も同調し、まなほは苦笑した。

「落ち着いたら、一緒に行きましょう、高階」

「えぇ、神社の予約も取りますよ」

　翌日から、廊下で加奈子の姿を見かけなくなった。

「真面目に仕事をしていますよ」

「真面目にとは？」

　まなほが訊き返し、紀一は真顔のまま答えてくれた。

「中村課長から仕事がちゃんとできることをアピールする方がいいって、助言されたらしいです。今日から中村課長の補佐ということで、仕事をしながら覚えていくみたいですよ」

「そう、秘書としてやる気が出ているのならそれでいいと思うわ」

「それからパーティーの件ですが、友利様が社長の準備をすべて任せてほしいと」

「こちらですでに手配済みですので、お構いなくと伝えてちょうだい」

　まなほはげんなりとした。康雄はよほどまなほと接点を持ちたいらしい。まずは目前に迫ったパーティーでまなほをエスコートし、その後でデートにでもこぎつけようというのだろう。

　紀一にパーティーの件で何度も連絡が来るのだが、まなほはすべて断っていた。もっともまなほも紀一もそのパーティーに出席することはないのだが。

「出張の日は、午前中本社よね？　荷物は出勤前に車のトランクに入れておいて」

「はい、かしこまりました」

「それから北海道のホテルの件だけど、会長から何か言われているかしら？」

「いいえ、二人で視察に行って欲しいとしか、言われていません」

「そう、それなら定期視察ね。課題はいくつかあるわよ」

　まなほはそう言い、二人は次の仕事に取り掛かった。




　北海道視察当日の午前中、まなほと紀一は営業部の社内コンペの様子を見守っていた。十一時を回ってすぐ、まなほと紀一はコンペの途中だったが、退席した。

　社長室で身支度を整えると、二人は急いで会社のエントランスに向かう。

「あ、まなほちゃん」

　会社を出てすぐにまなほは誰かに呼ばれた。聞きなれない声で名前を呼ばれることは滅多にない。

　声の方に目だけを動かしたまなほは、康雄の姿を確認した。康雄はエントランスのドアを出てすぐのところで待ち構えていた。

「高階、急いで」

　まなほは少し大きな声で紀一を急かした。

「はい」

　二人は慌ただしく車に乗り込み、すぐに出発した。

「社長、無視して大丈夫ですか？」

「無視、したんじゃないわ。急なトラブルで急いでいるところ、声を掛けられた。でも答えている余裕はないだけよ」

「追いかけてきていますよ」

　紀一の言葉にまなほはふぅっと息を吐いた。

「会長に報告を入れて。メールで構わないわ。これで会長もいいわけが成り立ちやすくなったんじゃない？」

「まぁ、そうですね。では頼んでもいませんが、見送って頂きましょうか」

「えぇ、飛行機に乗ったら追いかけてこないでしょ」

　まなほはそう言い、出張の期間は康雄の傍から離れられることにホッとしていた。

　空港までの道は混んでいて、予定よりも時間が少し遅くなってしまった。二人はギリギリのチェックインになったが、どうにか目的の飛行に乗れた。

「なんであの人は会社の前で待っていたんだ？」

「パーティーに行く予定だったら、今日のスケジュールはどうなっていたかわかるわよね？」

「あの時間には会社を出て、着替えやヘアメイク用に取ったホテルの部屋で準備。その際、軽食を用意しておく……ってことは」

「そう、そういうことよ。迎えに来たつもりなのよ。つまり私たちが何を言っても聞く耳を持たないってことね」

「いや、違うと思う。結局は自分の言うことをきいてくれると思っているんじゃないか」

　紀一がそう言い、二人は目を合わせるとふぅっと大きな溜息をついた。

「厄介な人に惚れられたんだな、御子柴は」

「高階ほどじゃないわ。高階は一人や二人じゃないようだし」

「何それ？」

「秘書課の里見さんを筆頭に社内であなた狙いの人が多いらしいわよ」

「……御子柴のその情報はどこから得ているんだ？」

「主に化粧室と、たまに行く社食よね」

　二人が雑談に花を咲かせているうちに、飛行機は新千歳空港に到着した。目的のホテルまでの移動はタクシーを使い、二人は社長と秘書という顔つきでホテルに到着した。

「お待ちしておりました。御子柴社長、今年の春から支配人を務めさせていただいております」

「お久しぶりです、飯尾支配人。こちらのホテルに異動でしたね。本日はよろしくお願いします」

　まなほは丁寧にあいさつを交わし、紀一と共に支配人室へと案内される。ホテルはちょうどチェックアウトが終わり、チェックインまでの準備時間である。客室係が客室を掃除し、新たな客を迎える準備にあたっているのだろう。ロビーは閑散としていて、まずは宿泊名簿のチェックをしようとまなほは考えていた。リピーターと新規客の割合を見ながら、宿泊客の客層の分析をするつもりだった。

　支配人室に入ってすぐ、まなほと紀一は今回の視察目的を聞かされることになった。

「今回、社長と秘書の方が一般モニターと一緒にこのイベントに参加されると伺ったのですが」

　支配人の飯尾にそう言われ、まなほははじめてその企画を目にした。

「カップルモニター」

　まなほが小声でその企画を読み上げ、紀一も隣でその企画書を目で追っているようだ。

「お二人にはカップルを装っていただき、この企画に参加していただきます。二泊三日のカップル企画でカップルが当ホテルに宿泊、そしてデートで楽しんでいただけるツアーを企画しております。参加の際、お二人には本物のカップルのようにして頂きたいのです。そして率直な感想を聞かせていただき、今後の課題にしたいと考えております」

　飯尾支配人の説明にまなほは言葉を詰まらせる。

（カップルが楽しめるかどうかってこと？　そもそもデートなんてしたことがないし）

　紀一と同じ部屋に泊まるのも抵抗がある。

（ちょっと待って……若い人向けのプランじゃないの。お父様はこれを知っていて、この視察を私たちに回したかったということよね？　タイミングよく友利様が出てきて……いや、もしかしたら見合い相手と行かせるつもりだった？）

　まなほはぐるぐると考え込んだが、ここで参加しないとは言い出しにくい。ちらりと紀一を見つめ、息を吐いた。

「かしこまりました。参加させていただき、課題やほかの参加者の率直な言葉を聞いておけばいいということですね？」

　まなほは確認するかのように言葉を紡ぎ、飯尾支配人が大きく頷くのを見ていた。

「参加者たちはもう一時間もすれば到着するでしょう。集合場所がこのロビーとなっています。社長と秘書の方はカジュアルな服装で一時間後にこのロビーにいらしてください。お部屋は先に用意してありますので」

　部屋に案内され、まなほと紀一は考え込んだ。二人は仕事だと思っていたのもあり、スーツを持ってきている。

「洋服、どうしようか。近くに売っている場所がないか、支配人に訊いてみてくれる？」

　まなほが紀一に頼み、紀一がすぐに訊いてくれたようだ。二人は貴重品だけを持ち、慌てて出かけた。駅前のファッションビルでそれぞれが二泊三日分の服を買い、ホテルに戻る。部屋で着替えると、すぐに集合時間になってしまった。

「恋人同士ってことで、手を繋いでおこうか。御子柴……いや、苗字で呼ぶのは変か。まなほって呼んでいい？」

「そうね、カップルということなら、お互いに名前を呼び捨てよね。紀一」

　まなほは紀一に名前で呼ばれ、ドキッとしたことを悟られないように自然と彼の名前を口にしたつもりだ。

（名前を呼ばれるよりも、高階を名前で呼ぶ方がドキドキする）

「じゃ、罰ゲームを決めようか。お互いに名前を呼ばなかったら、キスということでどう？」

　紀一にそう言われ、まなほは苦笑を浮かべつつも頷いた。彼のことを名前で呼ぶことは簡単だと思っていた。

　まなほは差し出された紀一の手をそっと取り、手を繋いでロビーに向かった。

「カップルイベントの皆様、まずはこちらにお集まりください」

　ツアー企画者が説明を始めるのだろう。二人は急ぎ足で集合した。

「皆様、イベントに参加くださり、ありがとうございます。まず、スケジュールのご案内をさせて頂きます。こちらのツアーイベントは二泊三日のプランとなっており、カップルで楽しめるツアーやグルメをご用意させていただいております。二人で楽しんでいただくためのイベントもありますので、二泊三日でより一層絆を深めて頂ければと思っております」

　二泊三日分のスケジュールとスタンプラリーの台紙が一組ごとに配られた。

「こちらのスタンプラリーはすべて埋める必要はありません。こちらの台紙を持ってお店に行くと、お店ごとのサービスが受けられます。今から夕食までの間、近くをカップルで散策してください。夕食は十九時ですので、十分前にまたこちらにお集まりください」

　カップルたちは荷物を預け、それぞれがホテルを出ていく。

「なぁ、どんなカップルがいい？」

　紀一に問われ、まなほは首を傾げた。

「どんなって言われても、わからないわよ」

「あの二人はまだ付き合い立てだと思うんだよ。お互いがちょっと遠慮していて、はしゃいでる感じが……まぁ、俺たちには似合わないけど」

「そうね。マンネリ脱却カップルって感じよね」

　まなほの言葉に紀一は噴き出した。

「あら、珍しい。そんな笑い方もするのね」

「いや、今のはずるいだろ。さて、俺たちも行くか。どこに行きたい？　まなほ」

「そうね、ここがいいわ」

　まなほが選んだのは、パンケーキが有名なカフェだ。

「パンケーキなんて都内でも食べられるのに」

「だからよ。どこでも食べられるものは、ほかのカップルが近付かないと思うの。先に作戦を立てないと」

　まなほはそう言い、紀一と一緒にカフェに入った。

「作戦ってどういうこと？」

　紀一の疑問にまなほは頷いた。

「まず、この出張は仕組まれたものよ」

　まなほは少しだけ楽しそうに声を潜める。

「俺もそれには気付いたよ。おそらく会長と岡本さんがグルだ。それで何がしたいんだ？」

「乗り気ね？」

「当然。仕組まれて踊らされるなんて、面白くないからな。まなほだって楽しそうだぞ」

「紀一こそ」

　まなほと紀一はパンケーキとコーヒーを頼み、もう一度声を潜める。

「簡単なことよ。完璧にミッションをクリアするの。みんなが想定していないほどの完璧なものでね」

「それだけか」

「どういう意味？」

「カップルのふりをしていたら、本当の恋人同士になって帰ってきた！　ってやつじゃないのか」

　がっかりしたような紀一にまなほはドキッとした。

「ねぇ、それ……本気で言っているの？」

「じゃ、俺が本気じゃないってどうして思うんだ？　好きでもない女とキスしたり、欲情したりすると思う？」

「……それがわからないから困っているの」

　二人の前にパンケーキとホットコーヒーが届けられる。まなほと紀一はパンケーキをシェアする。

「ここから先のデートコースは俺が決めていい？　そのかわり、本物の恋人になれるようにするけど」

「お手並み拝見させていただくわ」

　まなほは負けん気を強くして答えてみせる。

「あ、カップルがやっぱりいるな」

「そうね。ツアーの子たちみたいね」

　スタンプラリーの中にカフェは全部で六ケ所ある。

「ねぇ、何組のカップルがいたっけ？」

　まなほの言葉に紀一は答えてくれた。

「俺たちを入れて十五組、三十名って言っていたよ、確か」

「同じようなスタンプラリーのカードを持っている人がここの店に三組、ほかの十二組はどこに行ったんだろう？」

「ほら、ほかの人を気にしないで……食べたら、次に行くよ」

　紀一に急かされ、まなほはパンケーキを食べ終える。会計は紀一が済ませ、二人はスタンプを押してもらった。スタンプと一緒に渡されたのはお店のロゴが入ったカードだ。

「こういうカードがあれば、もう一度旅行に来たときにどこの店に行くか決められそうね」

「リピーターが目的だろうな。さて、次はこっち。まなほ、手を繋いで」

　紀一と手を繋ぎながら、観光地を巡る。

「修学旅行みたい」

　まなほがそう言い、紀一は肩を竦める。

「修学旅行ね。高校の時はイギリスだっただろう。まぁいいや、ここに入るよ」

　紀一が連れてきてくれたのは工房のようなところだ。

「オリジナルのブレスレットが作れる。お互いにプレゼントし合うのはどう？」

「あ、そういうの好き」

　まなほがそう言い、紀一は頷いた。二人は集中してブレスレット作りに取り掛かった。

（高階に合いそうな石か。パワーストーンは三つねぇ……）

　意味を店員に教えてもらいながら、まなほは石を三つ選んだ。それから繋ぐビーズの色を決め、テグスに通していく。最後に金具を付けて出来上がりだ。

「あとでプレゼントにするから、失くすなよ」

「うん。次はどこに行くの？」

　工房でもスタンプを押してもらい、店のカードを貰う。

「次はどこ？」

　まなほはワクワクしながら、紀一の手をギュッと握った。

　次の瞬間、紀一がまなほの手を強く引いて、小さな路地に入った。そこでまなほは紀一と唇が重なった。

「キスは違うと思う」

「恋人ならこういうことするよな」

「でも」

「こういうイベントも大切だろ」

　紀一に言われたまなほは、自分の指で唇を触った。軽く触れただけのキスでは物足りないと感じていた。

　ほかに二つほどスタンプラリーの店を回って、まなほと紀一はホテルに戻ってきた。何組か先に戻ってきていたが、少々険悪な雰囲気のカップルもいる。

　夕食の時間までに全員が揃い、レストランへと案内された。食事はシーフードメインのコース料理で、まなほも紀一も満足していた。

「このツアーっていくらくらいなのかしら？」

「モニターだって言っていたけどな。本格的にツアー化させるなら、このレストランの食事はちょっと高くつくよな」

「そう思うわ。採算度外視ってこともないとは思うけど」

　つい仕事の話になってしまう二人だが、さっきまで険悪な雰囲気だったカップルが楽しそうに話しているのを見ると、ホッとしていた。

「この後はバーにでも行く？」

「いいわね」

　食事が終わると、次の日の予定を確認してこの日は解散だった。二人は改めてバーで軽くグラスを重ねる。ツアーで来ているほかのカップルは一組も来ていなかった。

「さっさと部屋に入ってイチャイチャしたいんだろうな」

「そういうものなの？」

「そういうものだろ。早く二人きりになりたくない？」

　紀一の言葉にまなほは少しだけ戸惑った。恋人同士の感覚がどうしても理解できない。

「じゃ、紀一は二人きりになりたい？」

「部屋で二人きりになりたいけど、先にまなほの緊張を解かないとな」

「緊張？　紀一と二人きりで今更、緊張なんてしないわ」

　まなほがそう言うと、紀一の指が頬を撫でる。

「部屋で二人きりでもそう言える？」

　彼の目が細められ、まなほは目を逸らしてしまった。

「そんなこと言われても、よくわからないのよ」

　まなほは困惑していた。恋愛のことなど考えたこともなかった。憧れる経営者はいるが、それが恋愛的なものではないことはわかっている。

「まなほ、二人きりになろうか」

　紀一のその言葉にまなほはドキッと胸が高鳴った。勝手に心臓が早鐘のように打ち始め、頬が熱くなる。これが恋愛小説に出てくるときめきとかドキドキするという表現なのかもしれない。

　まなほは小さく頷き、彼と一緒にバーを後にした。エレベーターの中で二人きりになると、紀一がまなほを後ろから抱きしめる。

「紀一」

「うん、怖がるようなことはしないから」

　紀一の言葉にまなほは少しだけホッとした。

　ほかのツアーカップルとは違い、まなほと紀一の部屋はスイートルームだ。寝室は二つあり、シャワールームも二つある。

「カップルツアーと言っても俺たちはサクラだし、秘書と社長という関係もあるからダブルの部屋とかツインの部屋じゃないってことかな」

　紀一の言葉にまなほは首を横に振った。

「会長が予約していた部屋ってことだと思うけど」

「会長って岡本さんと同じ部屋で寝るんだ？」

「そうだと思うわ。岡本さんがきっと管理してくれると思うの」

「たとえば？」

「お酒の量とか朝食とか……おそらく着替えの用意まで」

「まなほのお母さんがすべてやってくれていることを岡本さんがするってことか」

「……おそらくね」

　まなほは苦笑を浮かべる。

　部屋に入ってすぐに二人は別々のシャワールームに入った。それからリビングでお互いの仕事の進捗を確認する。

「まなほ、ブラ付けて寝るの？　珍しいな」

「ど、どうしてわかるの？」

「男だから、すぐにわかるけど」

　まなほは目を伏せて恥じらいを隠した。

「なんでいつもみたいに、ブラを外さなかったの？」

　耳元で囁かれ、まなほは一瞬息を止めた。

（なんでこんなにドキドキさせられるの？）

　自分の心臓が壊れてしまったかのように早鐘を打ち始める。

「ホテルの部屋着って前がはだけちゃうのよ。だから……」

「仕事は終わったよな？」

「う、うん」

　紀一が立ち上がり、まなほはドキッとした。

　しかしまなほの期待とは違い、紀一はまなほをベッドルームに送ってくれただけだ。

「おやすみのキスはしてもいい？」

「え？」

　戸惑うまなほに紀一は彼女の額に唇を落とした。

「ゆっくり休んで。移動もあったし、歩き回って疲れただろう？　寝付くまで傍にいてもいい？」

　紀一の言葉にまなほは頷いた。彼の手がまなほの手を握り、それに安心してすぐに寝入ってしまった。
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　明け方、まなほは寝返りを打って目が覚めた。

（た、高階っ？）

　誰かが隣で寝ているのを確認し、それが紀一だった。彼は上半身が裸のようで、まなほは慌てて彼から離れた。

「起こしちゃった？」

　寝ぼけた声で紀一がまなほを抱きしめ、彼女はドキッとした。

「ご、ごめん。ベッド……間違えたみたい」

「いいよ、別に。今、何時？」

「よ、四時半くらい？」

「んー、もうちょっと寝る？」

　まなほは頷いたが、紀一の腕は緩むことがない。

「高階、自分のところに戻るから」

「なんで？」

「なんでって高階も休めないだろうし」

「んー、あと二時間くらいあるのか」

　まなほの言葉に返事をせず、紀一の手がゆっくりと動いた。

「高階っ？」

　彼女の胸の上で彼の手が止まり、首筋にぬるっとした感触がした。

「ひゃんっ……」

「あ、首も弱い？　耳も弱かったよな」

「高階……何？」

「んー、朝ってシたくなるんだよね。それに名前で呼ぶのはどうしたの？　キスしていいよな」

「ば、罰ゲームなのっ？」

　まなほが戸惑っていると、彼の手がゆっくりと胸の上で動き始めた。

「ブラ、邪魔だな……罰ゲームかどうか、感じてよ」

　彼は器用に服の上からブラジャーのホックを外し、するりと服の中に手を入れてきた。

「ちょ、ちょっと高階、イヤっ」

「じゃ、ちゃんと抵抗して……まなほ」

　布団の中で後ろからしっかりと抱きしめられているまなほは、抵抗できずにいた。

「ね、もうちょっと寝よう？　自分のベッドに戻るから」

「あと二時間くらいなら、一緒に寝よ……」

　紀一の手が少し緩み、まなほは上半身を起こした。そのタイミングで彼に腕を掴まれ、ぐるっと反転させられる。紀一に覆い被さるように倒れたまなほの唇が、彼に奪われた。部屋着の前が広げられ、紀一の大きな手がまなほの乳房を包み込んだ。弾力のある柔肉が彼の手で形を変えられていく。

「んふっ……やっ……」

「本当にイヤ？」

　紀一の声が鋭くなり、まなほはビクッとした。唇を離され、まなほが力を入れれば彼の上から動けそうだった。

　まなほが離れようとした瞬間、今度は紀一がまなほの上になった。

「夜中に男のベッドに入って、本当に何もないと思う？」

「ご、ごめんなさい」

「それとも俺だったら、何もしないとでも思った？」

「それは……信じていたから」

　まなほはそっと目を逸らした。彼の上半身は程よく筋肉が付いていて、均整の取れた体だった。薄暗い部屋の中でも目が慣れてきていたため、彼の上半身がしっかりと目に入る。その裸を直視できず、まなほは目を逸らしていた。

「信じていたから、ってずるい言葉だよな。俺が何もしないと思っているなら、ノーブラでいいんじゃないの？　それとも男だって意識して、ブラをしたのか。ちょっと弄っただけで、いやらしく乳首を勃たせているのに」

　彼は舌をチラつかせ、まなほの胸に舌を押し当てた。ふくよかな双丘を舌が這い、もう片方の胸は乳首を指で抓まれた。

「ひゃぁぁっ……抓んじゃイヤっ」

　まなほは身を仰け反らせ、肩を震わせる。次の瞬間、固くなった乳首を舌が捉えた。びりりっと電気が走ったような感覚にまなほは、身体を震わせる。ぴちゃぴちゃとわざと音を立てながら、舐められると何とも言えない不思議な感覚が押し寄せてきた。

「うー、ごめん。限界」

「えっ？」

　まなほはビクッと身体を震わせた。

「眠い……このまま、一緒に寝て」

　紀一が甘えたように言い、まなほの隣にごろんと横になった。

「抱きしめていい？」

　紀一はまなほの返事も聞かず、ギュッと抱きしめて眠っているようだ。高鳴っていた心臓が少しずつ落ち着きを取り戻し、まなほは紀一の寝顔を見ていた。

（びっくりしたけど、嫌悪感はなかったような）

　自分の気持ちに戸惑いながら、彼の寝顔に安心していた。いつの間にか、まなほも目を閉じて眠ってしまったようだ。

　しばらくしてまなほが目を覚ますと、隣に紀一はいなかった。ゆっくりと身体を起こし、乱れた服を整える。それから部屋を出ると、紀一が着替えを済ませてソファに座っているのを見つけた。

「おはよう、まなほ」

「おはよう……紀一」

　彼の顔を見るのが少し恥ずかしくて、まなほは俯いてしまった。

「嫌がることをして悪かった」

　まなほの傍に来て、紀一が優しく声を掛けてくれる。

「ううん、ベッドを間違えてごめんね。着替えてくるわ」

　まなほが素直に謝ると、紀一は笑みを浮かべてまなほの頬に唇を押し当てた。

「何？」

「明け方、名前で呼ばなかった罰。四回、高階って呼んで、キスは今ので二回目。つまりあと二回、俺はまなほにキスできるってことだろ？」

「でもっ！　あんなことしたんだから、その二回は無効よ」

「本当に嫌だった？」

　紀一にそう詰め寄られ、まなほは言葉が出なかった。

「無効でもいいよ。その代わり、ちゃんと恋人として振る舞えよ。これから朝食ビュッフェに行くから、準備してきて。その間にメールのチェックしておくから」

　紀一がそう言い、まなほは頷いた。

　まなほは先にシャワーを浴びに行った。鎖骨の下に赤い内出血の痕を見つけ、恥ずかしくなった。

（これってキスマーク？　いつの間に……？）

　考え出すと、キリがないことに気付いたまなほはさっさとバスルームを後にした。着替えを済ませ、軽い化粧をして出かける準備を終わらせる。

「お待たせ。急な案件はあった？」

「いや、急な案件ではないけど、厄介なことが起きているよ」

「厄介なこと？」

「朝食の時に話そうか」

　二人はエレベーターでレストランのある二階に下りた。数組のカップルを見つけ、昨日とは違うカップルの雰囲気にまなほは考え込んだ。

（あのカップルは少しよそよそしい雰囲気があったのに、今朝は寄り添っているわ）

　観察に忙しいまなほの傍らで、紀一が器用にも片手で二つの皿を持ってまなほが好きそうな食事をよそってくれている。

「まなほ、卵料理は何がいい？　オムレツ？　スクランブルエッグかそれとも目玉焼き？」

「スクランブルエッグ。あ、あとその隣にある厚切りベーコンも」

「はいはい。ゆで卵もあったけど」

「いらない」

「他には？」

「クロワッサンとヨーグルトは持ってきたわ」

「うん、じゃ、スープとサラダくらいかな」

　二人は皿を持ってテーブルに移動した。

「昨日とは雰囲気が違うカップルが三つも」

「まぁ、そういうものじゃないの？」

　紀一の素っ気ない答えに、まなほは首を傾げる。

「そんなに疑問を感じるものでもないだろ。昨夜、愛し合ったところと何かしらのトラブルで失敗したところってとこだろ。ちなみに俺たちは失敗したほうだね」

　まなほは言葉を詰まらせ、紀一を軽く睨みつけた。

「そんなに睨むなよ。まなほ、このオムレツも美味しいよ。少し食べる？」

「スクランブルエッグも美味しい。シェアしましょ。それより、厄介ごとの件だけど」

　まなほが声を潜めると、紀一は頷いた。

「厄介な件、一つは友利様だ。昨日のパーティーはうちにとっても友利様にとっても懇意にしておきたい取引先が主催だ。そこで会長は友利様とパーティー後に話をした。友利様からお互いに大人なので、二人で話し合って決めたいと言ってきたそうだ。つまり、今後は会長が介入しないように釘を刺してきたようなものだな」

「二人で会うのは嫌よ」

　まなほは厚切りベーコンをフォークでさすと、口に運んだ。

「それはちょっと対策を考える。さすがにずっと一緒に退社するのも難しいからな」

「そうね。二週間後の創業パーティーが終わるまで、別行動が増えるし」

「もう一つの厄介ごとが……里見の件だけど」

「……何かあったの？」

「社長秘書のサポート秘書という業務を希望している」

　まなほはギュッと口を結んだ。

「秘書課では新人秘書が夏の休暇明けから、希望した業務に一ヵ月ずつ研修で入ることになる」

「そうね、最終的にどの業務に配属するのかその研修後だと聞いているわ。それで紀一から見て彼女は自分のサポートを任せられる人材なの？」

　まなほの言葉に紀一は深い溜息をついた。

「研修ということなら一度やらせてみるというのが秘書課の方針だから」

「そういうことね。でも社長を尊敬できない人がどうしてサポート秘書なんて選ぶのかしら？」

　ちらりと紀一を見ながら、まなほは言葉にした。

「デザートとコーヒーを貰って来ようか、まなほ」

「お願いするわ」

　紀一が席を立ってから、まなほは頭の中で整理を始めた。

（里見さんはわかりやすいわね。どうしたって高階の傍にいたくて、彼のサポート秘書を選んだ……うん、でも高階のサポートをしたい秘書は他にもいるわよね。ほかの子たちの方が優秀だろうし）

　まなほにとってみれば、紀一のサポート秘書を諦めてもらういい機会だともいえる。紀一のサポートに相応しい優秀な秘書は加奈子以外だと誰の目から見てもわかりきったことだ。それでも納得できないと言われれば、加奈子と別の誰かを競わせればいい。まなほは加奈子に勝ち目がないと思っていた。

　そんなことを考えながら、まなほは紀一の姿を目で追っていることに気付いた。

「コーヒーはブラックにする？」

「うん、デザートは何を持ってきたの？」

「季節のフルーツゼリーを持ってきたけど」

「ありがとう。集合時間までまだ時間があるわよね？」

「そうだな。でも朝食ビュッフェに来たカップルは十組だけ。五組はまだ来ていないな」

　二人はデザートとコーヒーをゆっくりと堪能し、それから一度部屋に戻った。

「まなほ」

「なに？」

「友利様のことだけど」

「うん、会いたくないの。それにできれば接点も減らしたいから、コラボレーションのカフェも確認事項だけでいいかなぁと」

「それは俺が調整するから。そうじゃなくて、創業パーティーのエスコートをしたいってまた言ってくるんじゃないかと思って」

「そうね。その可能性はあるわよね」

　気落ちしたまなほは後ろから紀一に抱きしめられた。

「なんか、意外だわ」

「何が？」

「紀一が恋人とは触れ合いたいタイプだなんて思っていなかったから」

「まなほは、触れ合いたいと思わないの？」

「紀一に触られるのは平気だと思う」

「友利様と比べるのやめろよ」

「紀一は里見さんに腕を組まれるとかあるじゃない？　あれも平気なの？」

「平気じゃないけど、振り払っても絡んできて何度もやっていると時間が無駄になるから。それに俺のサポート秘書になって何ができるのか不安しかない。足手まといになるなら、すぐに課長に伝えるつもり。俺もまだ覚えなきゃならないことあるし、勉強中だから。サポートを育てる余裕なんてない。できれば俺のサポートには先輩の……」

　まなほは途中からクスクスと笑い出してしまい、どうやら紀一が気付いたようだ。くるんと身体を反転させられ、紀一と向き合った。

「情けない秘書でごめんな」

「そんなことはないわ。すごく助かっているもん」

　まなほが顔をあげると、紀一がそのまま唇を奪った。

「今のキスは何？」

「まなほが可愛かったからつい」

　紀一の言葉にまなほは目を丸くした。

「紀一ってそんなことを言うの？」

「信じなくてもいいけど、俺、こんなに口説いたり甘いこと言ったりしないから、普段」

　まなほは自分だけが特別なのだと言われているようで、嬉しくなった。

「で、話を戻すけど、しばらくはいろんな意味で気が抜けないってこと」

「少し気になったんだけど、社長秘書にサポート秘書がつくのは普通のことなの？」

「会長が社長だったときは、出張とかも多くて現地サポートの秘書と社内で調整する秘書が必要だったから、二人体制だった。現状だと会長の方が出張も多いけど、岡本さんが一人で予定の調整ができるから、会長秘書のサポートは必要ないと思う」

　まなほは頷きながら、紀一を見ていた。

「まなほ、この話の続きはあとにしよう。そろそろ集合時間だ」

　紀一に言われ、まなほは準備をして彼と一緒に集合場所のロビーに向かった。

　二日目のこの日は観光名所をバスで巡って、昼食は少し早めで海鮮メインの食事だ。それからドレスアップをして模擬挙式の参列、実際の披露宴で振る舞われる食事を堪能するというのがメインだ。

「まなほ、バス酔いは大丈夫？」

「うん、たぶん」

「一応、酔い止めはあるから、具合悪くなりそうだったら言って」

「今は大丈夫」

　まなほはそう言い、窓際に座らせてもらう。

（女性が窓側のカップルが多いのね。それに朝食に来なかったカップルは、みんな眠そう……それって夜遅くまでとか明け方までそういうことをしていたってことかな？　やだ、そんなこと考えるなんて）

　いつものまなほならそんなことを考えたこともなかった。明け方、紀一と触れ合ったことを思い出し、紀一の横顔すら見るのが照れくさい。

「まなほ、少し眠る？　寄りかかってもいいよ」

　俯いているまなほを甘やかすように、紀一が肩を抱いてくれる。

「どうした？　何か気になることでもある？」

　こそっと耳元で囁かれたまなほは、肩がビクッと震えてしまう。彼の胸に頭を押し当てられたまなほは、グイッと両手で突っぱねる。

「携帯、鳴っているわよ」

　紀一が息を吐き出し、胸ポケットから携帯を取り出す。そして画面をまなほに見せてくれた。

「里見さんからじゃないの」

「昨日から十分おきに電話が入っているんだよ。仕事してないのかなって思うだろ？」

「……急ぎの用件じゃないの？」

「もし急ぎの用件があるなら、中村課長から連絡が来るはずだから」

　それもそうだとまなほは思い直した。バスは出発し、バスガイドが案内を務めている。楽しそうに盛り上がっている他のカップルを見ながら、まなほと紀一は彼の仕事用携帯を見ていた。

「さぁ着きましたよ。集合時間は三十分後です」

　その言葉を聞き、まなほと紀一は最後にバスを降りた。

「貸してくれる？」

「電話を？」

「うん、私が出るわ」

「やめておけ。俺が出るから……」

　紀一がまなほの手をギュッと握り、通話ボタンを押した。

『お疲れ様です！　高階先輩、何度も連絡してすみません。実は』

「お疲れ様です。悪いけど、仕事中なので相談事なら中村課長にお願いします」

『いえ、そうじゃなくて、実はサポート秘書をさせて頂くことが決まったので、仕事内容の共有をお願いしたくて』

「人の話を聞いていますか？　仕事中なのでと言いましたよね？　忙しいので失礼します。サポートしてもらいたいことは今のところありません」

　紀一が義務的に電話を切り、まなほは目を丸くしていた。

「デート優先、ダメか？」

「仕事なんでしょ？」

　まなほは苦笑を浮かべながら答えた。

「仕事って言わないとデートしてくれないだろ？」

　紀一に切り返され、まなほはどう答えるべきかわからなくなった。

　観光名所めぐりは順調に進み、少し早めの昼食も終わった。女性たちが集められ、先に移動をする。彼女たちのドレスアップには時間がかかるため、ここから一時間半ほど別行動となっていた。
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　紀一はまなほを見送ってから、ゆっくりと息を吐いた。

（明け方、あのまま続けなくて正解だったな）

　眠いと言って彼女から離れたが、睡魔よりも性欲の方が勝っていた。股間は勃ちすぎて痛くなり、先端からは我慢しすぎて汁が出ていた。まなほがすぐに寝付いてくれたのを見て、紀一はバスルームに飛び込んだ。自分の手で慰めるのは日課になってきている。しかし、ここまでいっぱい出るのは久しぶりすぎて頭がくらくらした。

（今夜も我慢なんて、俺……無理そう）

　まなほが嫌がるなら我慢、そう決めていたが今すぐにでも彼女を手に入れたい。

（手を繋いだら握り返してくれるし、キスも咎められなくなってきたな……）

　少しは進展があるのだろうか、そんなことを悩みながら紀一は取り残された男性陣を観察し始めた。

　これから小高い丘の上にある結婚式場で、模擬結婚式が行われる。その近くのホテルで女性たちが準備をしているはずだ。男性たちはこの付近を自由に散策できる。

　しかし、男だけで散策というのもなかなかしないものである。なんとなくみんなで喫茶店に入り、お互いに自己紹介を始めた。

（名刺交換か。お互いの仕事でも利益が出るようにってことかぁ。俺の名刺、出せないよな）

　紀一は名刺を忘れたことにして、挨拶を交わす。男同士ということもあり、一杯だけという約束でアルコールを頼んだ。

　軽くグラスを重ね、それぞれの話が始まる。

「付き合ってどれくらい？」

　という話から始まり、昨夜の過ごし方を赤裸々に話している時だった。

　カランと喫茶店の入り口が開き、紀一はまなほの姿を見つけた。

「まなほ、準備していたんじゃないのか？」

　すぐに席を立った紀一は、まなほに歩み寄った。

「ごめん、すぐに戻らなきゃダメみたい」

　彼女は携帯を握りしめ、少し蒼褪めているようにも見える。二人はすぐに喫茶店を後にし、タクシーでホテルに戻ることになった。

「何があったんだ？」

「すぐに本社に戻るわ。説明は飛行機の中でするから。高階、一番早い便で戻れるように手配してもらってもいい？」

　まなほの口調はすっかり社長モードだ。紀一もまた背筋をピシッと伸ばすと、すぐに航空券の手配を始めた。

「早くて二時間後の便です」

　まなほが頷いた。ホテルに到着すると、紀一はすぐに部屋へと向かった。まなほの分も一緒に荷造りして、忘れ物がないか確認を済ませる。二人分の荷物を持ってフロントに戻ると、まなほがちょうど支配人と挨拶を終わらせるところだった。

「今回のイベントは継続できるように企画してください。後ほど、今回のイベントについての意見はメールをさせて頂きますので」

「お忙しい中、ご参加いただきありがとうございました。またお待ちしておりますので」

「えぇ、今度はゆっくりできるようにスケジュールを調整しますわ」

　まなほは挨拶を済ませ、空港へと急いだ。

　空港まではタクシーで、車中でまなほはタブレットを操作している。紀一はまなほの横顔を見ながら、考えていた。

（すぐに本社に戻る、それほどの急な案件があがったというのに、俺には連絡がない）

　まなほにだけ連絡があるというのは、会長から直接連絡があったと考えるべきだろう。

（仕事の件、もしくは家族に何かあったとか）

　可能性を考えてみるが、紀一は何も思いつかなかった。

　空港でも慌ただしくチェックインを済ませ、荷物を預ける。すぐに搭乗時刻になり、二人は飛行機に乗り込んだ。

「説明してください、社長」

「友利様に監視を付けたらしいのよ。昨夜からね」

「それは会長から話があったのですか？」

「えぇ、そうよ。会長としても説得できなかったのもあり、これ以上こちらの迷惑になるようだと困ると判断したから、監視を付けたと。もちろん、友利様のご家族には許可を得ているわ」

「簡単に言えば、ストーカー行為の立証をするためでしょう？」

　紀一が核心をつくと、彼女は静かに頷いた。

「その彼が北海道に来るという情報を得て、私たちが戻る。これでわかった？」

　まなほの言葉に紀一は深いため息を吐きながら、頷いた。

「つまり、あのイベント中に彼が乗り込んできたら、婚約者として自分が社長の恋人役を務めますと言い出しかねないですね」

「あのイベント、女性たちはすごく楽しんでいて水を差したくなかったのよ。それに成功すれば、各地域でイベントができるでしょう？」

「観光業の活性化、地方のレストランやホテルの売り上げも期待できますね」

「そうなの。私たちが北海道に行ったことは出発の時に気付いた可能性があるわよね。でも、北海道のどこにいるかまではわからないはず」

「誰かが友利様に居場所を伝えたということですか？」

　紀一は考えたくはないが、可能性としては一番高い考えを言葉にした。

「もしも私のスケジュールを他人に流した可能性があるとするなら、社外秘を喋る誰かがいるってことよね」

「それを突き止めるべく、本社に戻るんですか？」

　紀一の言葉にまなほは力なく頷いた。

「とりあえず、さっきの話の続きをしましょう。サポート秘書の話よ」

「サポート秘書というのは立場上、仕事がすごくできる人が務めるべくポジション、もしくは近いうちに引き継ぐための勉強の場だと考えています。私の場合、中村課長のサポート秘書を務めながら、社長秘書の役割や動き方を学ばせていただきました」

「一年目の秘書が希望する場所ではないと言うことね」

「えぇ、おそらくあと数年は秘書の配置も変わらないと思いますし……それにまだ里見さんがサポート秘書として着任するかどうかは決まっていないのに、サポート秘書として共有したいと言ってくること自体が妙というか」

「……それってあの子が一人で考えられることなのかしら？」

「私もそこに疑問を抱いています。誰かに入れ知恵されている可能性が高いと思います」

　まなほが頷くのを見て、紀一は自分の頭の中で整理し始める。

　飛行機が到着し、二人はタクシーで移動した。

　本社に到着すると、すぐに二人は最上階へと向かう。社長室に入るのではなく、それよりも奥にある会長室へと足を進めた。

（会長と話をするのか？　俺は先に中村課長と話がしたいんだけどな）

　紀一はそう思ったが、まなほに従うしかなかった。

「ただいま戻りました」

　まなほが挨拶をすると、会長が頷いた。

「先に視察の報告を聞こう。社長としてどう思った？」

　会長の問いにまなほは小さく頷き、立ったまま話し始めた。

「企画としては非常に面白いと感じました。ですが、婚活イベントのような結婚を意識させる企画は必要ないと思います。結婚式場での模擬見学などは省き、カップル同士の絆を深めるためのイベントを代替案として出していただければ」

「わかった。その件に関して、社長に任せてもいいか」

「企画部に提案をいたします」

　簡単な報告が終わるとすぐに誰かがやってきた。扉の傍にいた紀一は会長が頷くのを見て、扉を開けた。

「失礼します」

　入ってきたのは中村課長と加奈子だ。

「話し合いは終わったのか」

　会長がゆっくりと訊ね、中村課長は困った顔をしながら返事をした。

「概ね、こちらの言い分は伝えましたが、納得していただけない状況です」

　会長が何かを言い出す前に、まなほが先に口を開いた。

「どういう状況なのか、把握できていないので説明していただけませんか？」

　紀一もまなほと同じことを考えていた。静かに頷いた中村課長が、口を開いた。

「九月から秘書課では一年目の新人を希望の業務に就かせます。希望を募ったところ、大半の新人がグループ秘書での研修を望んでいます。ただ一人、里見さんを除いては。里見さんは今現在空席のサポート秘書として研修を希望されているのですが」

「サポート秘書が空席というのはどうしてですか？」

　まなほが質問し、中村課長が答えた。

「サポート秘書に値する優秀な秘書が、現在いないという理由です。またデジタル化が進み、コピーや雑用という時間のかかる仕事が減ったことに伴い、その業務の必要性が感じられなくなったと考えております」

「それではどうして里見さんがその業務を知っていて、希望されたのか教えていただきたいわ」

「秘書課の業務一覧に掲載されていたので、希望しました。私は高階先輩の下で働きたいんです」

　加奈子の言い分に紀一は苛立ちしかなかった。

「それは私の足を引っ張りたいと言うことですか、里見さん」

　苛立ちが募り、紀一はついそんな発言をしてしまった。

「そんなことは思っていません。高階先輩のお手伝いがしたくて」

「この件については課内で課長を中心に話し合っていただきたいと思います。サポート秘書という業務を廃止するのであれば、里見さんには別の業務を選んでいただくしかありません。ほかに希望の業務、もしくは彼女に向いている業務がないのか課長の方から話していただけますか？」

　まなほが紀一と加奈子のやり取りを阻止するかのように、淡々と意見を述べる。

（御子柴ってこういうところがドライなんだよなぁ。俺とアイツで話なんてするかよ）

　紀一がそう思っていることに気付く人はいないだろう。眉一つ動かすことなく、紀一は心の中で悪態をつく。

「それから先ほど、秘書課からメールが入りました。私の明日のスケジュールが急に変更になったようですが、中村課長が対応されたのですか？」

　まなほが急にタブレットを掲げて切り出した。

「社長のスケジュールの変更ですか？　そのような対応をした覚えはありませんが、すぐに調べます。明日はお休みの予定だったはずです」

　中村がそう言い、まなほは頷いた。

「中村課長、いくつか相談したいこともありますので、来週中に時間を頂けませんか？」

　まなほの言葉を聞きながら、紀一は胸のうちで舌打ちをしている気分だった。

（中村課長には素直に頼るんだよなぁ。俺が頼りないのもわかっているけど。あの二人って入り込めない不思議な関係があるような気がする）

「高階君、君には話がある。ほかは退室するように」

　会長がそう言い、紀一は一人その場に残された。ほかの人たちが全員退室してから、二人はソファに向かい合って座った。

「さて、君の首尾はどうなんだい？　お膳立てには気付いてくれただろうから」

「ご期待に添える結果は持ち合わせておりません。彼女にとってはあくまで仕事上の演技にすぎないようですから」

「早めに結果を出してほしい。君が無理なら、彼女には別の相手を」

「彼女の意思を無視して、ですか？」

　紀一の言葉に会長は静かに首を横に振った。

「彼女の気持ちを一番に考えている。だが、このままでは出会いがない。出会いを作るお膳立てくらいしてもかまわないだろう？」

「友利様の件もありますし、会長のお膳立てに彼女が喜ぶとは思えませんが」

　紀一はそう言い、会長が肩を竦めるのを見ていた。

「急ぐ理由は何ですか？」

　紀一は気になった一言を吐き出した。

「うん、重役の一人が動きを見せていて、まなほに近づけようとしている男がいる。彼は野心家でね。その野心は嫌いじゃない。だけど、行き過ぎるところがあるから心配しているんだ」

　会長からの言葉に紀一はただ頷くだけだった。

　社長室に戻ると、まなほは誰かと電話中だった。また後で来ると会釈をしてから、紀一は秘書課に戻った。

「高階君、社長のスケジュールなんだけど」

　中村に呼ばれ、紀一はすぐに傍に寄った。

「誰が改訂版を出したのか、課長はわかりますか？」

「里見さんだろうね。こちらの会社社長にアポを取ったのかどうかは定かじゃないが」

「アポとして入っているか、メールを確認してみます」

「一時間以内に社長にスケジュールをお渡しして、それが終わり次第帰っていいよ。出張お疲れ様」

「かしこまりました」

　紀一は自分のデスクでスケジュールの照らし合わせを始めた。

（ダメだ。該当のメールが見当たらない。この改訂版はすべて嘘か？）

　嘘かどうか判断しかねるというのが、現状だ。しかしながら、取引先に連絡して確認することはできない。会社の信用問題に関わるからだ。

（仕方ないな。アイツに訊くしかないのか）

　紀一は秘書課内を見渡したが、加奈子の姿が見当たらない。

「誰か、里見さんがどこにいるか知りませんか？」

　紀一はあまり大きくならない声で周りに声を掛けてみた。

「里見さんなら、今日は給湯室掃除の日だからそちらにいると思います」

　一人が答えてくれて、紀一は急いで給湯室に向かった。

「里見さん、いますか？」

「はい、どうしたんですか？　高階先輩」

「こちらに来ていただけますか？」

　紀一は自分のデスクに加奈子を呼び、タブレットを二台見せる。

「この改訂版スケジュールを作成したのはあなたですか？」

「はい、ちゃんとできていると思うのですが、何か間違いがありましたか？」

　加奈子の上目遣いに嫌悪感が募る紀一は、低い声で咎めた。

「何を見てこのスケジュールを作成したんですか？」

「何を見てって、作り方の資料を見ながら作成してみたんですが」

「どういうことです？」

「スケジュールの組み方の練習をしたんです」

　加奈子が不思議そうに首を傾げている。

「それをなぜ社長に送付したんですか？」

「社長に送付する。その際には改訂版と記載すると書いてあった通りに」

　加奈子が瞳を潤ませ始め、紀一は深い息を吐いた。

「練習でそこまでする必要はありませんよね？　この改訂版のせいで明日のスケジュールが定まらず、どれだけ社長に迷惑をかけたか考えてください。もう話はありません。あなたがしたいのは私の足を引っ張ること、それだけは肝に銘じておきます」

　紀一は辛辣な言葉を吐き出し、すぐに立ち上がった。社長室に急いで向かおうとすると、加奈子が腕を引っ張った。

「すみません、高階先輩。先輩の足を引っ張るつもりなんて」

「言い訳は結構です。手を離してください。これが無ければ、もっと早く社長に退社していただけたのに、あなたは貴重な時間を無駄にしたことを反省してください」

　紀一は強引に腕を振り払い、ギロリと睨み付けた。その迫力は加奈子の行動を止めるだけではなく、周りの人たちさえも動きが止まってしまうほどだ。

　社長室に行き、紀一は深く頭を下げた。

「大変申し訳ありませんでした。私の確認不足で」

「高階、日曜日は休みだったわね。ボランティア出勤を命じます」

「かしこまりました。それでは本日は業務終了ですので」

「えぇ、帰るわ。明日は休んでいいのよね？」

「はい、ゆっくり休んでください」

　紀一はそう言いながら頭を下げる。まなほの荷物と自分の荷物を持ち、彼女の後ろを歩いていく。

（ボランティア出勤かぁ。まぁ、その程度で済んでよかったと思うしかないか）

　ボランティア出勤というのは、週末に本社近辺を清掃することを示している。社員がよく使う駅から本社までの道、それから本社と近隣のビルの路地などのゴミ拾いだ。朝早いことを除けば、紀一にとって嫌いな作業ではない。午前中で終わり、その後はボランティア出勤してきた人たちと軽く食事をして帰るというものだ。

　二人は一緒に帰ってきた。

「高階、入って」

　まなほの部屋に呼ばれ、紀一は話があることに気付いた。

「何か気になることがあるのか？」

「さっきも言ったでしょ。サポート秘書の件もそうだけど、改訂版のスケジュールも含め、里見さん一人が考えたこととは思えないって」

「まぁ、そうだけど」

「後ろにいる人は思い当たったわ。だけど……動機が見つからない」

　まなほはソファに座り込み、考えているようだ。

「後ろにいる人ってまさかと思うけど、中村課長か？」

「たぶん。あぁ、お腹が空いた。何か食べてから帰ってくればよかったわね」

「何か買って来る？」

「冷凍庫にあるもので済ませようかな」

「それなら俺が簡単に作ろうか？」

　紀一の言葉を待っていたとばかりにまなほが笑みを浮かべる。

（誘導された気分だけど、喜んでくれるならそれでいいか）

　結局、紀一はまなほに甘いのだ。

「御子柴、シャワー浴びておいで。俺は荷物を置いて、冷蔵庫から材料を取ってくるから。食事をしながらその話を詳しく聞きたい」

「うん、わかった」

　まなほをバスルームに向かわせ、紀一は自分の部屋に戻った。軽くシャワーを浴びた紀一はすぐに食材を選び、まなほの部屋に戻る。

　まなほはまだバスルームにいるらしく、紀一は下ごしらえを始めた。紀一にとって料理は苦ではない。むしろ、まなほが喜んでくれるならそれでいいと思っている。

（俺も親父みたいに胃袋を掴んで離さないようにしなきゃ。御子柴が美味そうに食う姿、好きなんだよなぁ）

　そんなことを思った紀一は料理人である父親の言葉を思い出した。

『美味しそうに食べる姿は幸せそうに見えるだろう？　父さんは家族のそういう顔を見たいから、家で料理をするのも好きなんだ』

　幼い頃、紀一は双子の兄と二人で台所に立つ父親は変だと咎めたことがある。食事の用意は母親がするものだと、どうして自分たちの母親は食事を作らないのかと責めたことがあった。紀一たちの母親がまったく料理をしないというわけではないが、父親が台所に立っていることが多かった。

『お前たちは母さんのご飯も好きなんだなぁ。じゃ、今日は父さんとお前たちだけで食事を作ろうか。母さんを驚かせよう！』

　父親はそう言って一度も母親を責めることはしなかった。その日をきっかけに紀一は料理が好きになり、父親と一緒に台所にいることが増えた。一時期は父親と同じように料理人になろうかと思ったこともあるが、まなほに出会ってから彼女を支える仕事をしたいと望んだ。

「高階、何を作っているの？」

　まなほの声に紀一は我に返った。

「できてからのお楽しみ」

　紀一がそう言うと、まなほは冷蔵庫から水を取り出していた。

「高階のご飯はどれも美味しいから大好き」

「んー、じゃあ、お礼はまなほのキスで」

　冗談半分で言っていた紀一だが、グイッと腕を引っ張られて後ろを振り返ると、彼女の唇が唇に当たった。

「えっ？」

「高階がそんなに驚くなんて……」

　まなほが笑っているのを見つけ、紀一は負けた気分だ。

「俺が驚いたのは、好きでもない男に対してキスできる御子柴にだよ」

「高階も同じことをしているじゃないの。恋人の振りなのに」

「恋人の振りをしていたつもりはない」

　俺は付き合いたいという言葉を呑みこんだ。そんな紀一の背中にまなほがくっついてきた。いつもならソファに座って、食事ができるのを待っているはずなのにこの日は違って、紀一に甘えているようにも感じた。

「どうした？　何かあった？」

「料理ができない女性ってどう思う？」

「俺は別に気にしないかなぁ。俺の飯を美味いって食べてくれて、幸せになってくれるならそれでいいから」

「一緒に料理したい？」

「御子柴と一緒に料理したら、楽しいだろうなぁ。ほら、味見して」

　紀一がスプーンを差し出すと、まなほの顔がひょこっと出てきた。その愛らしい口にスプーンを入れ、彼女が嬉しそうにする瞬間が好きだ。

「美味しい」

「俺はその顔が見たくて料理をしているんだけど。何か言われたのか？」

「カップルイベントで話していたのよ。男の胃袋を掴む女性は強いって」

「あぁ、そういうことか」

　二人で食事をしながら、紀一はまなほの考えを聞き出そうとする。

「どうして中村課長が里見に入れ知恵をしていると思ったんだ？」

「少し前に秘書課内で評価をつけるって話してたでしょう？　あの時に里見さんは賢くて、独学で学んでいるって言われた時に少し疑問を抱いたの」

「疑問？」

「うん、会社によって独自のルールがあると思うの。それを独学で学べるかなぁとか。それに足を引っ張るとわかっている彼女を補佐にして、仕事を教えるかなぁと思ったの」

「優秀な秘書は他にもいるけど、里見がほかの人の話を聞かないって言っていたけど」

「高階の言うことだけ聞く、その状況が社会で通用するはずがないと思うの」

　まなほがそう言い、紀一も唸り声をあげた。

「ただ、里見さんを利用して何をしようとしているのかが、わからない。中村課長にメリットがあるとは思えなくて」

「俺も噂でしか知らない話だけど……中村課長って御子柴の秘書になるつもりだったらしいよ。それにたぶんだけど、御子柴のこと本当に好きだと思うんだよなぁ」

「まさか、そんなことでこんな回りくどいことするとは思えないわ」

　まなほが軽やかに笑いながら一蹴した。その彼女を見つめながら紀一はひそかに考えていた。

（中村課長ってまなほに対して本気だとか……言っていたような気がする。彼女が高校の時からずっと好きだったって。将来的には彼女の秘書を務めながら、入り婿にって計画もあったとか）

　紀一は自分が入社した当初、そんな噂を聞いたことがあった。今更、そのことを思い出して胸がざわついた。

「あ、忘れていた！　ブレスレット、持ってくる」

「え？　あぁ、あの作った？」

「失くしていないだろうな？」

「あるわよ。食事が終わったらね」

　食事を終わらせて、ブレスレットを交換した。

「高階、器用だね……ハート形で繋ぐなんてすごいわ」

「恋愛運が高まるようにローズクォーツを」

「……嫌がらせ？」

　まなほがムッとしているのを見つけ、紀一は甘やかしたくなる。そこをぐっとこらえて笑って誤魔化した。まなほが作ってくれたブレスレットは男性が付けても違和感のないものだ。シンプルで色味も落ち着いていて、紀一の好きなタイプだ。

「ありがとう、俺の好きな雰囲気にしてくれて」

「喜んでもらえてよかったわ」

　まなほが微笑み、紀一はそれだけで嬉しくなった。本当ならこのまま引き寄せてキスをして、そのままベッドに──と想像して紀一は現実に戻った。
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　紀一が帰った後、まなほはジッとブレスレットを見ていた。

「なんでこんなに器用なのかしらね？」

　紀一はカップルイベントの女性たちにも人気があった。まるで芸能人を見ているかのような憧れを抱いている女性たちだったが、彼氏自慢と惚気も忘れない。

「恋愛してみたいなぁ。いいなぁ」

　まなほはそんなことをはじめて思った。




　数日が過ぎ、創業パーティーの準備も最終チェックに入っていた。この日は会場の設営や配置のチェックをして、まなほは一度本社に戻ってきた。

　まなほが化粧室に向かい、個室にいる時のことだ。

「あの子、本当に目障り」

「里見ですよね？」

「えぇ、仕事はできないのに高階君にくっついてばかりいて、あんな子を高階君が相手にするとは思えないんだけど」

　そんな話が聞こえてきた。まなほは気にせずに、個室から出てきた。

「社長、お疲れ様です」

「お疲れ様。こんなところでそんな話はしないほうがいいわ。あの子のためにあなたたちの品位が落ちたなんて言われたくないの」

「はい、気を付けます」

　まなほはそう言い、化粧室を出た。ちょうど社長室の前で今度は紀一に詰め寄っている加奈子を見つけた。

「どうしてですか？」

「どうしても何も、そう決まったからです」

　二人が揉めているのを見つけ、まなほは苛立ちを募らせる。加奈子と紀一が一緒にいるところを見ると、理由もなく苛立ってしまうことがある。それも一度や二度ではない。

「お疲れ様です、社長。すみません、少しだけ社長室でお待ちいただけますか？」

　まなほは頷き、紀一と加奈子が揃って秘書課の方へ行くのを見送った。

（二人が一緒にいるのを見ると、モヤモヤする）

　紀一が戻ってくると、二人はまたすぐに外出した。

「何を揉めていたの？」

「里見さんがパーティーに出席できない理由がわからないと」

「全員が出席できるわけじゃないのに」

　まなほはそう言うだけにした。秘書課の中では留守番役が必要だった。何人かは本社に残ることになっている。

「友利様から連絡は？」

　まなほは話を変えた。

「エスコートの申し出はありますが、会長がお断りしたそうです」

「そう、当日はこちらから声を掛けるべきかしら」

「社長に挨拶をしたい方が多いと思いますので、そちらを優先すればいいと思います」

　紀一の言葉にまなほは頷いた。

　まなほと外出していると、紀一のところに加奈子から電話が入るようになった。本社に戻れば、まなほを社長室に待たせて加奈子のところに行くことも増えている。

（どうして里見さんのところばかり行くの？　仕事を任せているのかしら？）

　紀一と加奈子のやり取りはよくわからないが、まなほは紀一に背中を向けられるたびに胸がギュっと締め付けられるような痛みを感じる。

　この日もそうだった。パーティーの最終打ち合わせを終わらせ、まなほは一度休憩するために社長室に戻るところだった。

「高階先輩、お電話がありまして」

　社長室の前で加奈子が話しかけ、紀一の隣を歩いて秘書課へと歩いていく。まなほは社長室にそのまま入ればいいのに、二人の後ろ姿をジッと見ていた。加奈子の手が紀一の腕に触れた瞬間、彼に触れてほしくないと強く思った。

（あれ？　なんだろう？）

　ぐらりと自分の身体が傾き、ドンッと社長室の扉に手を付けて身体を支えたがその場に膝をついてしゃがみ込んでしまった。

「社長？」

　悲鳴に似た声が響き、まなほは自分の身体が重くて動けなかった。声が出ず、額から脂汗が滲み出る。

　ふわりと身体が浮き、まなほは息をのんだ。

「いつから体調が悪いんですか？　社長」

　加奈子と随分先を歩いていたはずなのに、紀一が戻ってきてくれたようだ。軽々と抱かれ、社長室に入る。

「次の予定まで一時間くらいあります。お食事、用意しましょうか。最近、忙しくてあまり食べていないようですね」

「高階は私に食事を用意して、すぐに里見さんと一緒に過ごすのでしょう？」

　まなほは自分でも思いもよらない言葉を吐き出した。言葉と一緒に涙が溢れ、まなほ自身も戸惑っていた。

「ご、ごめん。何でもないの。一時間あるなら、外に行ってご飯を食べてくる」

　慌ててまなほは立ち上がり、また眩暈を覚えた。

「無理しないでください」

　すぐに支えてくれた紀一にまなほはしがみついた。

「一つだけ秘書課に伝達をしたいことがあります。里見さんにはそれで伝わるようにしますので。それから食事を用意します。私も一緒にここで食べていいですか？」

　まなほは小さく頷いた。

「冷たいタオルを先に用意しますね」

　紀一がまなほから離れ、まなほは力なくソファに座り込んだ。

（私、高階を誰にも奪われたくない。里見さんと二人きりで話してほしくない……これって）

　混乱する頭をどうにか整理しようとしても、はじめてのことで感情ばかりが先走る。言葉にならない感情は涙となって流れ、まなほが考えようとしても理性がうまく働かない。

「これで顔を冷やしてください」

　紀一がタオルを持ってきてくれた瞬間、まなほは彼の手を掴んだ。

「高階、私……」

「好きだよ、まなほ。ごめん、俺がもっと早く伝えていれば、こんなに不安にさせることがなかったのに。好きだ、まなほ。俺と付き合ってほしい」

「紀一、私も好き」

「よかった。まさか嫉妬しているなんて思わなくて、食事が摂れなかったのは俺がいなかったせい？」

「食欲がなかったの。食べたいものも無くて、一人で食べたくなくて」

「わかった。一緒に食べよう。その前に用事を済ませてくるから」

　紀一がまなほのこめかみに唇を寄せて、それからすぐに出て行った。

　社長室で一人になったまなほは、我に返った。

「仕事中に何をしているのかしら」

　反省はしていたが、紀一の言葉に安心していた。熱くなった瞼を冷たいタオルで冷やしながら、まなほはゆっくりと考えていた。

（そうか、私……紀一のことが好きなんだ）

　その言葉が頭に浮かんだ瞬間、モヤモヤしていた気持ちも理解できない憤りも腑に落ちた。

（嫉妬して彼のことを気にして食事もできないなんて）

　まるで小説の中のようだと思いながら、まなほはまた涙が出そうなくらい胸が熱くなった。

　社長室の扉が開き、紀一が冷たいお茶を渡してくれた。

「いつからまともに食べていないんだ？」

　少し怖い顔をした紀一にタオルを奪われ、まなほは目を逸らした。

「覚えていない」

「ドレスのサイズが変わったら困るだろ？　それに倒れるなんて、俺の心臓が止まるかと思った。抱き上げたらすごく軽くなっているし」

「心配かけてごめんなさい。でも、だって」

「うん、俺が悪かった。今後は何よりもまなほを優先にするから。まなほ、温かいうどんをテイクアウトしてきたから」

　紀一からうどんを受け取り、まなほはゆっくりと食べ始めた。その姿をホッとしたように見ている紀一と目が合った。

「明日のパーティーまでに体調整えないと」

「……そっか。パーティーはもう明日だったわね」

「仕事を詰め込み過ぎたか」

「ち、違うの」

「ちゃんと、夜も眠れていないようだな」

　化粧が落ちてしまったまなほの下瞼を紀一の指が拭った。

「今日は早く帰れるから、一緒に食事をして早めに休もうか」

　紀一はそう言い、まなほは頷いた。

「高階、ご飯は食べないの？」

「食べるよ。俺もうどんを買って来たんだけど」

「あ、いいなぁ。卵とじ……あんかけなの？」

「うん、少し分けてあげる」

　穏やかな空気が二人を包み込み、まなほは久しぶりの休息を味わった気分だった。

「社長、あと十分ほどしたら迎えに来ます」

「どこに行くの？」

「これから重役たちと明日の進行について話し合うので、進行表を取ってきます。社長のスピーチは大丈夫ですか？」

「えぇ、大丈夫よ」

　紀一が社長室を出ていき、まなほは化粧を直した。

　重役たちと最後の打ち合わせを終了し、まなほは紀一と一緒に退社した。

「まなほちゃん、待っていたよ」

　会社を出てすぐに声を掛けられたまなほは、ビクッと震えた。

「友利様、どうしてここに？」

「明日はまなほちゃんにとって大切なパーティーだろう？　それはつまり僕にとっても大切なパーティーということ。大切な婚約者をエスコートするのは僕の役目だし」

　康雄の言葉にまなほは思わず、紀一の腕を握った。

「友利様、再三申し上げています通り、私はあなたと婚約した覚えはありません。エスコートも明日は別の人にお願いしております。すぐに立ち去って頂けないのであれば、警備に通報させていただきます」

　まなほは毅然と答えたつもりだったが、紀一の腕を掴んでいる指は震えていた。

「まなほちゃん、君は賢いと聞いていたのに、まだわからないようだね。君が結婚する相手はこの僕だ。今はおとなしく引き下がるよ。そのかわり早く、僕との結婚式を打ち合わせられるように時間の調整を頼むよ」

　康雄が去っていくのを見て、まなほは足の力が抜けそうだった。どうにか踏ん張って歩き、車に乗り込んだ。

「高階のことで頭がいっぱいで、友利様のことを忘れていたわ」

　震える指を隠すようにまなほは手を組んだ。紀一は何も聞いていないかのように、無表情だった。

「高階、何を考えているの？」

「え？　あ、すみません。ちょっと考えていて……後で話しますね」

　二人のマンションに到着し、先にまなほはバスルームを使った。その間に紀一が食事を用意してくれて、二人はテーブルを囲んだ。

　紀一が用意してくれたのは、彼が作り置きしていた野菜のスープカレーと少し固めのフランスパンだ。三種類のハムと温泉卵のサラダが用意されていた。

「高階、何を考えていたの？」

「友利様には監視が付いている。彼がまなほに接触したら、警備が来るはずだ。そう手配したと会長から聞いていてね」

「うん、それで？」

「彼は監視が付いていることも警備が来ることもわかっていたのだと思う。だから、ギリギリまで接触せずに俺たちが会社を出てすぐに声を掛けられる位置にいたはずだ。おそらく、すぐ隣のカフェにいたと推測できる」

　紀一の推理にまなほは感心しながら聞いていた。

「まなほに接触。警備が来る直前であたかも今日は諦めると言って帰る。警備に掴まることなく、まなほと接触できるギリギリの時間を確かめに来たんじゃないかと思って」

「明日のパーティーでは、彼も招待客の一人。警備も彼が会場に入るのを阻止することはできないわね」

「そうなんだよな。そこが怖いんだけど……まなほはどうして友利様があんなに執拗に迫ってくるのか、考えたことがある？」

「彼の今後を考えたとしたら最適なパートナーだからじゃないの？」

　まなほの答えに紀一は首を横に振った。

「まなほのことがタイプなのはわかる。そしておそらく今までに女性に断られたことがない彼にとって、プライドが傷付いたのかもしれない。何が何でもまなほを手に入れようとしている雰囲気が見える」

「意地でも振り向かせようってことなの？」

「うん、おそらく。これ以上はまなほに危険が及ぶことも考えられる。だから彼の目がほかの人に向くようにしたいんだけど」

　紀一の言葉にまなほは目を丸くした。

「高階ってすごいわね。そこまで思いつくなんて」

「……まなほを危険な目に遭わせたくない一心なんだけど」

「そう言われても、どうしたらいいのかわからないわ」

　まなほは肩を竦め、紀一も頷いた。

「とりあえず、明日の朝はいつも通りに起きて、本社には寄らずにパーティー会場のホテルに向かう。会場の照明、テーブルセッティングを確認した後でまなほは着替えのためにホテルの部屋に。ヘアメイクやスタイリストは用意してある」

「うん、その間、高階はどうするの？」

「俺は、一度本社に戻り、新たなアポがないか確認。会長に今日の友利様について報告をする。昼休憩になったらまなほのところに行くから、軽い食事を一緒にしようか」

「その後はまた本社に戻るの？」

「いや、料理や飲み物の確認、受付をやってくれる人が早めに入るはずだから、その打ち合わせに出る」

「高階の方が忙しそうね」

「それが終わったら、俺も着替えてまなほの傍にいるつもりだから」

　彼の言葉にまなほは頷いた。

「まなほ、もう俺のことは名前で呼んでくれないの？　それとも罰を待っているのか？」

「罰って？」

「名前で呼ばなかったらキスだろ？」

　紀一の言葉にまなほは唇を尖らせた。

「それは恋人の振りをしていた時の罰でしょ。今は本当の恋人……なんだから」

　まなほがそう言い、紀一は頷いた。

「じゃ、恋人のキスをしようか」

　彼の誘惑にまなほは勝てそうになかった。早く触れたいと思っていたことを悟られずに、近付いてくる彼を見つめる。そんなまなほに近付いてきた紀一は、彼女の鼻の頭に唇を当てるだけだ。

「罰なの？　紀一」

　まなほは上目遣いで彼を見つめる。

「キスしたい？」

　紀一の言葉にまなほは顔全体が熱くなるのを感じた。

「ごめん、意地悪がしたいわけじゃない。ただ俺がまなほを求めているくらい、求められたいっていうか」

「好きって言うだけじゃダメなの？」

　まなほの声は掠れ、紀一が首を横に振るのを見ていた。

「恋愛初心者なのにあざといんだなぁ」

「あざといって？」

「わからなくていいけど、俺にだけそういう姿を見せて」

　まなほが反論する前に、彼の唇が重なった。チュッと音を立てて下唇が吸われる。まなほが手を伸ばし、彼の腕を掴んだ。紀一の大きな手がまなほの後頭部を掴むと、深いキスに変わる。彼の舌が滑り込み、まなほの舌を捉えて絡みつく。上顎を刺激され、歯列を舐められると、まなほは呼吸の仕方がわからなくなった。

「んんっ……苦しっ」

　少し唇が離れるとまなほは深く息を吐く。

「キスの時は鼻で呼吸するんだよ」

「慣れてなくてすみません」

　まなほの言葉に紀一はゆっくりと首を横に振った。

「俺と覚えてくれたら、その方が嬉しい」

「でも、紀一は別の人に教わったんでしょう？」

　その一言がまなほの胸に重い枷となり、落ちていく。

「別の人って言ってもなぁ、その人はまなほじゃないし。俺はまなほのことを覚えたいんだけど」

「どういう意味？」

「まなほがどんなふうに俺を求めて、俺がどう応えれば悦んでくれるのか」

　まなほは紀一の胸に顔を押し当てた。

「そんなことを言われてもどうしたらいいのか、わからない。私だって紀一に喜んでもらいたい」

「俺の言っている悦ぶとはたぶん、意味が違うんだろうけどな。こういう話を続けていると、俺も我慢できなくなるから」

　まなほはどうしていいかわからずに、もう一度紀一にキスをせがむ。

　彼はすぐに唇を重ねてくれて、今度はまなほも鼻で呼吸をした。そのまま紀一のキスがすぐに深くなり、まなほは彼の舌にあわせるように自分の舌を絡める。紀一の手が後頭部から離れ、指先が背骨の上をゆっくりとなぞりながら下へと移動した。その指の動きにゾクッとして思わずまなほは彼の腕を掴む力が強くなった。

「こっちおいで」

　紀一がまなほを抱き上げて、ソファに移動した。彼の膝の上に乗せられるように座ったまなほは、照れくさくて目を逸らしてしまう。

「俺の眼鏡、外して」

　紀一にせがまれ、まなほはゆっくりと彼の眼鏡のつるに手を伸ばした。こんなに近くで紀一と見つめあうことなど、今までなかったまなほは恥ずかしさと緊張で指が震える。紀一はいつもと変わらずにまなほをジッと見ていて、眼鏡を外してすぐにテーブルの上に置くときに彼から目を逸らして横を向いてしまった。

「まなほ、こっち向いて。俺にキスをして」

　紀一がそう言いながら、彼女の頬を優しく撫でる。

（自分からキスをするの？　どうすればいい？　目はいつ閉じればいいの？）

　紀一の頬を両手で包み込み、まなほはギュッと目を閉じた。そしてそのまま勢いよく唇を押し当て、歯がガチッと当たってしまった。

「痛っ……」

　思わず唇を離したまなほは、紀一が優しく彼女の唇を撫でてくれた。

「唇、切れていないか？　俺が浮かれて無茶なことを言ってごめんな」

「違うの。上手にできなくてごめんね」

「まなほ、キスしよ」

　紀一の言葉にまなほはそっと彼に唇を寄せた。ゆっくりと唇を重ねると、深いキスに変わっていく。その甘いキスに酔いしれていたまなほは、紀一の手が胸に触れたことに気付くのが遅れた。

「んっ……紀一っ、ダメぇ」

「触るだけ」

　彼の左手がしっかりとまなほの腰を支え、右手で胸の膨らみを確かめるように触られた。Ｔシャツの上から頂を押し当てられ、まなほの腰がビクッと震えてしまう。

　Ｔシャツ越しに少し勃ちあがってきた頂を指の先でカリカリと引っかかれると、まなほは背中を弓なりに逸らした。大きく胸を前に突き出した瞬間、Ｔシャツを押し上げるかのように主張した頂を紀一の唇が捉えた。

「あぁぁっ……」

　思わず声が上がってしまい、まなほは自分の口を手で塞いだ。

「ごめん、やりすぎた」

　紀一はすぐに胸から手と唇を離し、今度はまなほの額に唇を落とした。

「今日はもう寝て。明日は大変だから」

「紀一はもう帰っちゃう？」

「片付けしたら帰る」

　彼の言葉にまなほは寂しさを募らせる。今まで紀一が帰ると言っても何も思わなかったのに、今は片時も離れたくないと思っている。

（これが愛しいとか恋しいとか……そういうことなのね）

　はじめての感情に戸惑いながら、まなほは立ち上がった紀一の手を掴んだ。

「帰っちゃ、ヤダ」

　少しだけ彼が困ればいいと思った。さっきからずっと紀一に主導権を握られていて、少し面白くないのもある。

「バカ」

　眼鏡を掛けながら紀一はまなほを見据え、低い声で言葉にした。

「バカって酷い」

　つい売り言葉に買い言葉でまなほは言い返してしまった。

「煽らないで、まなほ。わかっていてやっているなら、襲うぞ」

「えっ？」

「明日、足腰立たなくなったらマズいだろ。ただでさえはじめての時は負担が大きいらしいから」

「な、何の話をしているの？」

「セックス」

　紀一の口から飛び出した一言に、まなほは耳まで熱くなった。

「そういうつもりがなかったこともわかるけど、男を引き止めるってそういうことだろ？」

「ち、違うの。少し困らせたかったの。帰るって言われて寂しいって思っちゃって……それに紀一はずっと余裕で」

「余裕なんてないよ。ずっと前から、ずっと怖くて仕方なかった。嫌われたくない、だけどほかの男にもっていかれたくない。それでも俺は告る勇気もなかった。俺とまなほの関係が壊れるのが嫌だった」

　紀一の声が優しくなり、まなほの頬をそっと撫でる。

「とりあえず、明日を乗り切らないとな」

　紀一がこめかみにキスをしてくれて、まなほはふぅっと息を吐いた。

「お茶、飲むか？」

「え？　うん」

「ミルクティー作ってあげる。それを一緒に飲んで、今夜はお互いに休もう。明日、しっかりやらないといけないからな」

　紀一に窘められ、まなほは素直に頷いた。




　翌日、朝は会場の確認から始まる。

「お花の位置をずらしてもらって。それからソファはいくつか壁際に配置するのはどうなっているの？」

　まなほがテキパキと指示を飛ばし、紀一が確認に向かう。

「社長、そろそろ準備の方に」

　紀一がまなほを部屋に案内し、彼女は準備に取り掛かった。

「高階、ここのリストも確認しておいて。それから音楽も」

「かしこまりました」

「音楽は音の大きさを確認してね。マイクの音量チェックも」

「大丈夫です。社長はご自身の準備に集中してください」

　紀一がすぐに部屋を出て行った。

　まなほの準備はまずヘッドスパを含んだマッサージから始まる。デコルテ、首、肩、そして顔のマッサージだ。

「随分、肩と首が凝っていますね。ゆっくり解していくので力を抜いてくださいね」

　まなほは心地よい指圧マッサージを受ける。その後でヘアパックとフェイスパックをしてもらっている間、首やデコルテから全身にかけてボディークリームを馴染ませるように塗られる。

（あ、すごく好きな匂い……懐かしくて、なんだったっけ？）

　いい匂いだと思いつつ、ゆっくりと目を閉じる。

「これ、スズランの香りですね？」

　まなほが呟くと、ボディークリームを塗ってくれていた手が止まった。

「えぇ、その通りです。リラックス効果のあるラベンダーも良いかと思ったのですが、こちらのクリームを勧められまして」

「誰にですか？」

「御子柴様のおばあさまですよ。もう少ししたらいらっしゃるのでは？」

　まなほはバスローブを羽織り、髪の毛を乾かしてもらう。

「髪の毛はアップにされるということで大丈夫ですか？」

「おばあさまの指示でしたら、間違いないと思います」

「少しボリュームを出すために巻いていきますね」

　真っすぐな黒髪がクルクルと巻かれていく様子を鏡越しに見ながら、まなほはスマートフォンを弄っていた。

「まなほちゃん、準備は進んでいるかしら？」

　祖母が急に入ってきて、まなほは驚いた。

「おばあさまの指示通り進んでいますよ」

　笑いながら、まなほは答えた。

「あら、今日は顔色がいいわね。いつもならこういう場が苦手で蒼ざめているのに」

　祖母に言われたまなほは、小さく頷いた。

　多くの人を前にして話すのは苦手だ。いつも前日から緊張して眠れない。

　当日の朝は胃が持ち上がっているような感覚で、食べ物が喉を通らないほど緊張しやすい体質だった。

（きっと紀一が傍にいるから安心できるのね）

　祖母はにっこりと微笑み、まなほは鏡越しに笑みを返した。

「いつもは食べられなくなるからと思ってゼリーを用意してきたんだけど、もうまなほちゃんには必要ないかしら？」

「おばあさまの手作りですか？」

「そう、いつものゼリーよ。フルーツたっぷりヨーグルトゼリー」

　まなほは満面の笑みになり、祖母と二人で食べ始める。

「おばあさまも本日は出席されますか？」

「もちろん、まなほちゃんの晴れ舞台だもの」

　まなほがゼリーを食べ終わると、準備が再開される。まなほが緊張しないようにと気遣ってくれているのか、祖母がずっと話しかけてくれていた。

　昼過ぎに紀一がサンドイッチとコーヒーを届けてくれて、祖母が一緒にいるのを見て安心したのか、すぐに部屋を出て行ってしまった。

　まなほの準備が終わる頃、祖母はゆっくりと立ち上がった。

「先に会場に行っているわ」

「おばあさま、無理しないでくださいね」

「えぇ、大丈夫よ。ちゃんと見ているからね」

　祖母の言葉に勇気付けられ、まなほは最後の仕上げに口紅を塗った。

　まなほの準備が終わってしばらくすると、紀一が正装姿で現れた。

「素敵」

　まなほが感嘆の声をあげる。

「先に言わないでください。社長こそ、綺麗ですよ」

　部屋にまなほと紀一が二人きりになると、紀一がまなほの手を取った。

「昼間、会長に友利様のことを報告した時なんだけど」

「えぇ、会長は何か言っていた？」

「……友利様は本日、欠席されるそうだ。本日の夜の便でフランスに発ったらしい」

「随分、急な出張ね」

「数年、戻ってこないらしいよ。問題はそこじゃない。会長に俺たちのことがバレてしまった。ごめん」

「近々、報告はするつもりだったからいいけど。なんとなく嫌な予感がするのよね」

「俺も。まなほは俺から離れるなよ」

　紀一に言われたまなほは、素直に頷いた。二人は時間通りに控室に移動し、そして創業パーティーが始まった。まなほをエスコートする紀一は、彼女から片時も離れない。

　会長の挨拶が始まり、感謝の言葉などが述べられる。

「娘が社長として日々研鑽中でありますが、彼女は公私共に頼れるパートナーをようやく見つけてくれまして……近い内に嬉しい報告ができるかと思います」

　その言葉に会場全体がざわめいた。会長はわざとまなほと紀一が揃って立っている方を見つめ、嬉しそうにしている。その雰囲気から、会場に招待された客たちは二人が会長にも認められた仲だということに気付いたようだ。

「そして二人が今後もこの会社を発展させてくれると信じております」

　会長の話はそこで終わり、次にまなほからの挨拶になる。

（お父様ったら余計なことを言うんだからっ！）

　まなほはざわざわした会場内を一度見渡してから、就任の挨拶と今後の発展を誓う挨拶をして終わらせた。

　挨拶が終わった後、まなほの前には取引先の社長やその会社の代表者が並び、丁寧なあいさつを交わすだけだ。中には気の早い取引先の社長がいて、結婚式にはぜひ招待してほしいとか、結婚式場には自分のところのチャペルを使ってほしいなどと言い出す始末だ。

　ようやく祖母の傍に行くことができ、まなほは紀一を紹介した。

「高階さんね。主人から話を伺っていたのよ」

　祖母の言葉にまなほも紀一も疑問を抱いた。

「まなほちゃんの同級生ですごく良い目をした子が秘書課の新人に入ってきた。まなほちゃんが社長になるまでにしっかり秘書として育てて、サポートをさせたいってね」

「前会長に目を掛けて頂き、本当にたくさん学ばせて頂いたので感謝しております。私が社長の恋人では不安もあるでしょうが、温かく見守って頂けたらと」

「何を言っているの、高階さん。まなほちゃんがこんなにも安心して笑顔を出せるのは、あなたが隣にいるからだと思うわ。だから、二人でしっかりと未来を見て歩きなさいな」

　祖母がそう言ってくれて、まなほは力強く頷いた。

「ね、まなほちゃん。結婚式は早めにしてね。あと、お孫ちゃんも」

　こっそりとまなほに囁く祖母にまなほは苦笑を浮かべた。

（お父様があれよあれよとせっかちなのは、おばあさま譲りってことね。二人とも気が早いんだから。それにこんなところで発表したら、友利様の耳に入るはず）

　そんな不安が過ぎる中、パーティーは成功に終わった。

「お疲れ様です、社長。着替えに行きましょうか」

「えぇ、そうするわ。ねぇ、高階」

「話は後でします。ここでは誰が聞き耳を立てるかわかりません」

　まなほは頷き、ホテルの部屋で着替えを済ませると、急いでホテルを後にした。

「先に部屋に入ってください」

　エントランスで紀一がそう言い、まなほは頷いた。自分の家に入ったまなほは、疲れがどっと出たのかソファに座り込んだまま立ち上がる気力もない。動きたくないのに、頭の中はいろいろな考えが巡り、落ち着かない。

「お父様が何も考えずに私と紀一の交際をあのような場で発表するとは考えられない。今日の招待客の中に、見合い話を持ち込んでいる人がいるのか……それとも」

　まなほは顎先に指を当てて考えていた。

「確か社内に残る社員たちは、今回のパーティーの様子がネット配信で見られるはず……里見さんへの牽制も兼ねているのかしら？」

「友利様への牽制と言っても彼の父親は来ていなかった。あの場で発表してこちらに得があると言えば」

　まなほは閃いた。

「あぁ、そういうことかも。紀一と別れないようにするため……というよりはさっさと結婚しろってことよね」

　はぁぁっと大きな溜息をついた。

「里見さんが大人しくなるとは思えないわね」

　彼女が何をしてくるのか想像もできなかった。

「あれ？　まなほ、まだシャワーを浴びていないのか」

「え？　あ、紀一は一度家に戻ったのね」

「まぁ、冷や汗やら何やらとかかされたからなぁ。詳しい話はあとでするよ。食事の用意しておくから、先にシャワーを浴びてきて」

「今日のご飯は何？」

「今日は弁当だよ。軽くサラダだけ作ろうかなと思っているから」

「紀一のドレッシング、ゴマの入ったのが好き！」

「わかった。作っておく」

　紀一がそう言い、まなほはすぐにバスルームに向かった。

　まなほがシャワーを浴びると、二人はまず食事を済ませる。

「もうお腹いっぱい」

　紀一の作ったサラダは食べたものの、弁当は半分ほど残したまなほだ。

「俺が食べていいの？」

　紀一がそう言い、まなほは頷いた。紀一が残りを食べ、後片付けも終わらせてからルイボスティーを淹れてくれた。二人はソファに並んで座り、ゆっくりと話を始めた。

「本社に戻って会長と友利様のことを話している時に、付き合っていることがバレたというか、言わされたというか……」

「それはまぁ、仕方ないと思うの。お父様がしつこくしたんでしょう？」

「しつこくというか、まだ付き合っていないなら、今夜のパーティーでまなほに婿を作るって言われたらさぁ」

　まなほは黙り込むだけだった。

「そんなやり取りをしているところに、友利社長がアポなしで面会に来たんだ。俺もその席に同席しろと言われて、応接室で話を聞くことになった」

「どんな話だったの？」

「友利社長は息子が迷惑をかけてと謝りに来ていた。会長は鼻で笑いながら、こう言ったんだ。君の息子がいい当て馬になってくれてねと。娘の婿に欲しいと思っていた男がようやく腹を決めてくれたんだ、感謝する。その礼にといって友利様にはフランスに行ける切符を渡した」

　まなほは理解が追い付かず、紀一の腕を掴んだ。

「もう少し詳しく教えて」

「うん、友利社長はどうやら御子柴側には迷惑をかけたとか、申し訳ないとか言っていたんだけど、実のところ息子を敵に回せない事情があったらしい」

「おそらくだけど、彼が持っている会社の株のことじゃないかしら？」

「まなほも知っていたんだな。その株を手放されては困るというのが大きな理由だった。そこで彼の気が済むようにしたかったらしいが」

「御子柴があまりに警戒し始めたから扱いに困ったということね」

「うん、そこで会長は物理的な距離でまなほから彼を引き離すことを考えた。会長が目を付けたのは、フランスでも有数の化粧品会社だった。そこの会社社長と旧知の仲らしく、友利様の話をしたら彼からもオファーがあったらしい。そこの会社でヘアメイクの修行がしたいってね。会長がお願いして友利様にはフランスに行く手配ができた。物理的な距離での引き離しはできる、その上で俺たちが付き合っていると知り、彼が当て馬になったと精神的な苦痛を与えたってところだ」

「修行ってことなら、しばらく帰国はしないってことね」

「しばらくっていうか数年単位らしいから、その間に彼も向こうでいいパートナーを見つけるんじゃないかな」

「そうなるといいわね」

　まなほはそう言いながら彼の腕に凭れかかった。

「実はそれだけじゃなく、重役の間で妙な動きがあるらしいんだ。何か気付いているか？」

　紀一の言葉にまなほはゆっくりと言葉を吐き出した。

「おそらく二大派閥のことだと思うわ。友利様との見合いがうまくいっていないことはすでに気付かれていたみたい。断ると踏んで会長には彼らから勧められた縁談がいくつか来ているらしいのよね」

「だから会長は発表にも踏み切ったのか」

「たぶんね。重役たちは自分の息のかかった人を私の婿に座らせ、結婚を機に私を退任の方向に仕向けるつもりだったんじゃないかな」

「会社の乗っ取り？」

　紀一の言葉にまなほはクスクスと笑い出した。

「乗っ取りというよりは、自分に都合のいいようにしたいだけだと思うけど」

「パーティーの最中、すっごく睨まれたんだよなぁ」

「まぁ、あの人たちからすれば、ずっと私の隣にいる紀一が相手だとわかったと思うし、面白くはないと思うけど。不安にならなくても大丈夫よ。あの方々はすぐに次の手を考えてくるわ。それが老化防止になっているんだと思うの」

　まなほはそう言い、紀一をジッと見ていた。

「パーティーの紀一は格好良すぎて、ほかの令嬢たちの目を釘付けにしていたわ。そっちの方が心配」

「まなほもすごく綺麗で他の男たちの視線が本当に嫌だったんだけど」

　まなほはニコッと微笑んだ後で、顔を強張らせる。

「明日明後日は土日で休みだからいいけど、月曜日はいろいろと不安で」

「日曜は俺、ボランティアに行ってくる。まなほは家でゆっくりしていて。それにまなほの不安って里見のことだろ？　アイツはどう出てくるかわからないけど、俺が守るから」

　紀一の唇がこめかみにふれ、そしてまなほが顔をあげると唇が重なった。紀一の表情がいつもよりも柔らかく、彼女に対して優しく笑みを浮かべてくれるようになった。

　彼の微笑みにうっとりしていると、もう一度彼の唇が重なった。そして半開きになった唇を割り、彼の舌がゆっくりと入ってくる。舌を絡められたかと思えば、上顎を刺激される。まなほは上顎への刺激に弱く、腰が震える。

「はぁっ……」

　唇が離れるとまなほは、紀一の胸にしがみついた。

「もう一つ話したいことがあるのに」

「ん？　何？」

　まなほは息切れをしているのに対し、紀一はいつもと変わらない。それがなぜか悔しいと感じるが、それよりも重要な話があった。

「来週金曜日から私の夏休みなんだけど、紀一はいつ休むの？」

「一緒に休みが取りたいよな。でも、今から旅行とか取れないだろうし」

「軽井沢の別荘に行かない？」

「俺が運転すればいい？」

　まなほが小さく頷き、紀一は笑いながら頷いた。

「二人きりで旅行しようか。じゃ、まなほに合わせて休めるようにしなきゃな」

「うん」

　まなほは大きく頷いた瞬間、また彼にキスをされた。舌を絡められ、吸われるとビクッと腰が戦慄き、身体の芯が熱くなっていく。いつもと違って丁寧なキスにまなほは頭の中が真っ白になっていった。

「んぁっ……はぁっ……」

　短い吐息が僅かに洩れ、上顎への刺激や絡められる舌に翻弄されていた。

「んんっ……」

　ビクビクッと震えたまなほは足の間にトロリと蜜が流れるのを感じていた。太腿を合わせていると、紀一がそっと唇を離して彼女の耳を甘く噛んだ。

「感じてくれているんだ。すごく可愛い」

「紀一は平気そう……」

「平気じゃない。旅行に行くならそれまで待とうかと思ったけど、無理。ベッドに連れて行っていい？」

　まなほは恥ずかしくなったが、紀一と離れたくなかった。彼の胸に顔を埋め、小さく頷いた。

　紀一に抱き上げられたまなほは、彼の首にしっかりと腕を回した。心臓がバクバクと音を立て、息苦しくなってくる。

「怖い？」

　ベッドに下ろされながら、紀一に訊かれた。

「怖くないとは言わない。でも……」

「俺は早くまなほが欲しい」

　紀一の言葉でまなほは吹っ切れた。彼女もまた紀一のことを知りたくて、欲しくて仕方ない。

「紀一、キスして」

　まなほの言葉に彼が応えてくれる。キスをしながら、彼の手がゆっくりとまなほの身体をなぞる。耳をくすぐるように触れ、それから首や鎖骨に指を這わせた後で胸の方へと下りてくる。じれったいその動きに、まなほは上半身を揺らした。

（私だけ興奮しているみたいで恥ずかしい……）

　まなほは目を開けて紀一を確認することなどできなかった。豊かなバストを下から掬い上げられるように揉まれ、膨らみを丁寧に触られた。Ｔシャツの上からでも紀一の手の熱を感じ、まだ大人しく鎮座する頂に早く触れてほしくて胸を揺らしてしまう。頂を指で探り当てられ、紀一のキスが離れた。彼はまなほの上に跨り、ゆっくりと両手で両方の頂を探り当てる。コリコリと指で固くさせられ、まなほはギュッと目を閉じたままだった。時折、甘い喘ぎが微かに吐息と一緒に漏れてしまう。

「まなほ、Ｔシャツを捲って」

　紀一の声にまなほはそっとＴシャツの裾を捲り上げる。胸の上まで捲ると、彼の手が手伝ってくれて脱がされてしまった。

「綺麗だ……」

　紀一の声に感嘆の色が含まれ、それが妙に色っぽく響く。

　彼の手が直接肌に触れ、頂を舌で転がされると、ビリビリっと電気が走ったような衝撃が走る。

「ふぁっ……あぁっん……」

　彼の手によってふくよかなバストは形を変え、ビンビンと勃ち上がった頂を指と舌で刺激される。

「あっ、あぁぁんっ……」

　声を押し殺しているはずなのに、漏れ出る嬌声にまなほは手で口を覆い隠そうとした。

「ダメだよ、声を我慢しちゃ。この部屋なら隣も気にならないし、めいっぱい啼いて」

　紀一の甘い声と同時に頂を甘く噛まれたまなほは、背中を弓なりに反らせながら声をあげた。知らずに目尻から涙が溢れ、足の間は熱くてじんじんしている。

　もぞもぞと太腿を合わせ、必死に蜜が垂れないように我慢しているつもりだった。

　胸の頂を口に含まれ、もう片方の手が胸から下へと移動していく。

「あっ、紀一……そこ、だめぇ」

　慌てて足をギュッと閉じたまなほだが、すでに力が入らなくなっていた。太腿を押し開かれ、彼の熱い掌が何度も太腿を撫でる。短パンの上から割れ目にそって指でなぞられ、グリグリと何かを探しているような動きを見せる。

「んんっ、あぁぁっ……」

　何かを探り当てられたのか、まなほはまたビリッと電気が走る感覚を覚えた。

「腰、少しだけあげて」

　紀一の言葉にまなほは素直に従った。その瞬間、短パンとショーツが一緒に脱がされ、悲鳴に近い声があがってしまう。

　まなほの足の間に入った紀一はくつくつと笑い、そっと彼女の頬に手を当てた。

「やっぱり怖くてやめたい？」

「そ、そうじゃなくて」

「うん、何？」

「は、恥ずかしくて」

「今夜は全部、見たい。まなほの中に入りたいから」

　紀一の声が甘く色気を含んでいて、まなほはつい頷いてしまった。彼の唇がそっとまなほの唇に重なり、すぐに舌が入ってくる。キスに酔いしれていると、彼の手はまなほの恥ずかしい部分へと伸ばされた。誰も触れたことのないまなほの聖域に、紀一の指がそっと触れる。ゆっくりと円を描くように全体を擦られると、ビクッと震えた後にトロリと熱い蜜を溢れさせてしまう。

「んんっ……」

　キスで口を塞がれたまなほは、彼の指が割れ目に添ってゆっくりと動くのを感じた。

「感じてくれていてよかった」

「えっ？」

「でもまだ足りないけどな。もう少し気持ちよくしてあげる」

　紀一はそう言いながら、彼女の胸の頂をパクッと咥えると舌と唇を使って刺激を与え続ける。

「あっ……あんっ……」

　胸への刺激が強く、そちらに集中していた時だった。彼の指がゆっくりと隘路に入ってくるのがわかった。

「んぁっ……」

　ぬるぬるくちゅくちゅと音を立てて、掻き混ぜられるように浅瀬を行ったり来たりする。その度にジンジンと隘路の奥が熱くなって、深いところからとろとろと蜜が蕩けだしてしまう。蜜が溢れる度に彼の指と絡まり、卑猥な音が響く。

「指が少ししか入らないな。もう少し柔らかくしないと」

　彼はそう言って、まなほの太腿の間に顔を埋めた。ぬるっとした指とは違う感覚にまなほは腰を浮かせた。花弁や花芯を余すことなく舐められ、ビクビクと震えながらまなほは蜜を溢れさせる。

「いやんっ……そこっ、だめぇっ……」

　今まで一度も味わったことのない感覚が次々とまなほに襲い掛かる。

「あぁ、見つけた。まなほ……気持ちよくなって」

　紀一はそう言い、花芯を舌で暴き、指を隘路に入れてきた。中を彼の指が擦りあげ、花芯はちゅうちゅうと吸われる。恍惚とした何かがまなほを包み込み、声にならない声をあげた。次の瞬間、ビリリッと強い刺激に腰の戦慄きが止まらなくなっていく。

「まなほ、力を抜いて」

　紀一に言われても力の抜き方がわからない。ギュッとシーツを握った瞬間、彼女に絶頂の波が襲った。

　ビクンビクンと腰を震わせているまなほに、紀一はゆっくりとキスをしてくれた。

「これからだよ、まなほ」

　まなほは力なく頷いたが、頬や額に髪の毛が汗で張り付いていた。彼が服を脱ぎ、そして避妊具を準備したようだ。彼が自身の先端でまなほの花芯をグリグリと刺激し、溢れた蜜を塗り付けている。

「紀一っ……」

「うん、怖い？」

「そ、それ……無理そう」

「大丈夫」

　紀一の大きさに恐怖を抱いているまなほをゆっくりと抱きしめ、紀一は腰を近付けた。先端が少し入っただけで、彼女の中はきつく締まっていることに気付いた。

「まなほ、しっかり掴まって」

　彼の首に腕を回しながら、まなほは深く息を吐いた。次の瞬間、グイッと質量の大きなものがまなほの中に突き進んできた。

「うん、もう一回深く息を吐いて」

「いたいっ……」

「息を吐いて」

　紀一に言われたまなほは、深く息を吐いたつもりだ。もっと奥まで紀一が入ってきて、まなほは腰が震えていた。

「全部入った。まなほ、俺が入っていることわかる？」

「ん、んん、わかるっ……」

「痛い？」

「うん……」

　彼女の目尻からこぼれる涙を舌で掬い、紀一はゆっくりと動き出した。引き攣った痛みが少しずつ緩和され、まなほはまた熱い蜜をトロトロと溢れさせ始める。

「ごめん、すぐに気持ちよくなるから……動くよ」

　紀一はそう宣言してくれたが、まなほには聞こえていなかった。少しずつ痛みよりも快感が上回っていく中、まなほは知らずに声をあげていた。

　紀一の腰の動きが早くなるにつれ、まなほには快感の波が襲い始める。お互いに熱を持って汗ばんだ肌を重ね、脈を打っている紀一を自分の中で感じていた。

「んぁっ、あぁぁっん……」

　まなほの声が掠れ、身体全身がビクビクと痙攣し始めた。ずんずんと奥に紀一自身が当たり、きゅうっと腹部に力が入った。

「うゎっ……きつぅっ……」

　紀一の顔が歪んだのが見えた瞬間、まなほは絶頂を引き寄せた。紀一の腰もプルプルと戦慄き、彼女の中でドクンドクンと大きく脈を打っているのを感じた。

　ゆっくりと彼が出て行っても、まなほは違和感があった。まだ何かが挟まっているような妙な感覚だ。

「まなほのはじめてが俺で良かった。こんな可愛い姿、ほかの誰にも見せたくないから……水、持ってくるよ。まなほ、シャワー浴びる？」

「浴びたい」

　まなほはそう答えたが、身体が重くて動けそうにない。紀一が水を取りに行き、まなほはぐったりとベッドに横たわっていた。すごく疲れていて、まだ痛みもあるのに頬が緩んでしまうほど、幸せだと感じる。

「ほら、水」

「うん、ありがとう」

　ペットボトルを受け取り、まなほは水を飲んだ。彼女からペットボトルを受け取ると、紀一はサイドテーブルにそれを置いてまなほを抱き上げた。

「紀一？」

「ん、動くの辛くない？　一緒に入ろう」

「い、一緒に？」

「もう全部見ているんだから、恥ずかしがらなくても」

「で、電気は消してっ！　明るいのはイヤっ」

「電気消したら、見えなくて危ないだろ」

「え？」

「まなほを抱っこしているのに、俺が滑ったらヤバいってこと」

　結局、煌々と明るい電気の下でまなほは紀一によって全身を洗われた。すごく恥ずかしいのに、紀一が優しくて大事にしてくれているのが伝わってきた。それだけでまなほは嬉しくて涙が溢れそうになる。

（今まで幸せだって感じて嬉しすぎて涙が出そうになることなんて、なかったのに。恋ってすごい）

　そんなことを思いながら、まなほは紀一に甘やかされて一緒にベッドに入り、しっかりと抱きしめられた。

「痛いところとかないか？」

　紀一の腕の中で彼の声を聞くと、いつもと違う声に聞こえる。

「痛くはないけど……変だよ」

　まなほはどう説明していいかわからず、言葉を濁す。何かが挟まっているような感覚は無くなったが、開いている感覚が残っている。まるで穴が開いてしまったかのようだ。

「無理させてごめんな。途中でやめてやれなくて」

「そんなことで謝らないで。紀一は後悔しているの？」

「まなほを抱いたことは後悔していないけど、もっと痛くないようにしてやりたかったなぁとか、まだ抱き足りないとかそういうのはある」

「紀一、どんな顔をしてそんなことを言うの？」

「顔をあげるのはダメ。俺も恥ずかしいから」

　お互いにギュッとしながらじゃれ合っているうちに眠ってしまったようだ。

　翌朝、まなほが目覚めると、隣で寝ていたはずの紀一はいなかった。

「あ、起きちゃった？　おはよう、まなほ」

　紀一がそっとベッドルームに入ってきて、まなほはホッとした。彼はすでに服を着ていて、昨夜の服装とも違った。おそらく一度家に戻って着替えたのだろう。

「おはよう、紀一。起こしてくれてよかったのに」

「休みだし、昨日無理させたし、それに寝顔が可愛かったから」

　まなほの額にキスをしながら、紀一が甘く囁く。

「朝ご飯を準備したんだけど、食べられそう？　身体が平気そうなら、デートしない？」

　紀一の言葉にまなほは目を丸くした。

「デート？」

「……ごめん、期待するような場所じゃない」

「え？」

「朝ご飯を食べて、ちょっとドライブしてショッピングセンターに行こうかっていうだけ。かっこつけたかっただけです、ごめんなさい！」

　紀一が片手でごめんとやりながら、片眼を瞑る。

「それ、楽しそう。そういうのはデートに入らないの？」

　まなほが紀一の腕にしがみつき、彼は笑っていた。

「休日に一緒に買い物するだけだよ。いつもと同じって言われるかと思った」

「あ、そうか。そうだね。でもちょっと遠くに行くんでしょ？」

「うん、本屋もあるし、スーパーもあるし……時間もあるから映画が観たかったら映画も観る？」

「カフェランチもしたいわ」

「わかった。じゃ、二人で楽しめたらデートだってことで」

　紀一はそう言い、まなほの手を取ってベッドから降ろした。

「顔を洗って着替えて。朝食はもうできているから」

　まなほは大きく頷き、すぐに準備を整える。朝食を急いで食べると、まなほは出かける準備を済ませた。

「学生以来かなぁ、紀一とドライブ」

「ドライブじゃなくてゼミ合宿だろ」

　エレベーターで二人はそんなことを言いながら、笑いあう。まなほが紀一の手に手を伸ばし、彼がギュっと握り返してくれる。

　紀一の車は地下駐車場に停まっていて、彼の隣にはまなほの車が停まっている。

「俺の車でいい？」

「うん、どっちでもいい」

　まなほの車は外車メーカーの四輪駆動タイプだ。彼女も車をよく運転する方だった。ここに越してくる前までは、自分で運転して会社に通っていたくらいだ。

　紀一の車は国産メーカーのハッチバックだ。トランクが広く、彼は暇があれば市場に行って食材をまとめて買うのに便利な車を愛用していた。

「さて、シートベルトして」

「うん、大丈夫」

　二人はゆっくりとドライブを楽しみながら、郊外の大型ショッピングセンターに向かった。
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　土曜ということもあり、ショッピングセンターは混んでいた。

「まなほ、まずは映画館に行ってみようか」

「紀一は観たい映画があるの？」

「チェックしていないから、二人で決めようかと思って。観たい映画が無かったら、本屋に行こう。昼はカフェが空いた頃でいい？」

　まなほが頷き、紀一の手を取った。ギュッと掴んでいた手を一度離され、今度は指と指が絡むように繋ぎなおされた。

「身体がつらくなったらすぐに言えよ」

「大丈夫よ」

　まなほはそう笑っていたが、歩くたびにいつもと違う感覚だった。心なしか歩き方がガニ股になっているような気がする。

（ちょっと歩きにくい感じがあるのよね。あんなに痛いとは思わなかったし……いろいろ経験しないとわからないことって本当に多いわ）

　そしてまなほは紀一がすごく気遣ってくれていることに気付いた。

（彼として傍にいる時だけじゃなかった。秘書の時も大学の時も……ううん、高校の時から私が困らないようにずっとサポートしてくれていたんだ）

　今まで紀一のことを意識して見ていたわけではない。ここ数日、二人の関係が変わった今になってまなほは紀一がさりげなく自分を助けてくれていたことに気付いた。

　映画館で上映中の映画タイトルを見ながら、まなほはじっと紀一の横顔を見ていた。

「観たい映画、ないのか？」

「紀一が観たい映画を観たい」

「困ったな、俺はまなほに合わせるつもりで」

「そうやっていつも私が過ごしやすいようにしてくれたんだね」

「そんなことないよ」

　紀一はそう言ったが、一度もまなほの方を向かない。

（あ、照れているのかも？）

　まなほは直感でそう思った。

「映画はやめて、ちょっとぶらぶらするか」

「うん、本屋さんとあと雑貨屋さんも行きたい」

「雑貨屋？　何か買いたいものあるのか？」

「ちょっと見たいだけ。紀一はどこか行きたいところある？」

「じゃあ先に寄ってもいいかな」

　紀一の後についていくと、カップルリングが有名なブランドジュエリー店に入った。

「紀一？」

「うん、形だけでもと思って」

「形って？」

「うん、カップルリングと婚約指輪を買おうと思って」

「えっ？」

　紀一の言葉にまなほは何も言えなくなった。胸が熱くなって喉の奥が詰まる。幸せすぎてこんなに苦しくなるなんて、はじめてだった。

「婚約指輪はそれっぽく見えるやつ。会長がパーティーで婚約してるっぽいことを示唆したようなもんだろ？　会長が認めた相手ってことはさ」

「そうね、お父様が認めるって言ったら、婚約しているって思われるわね」

「うん、あとはまなほの男除け」

「じゃ、紀一の女性除けにも使える？」

「俺はそんなにモテない」

　紀一がそう言い、二人はゆっくりとショーケースの中を見ていく。

「言っておくけど、婚約指輪っぽく見えるやつだから。本物はちゃんとその時が来たら渡す」

「そ、そんなにいっぱいいらないよ」

　まなほが慌てると、紀一は首を横に振った。

「ちゃんとしたいんだ。相手がまなほだから」

　その言葉にまなほは頷くしかなかった。

　二人はじっくりと指輪を選んだ。

「お二方ともサイズがありますので、三時間後にはお渡しできますよ」

　そう言われ、帰りに取りに来ると伝えた。

「紀一、その日のうちに受け取れるって知っていたんでしょ？」

「朝、調べたんだよ。形だけでも月曜日からちゃんと持たせておかないとって」

「紀一も指輪をするの？」

「一応、中村課長に訊いてみて許可が下りれば」

「社長の権限で着けることを義務にしようかしら」

　まなほがそう言い、紀一は苦笑を浮かべていた。まなほの行きたかった雑貨屋に行き、彼女は新しく万年筆とボールペンを購入した。ほかにもノートや鞄の中を整理できる仕切りなどを買った。

「本屋の前に食事しようか」

　紀一の提案で二人はいくつかあるカフェを覗きに行った。

「まなほはどこがいい？」

「うーん、どこでもいいかなぁ。紀一は？」

「俺は、そうだな。さっき行ったソファ席がいっぱいあるところかなぁ」

「うん、そこにしようか。カフェでランチって言ったけど、紀一は足りないんじゃない？」

「それは大丈夫。そこは結構、がっつり食べられそうなメニューもあったから」

　紀一の言葉にまなほは目を丸くした。

（紀一って抜け目ないって感じなのよね。私はメニューよりも客層とか客の入り具合とか、そんなのばかり見ていたから）

　二人が選んだカフェはカップルが多いと感じるカフェだった。二人掛けのゆったりとしたソファに二人は並んで座る。テーブルの向こう側はまたソファの背凭れで、客同士が向かい合うこともない。

「この造りってもったいない気がするのよね」

「あぁ、一度に入れる人数が少ないから？」

　まなほの言いたいことを汲み取るように紀一はそう言い、まなほは頷いた。

「でも、客として来ると、客同士の視線が気にならなくて居心地がいいと思う」

　ソファの背凭れは少し高めに設定されていて、前の席に客が座っているのかどうかも気にならない。

「さて、何がいい？」

　二人は席をキープすると、レジカウンターに並んだ。まなほは生ハムとチーズのベーグルサンドを選び、飲み物は温かいカフェオレにした。紀一はボロネーゼパスタとサラダ、それとブレンドコーヒーを選ぶ。

　トレーで食事を運んでソファに座って食事を済ませる。

「思っていたよりも回転率がいいのかも」

「食べることに集中できるし、でも読書でカフェっていう時にも使えそう」

　紀一がそう言い、まなほは彼の着眼点に感心してしまう。

「そうね。この背凭れにゆったりと体重を預けて、本を読んでいたら何時間でも過ごせちゃうかも」

「まなほは特にそうだろうなぁ。家のソファも買い替えたくなる？」

　紀一の言葉にまなほはその手があったと思ったが、口にはしなかった。

　食事を済ませ、本屋で二人は思い思いの時間を過ごし、食料品を買いに行った。

「一度、車に戻ってからもう少し見て回る？　それとも疲れた？」

「紀一は行きたいところがないの？」

「ワイシャツだけ買いに行こうかなぁ。ネクタイも新しいのが欲しいんだけど」

「一緒に行ってもいい？」

「つまらないと思うけど」

　まなほは首を大きく横に振った。

「ネクタイ、選んであげる」

　自信満々に言ってはみたが、まなほは自分に服を選ぶセンスがないことはわかっているつもりだ。彼女のコーディネートは祖母が考えたものを、着まわしているに過ぎない。

　食料品は紀一の車のトランクにあるクーラーボックスに入れ、二人はもう少しショッピングを楽しんでから、指輪を受け取った。まなほはペアリングだけでも半分払うと言ったが、彼は断固として明細書を見せてくれなかった。

　いつも通りまなほの家に戻るのかと思えば、隣の紀一の部屋に案内された。

「今日は俺の部屋で過ごそう」

「でも、明日は紀一がボランティア出勤で早いでしょ？」

「だからだよ。俺が帰ってくるまで、まなほは俺の部屋から出られないから」

　紀一はまなほの部屋に簡単に出入りできるが、まなほは紀一の玄関ロックの解除番号をスマートフォンに登録していない。まなほが紀一の部屋に勝手に入ることはなかったから、覚える必要がなかった。もちろん勝手に出ていくことくらいはできるが、いくらこのフロアにまなほの部屋と紀一の部屋しかないとわかっていても、鍵を掛けずに出ていくようなことはしない。

「明日はボランティアから戻ったら、お家デートってことでいい？」

　紀一に耳元で囁かれ、まなほは小さく頷いた。

　まなほは紀一のリビングをぐるりと見渡した。ソファはなく、ローテーブルと座椅子があるだけだ。テレビは大きく、その近くにはパソコン用のデスクと椅子が置かれている。

　ダイニングテーブルセットがないせいか、まなほの部屋よりも広く見えた。

「まなほの部屋とは反対側のこっちに風呂とかトイレとかあるから。寛ぐって言ってもソファがないから居心地が悪いかも」

「ううん、これに座っていいの？」

「どうぞ。本を読んで待っていて」

　先ほど買った本屋の袋がまなほに渡され、本を開けた。

「紀一は？」

「風呂を準備して、夕飯の下準備に入ろうかなぁって」

「それ、見たい。やってみたい」

「えっと、料理？」

「うん」

　まなほの好奇心に負けたかのように紀一は頷いた。

「風呂掃除が終わったら、声を掛けるよ」

　まなほは頷き、本を読んで待っていることにした。まなほは序章の部分で本に引き込まれ、没頭してしまった。そのせいで紀一に何度か呼ばれたのにも気付けず、一文字ずつ丁寧に文字を追っていた。

「まーなほっ！　飯、冷めちゃうから」

「えっ？」

「えっ、じゃないよ。飯、できたよ。そろそろ読み終わる？」

「ご、ごめんなさい。手伝うって言ったのに」

「一緒に料理するのはいつでもできるからいいよ。それよりその本、すごく面白そうだな。次、貸して」

「面白いっていうか、すごく考えさせられるのよね。今までのミステリーとは違って、読者も探偵の一人って感じ」

「まなほの推理は当たったのか？」

「半分くらいかしら？　あとは証拠なのよね」

「俺も楽しみにしておこう」

　二人はローテーブルで食事をして、それから一緒に風呂に入った。

「や、やっぱり恥ずかしい！」

「ちゃんとバスタブに湯を張ったし、まなほのために泡風呂も作ったんだけど」

「でも、なんか……恥ずかしいし、泡風呂が逆にその」

「エッチに感じちゃうんだ？　まなほって感受性が強いんだな」

「え？」

「感じやすいしね。ほら……気付いているだろ？　さっきから乳首がビンビンに勃っていること」

「そ、それは紀一が」

「うん、ずっと触っているけど、膨らみを揉んでいるだけだろ？」

「んんっ……」

　まなほの押し殺した嬌声に紀一はそっと彼女の足を自分の足で開いた。

「や、やだっ……」

「泡で見えないから。あ、濡れているね」

　彼の指が円を描くように花弁に触れてきた。

「あっ、やぁぁぁっ……」

　少し膨らんできた花芯を紀一の指がカリカリと引っ掻いた。バスルームではまなほの押し殺した喘ぎ声も反響して大きく響く。

「きいちぃ……あつい」

　まなほが潤んだ瞳で紀一を振り仰ぐと、紀一の目が優しく細められた。

「うん、出ようか。俺が先に出るよ」

　まなほは彼の方を見ないようにして、彼がシャワーを浴びて出ていくのを待った。紀一が出てすぐにまなほもシャワーを浴びて、出てきた。そこにはまなほ用にバスタオルだけが用意されていて、それを巻くしかなかった。

「まなほ、出た？　こっちおいで、髪の毛乾かしてやるから」

「ドライヤー貸してくれれば自分でできるわ」

「やってあげたいの」

「そういうものなの？」

　ドライヤーで髪をしっかりと乾かしてもらった。それから彼のベッドに行くと、紀一がまなほを膝の上に乗せる。そのまま、まなほの後頭部を抑えてキスをされた。覆い被さっているのはまなほなのに、キスの主導権は紀一にある。

「まなほは上顎と舌の先っぽが弱いんだね。舌を吸うと太腿が震える」

「だ、だって」

「パンツ履いていないから、溢れちゃって大変だってこと？」

「紀一、意地悪言わないで」

「意地悪じゃないよ。まなほが濡れるように俺が攻めているだけで」

「どうして？」

「俺、もう挿れたいくらいヤバいから。昨夜は久しぶりすぎてコントロールできなかったし、今日は一日中まなほに触れたくてヤバかった」

「紀一ってそんなことを言うの？」

「かっこ悪いなぁとは思うんだけど、まなほに対しては好きすぎて制御できない。どういう意味かわかる？」

　まなほは首を横に振った。

「今夜は俺の体力が切れるまで抱くってこと」

「ちょ、ちょっと待って。そんなことになったら」

「明日のことなら心配いらないよ。きっとスッキリしてしっかりボランティアができそうだ。そのためにもまなほが頑張ってくれないとね」

　まなほはぞくりとしたが、彼が舌で唇をなぞってくると抗えずに自分から唇を寄せた。バスタオルが取られ、彼女の胸を彼の大きな手が包み込む。彼の手によって形を変えられながら、少し落ち着いていたはずの先端が勃ちあがってくる。指で固くなった部分を擦られると、ビクビクと太腿の内側が痙攣する。

「まなほ、ちゃんと俺に掴まって」

　まなほの腕を彼の首に巻き付けさせ、彼の舌が鎖骨を辿り始めた。ゆっくりと胸に向かっていく舌にまなほは知らずに背中を仰け反らしてしまう。

　背中に回された彼の指が背骨の上をツーッと腰の方へと滑らされた。

「あぁっ……いやぁぁんっ」

「そんなにおっぱい押し出さなくても、ちゃんと舐めてあげるよ」

「ち、ちがっ……違うのっ、紀一」

「舐めなくていいの？」

「そ、そうじゃなくて」

　まなほは恥ずかしくて手で顔を覆った。それを待っていたかのように、紀一がまなほをベッドに縫い付けた。彼女の足を大きく広げ、その間に彼の顔が埋まった。

「き、紀一ッ？……やぁぁっ、あぁっ、んぁっ……はぁんっ」

　彼の舌が割れ目に沿って行ったり来たりして、花弁を舐められる。花芯を吸われて、隘路に舌が入った。

「やっ、やぁぁっ、いっぱいしちゃ、だめっ……変になるぅっ」

　まなほの長い髪が紀一のベッドシーツに乱れ、彼女の手が紀一の肩を掴んだ。グイッと腰が上にあげられ、彼が蜜を啜る様が見えた。

「やっ、やだっ……」

「恥ずかしいと溢れるんだね。指が入っていくのを見て」

「あっ、あぁぁっ……」

　ずぶっと指を挿れられ、出し入れされるたびに蜜が絡む音が響く。まなほの下腹部がキューッと締まっていくのを感じた。その瞬間、紀一の指が離れた。

　くるんと、まなほはうつ伏せにさせられ、今度は四つん這いになった。

「指を挿れるたびに、腰が動いているよ、まなほ。もっと気持ちよくなりたい？」

「ん、うんっ……あっ、あぁぁっん」

「まなほ、乳首をシーツで擦って……そんなに触られたいの？」

「あ、あぅんっ……もっとシて」

　感じすぎて紀一の言葉を理解できなくなっていた。頭の中は真っ白になりそうでならなくて、あと少しで快感を引き寄せられるはずなのに寸前で彼の指が止められてしまう。もどかしさにおかしくなりそうだ。

「わかった、今度はおっぱいを触ってあげる」

　背後から引き上げられ、抱きしめられたまなほは背中から回った彼の手が胸に触れるのを見ていた。

「紀一、いやっ……もぅ、我慢できないのっ」

「イキたいの？」

「うん」

「わかった。じゃ、まずはまなほだけね。足をちゃんと広げて」

　紀一に背中を預けると、足を大きく広げた。花弁を広げて隘路に指が入った。もう片方の手で花芯をグリグリと擦られ、隘路に入った指は二本に増やされて快感のツボを刺激し始める。

「あ、見つけた。ここだよな？」

　隘路に入った紀一の指がそこに触れた瞬間、まなほは声にならない声をあげて大きく身体を震わせた。秘玉をグリグリと弄られたまなほは、頭の中が一気に真っ白になって力が抜けた。勝手に大きく震えた腰と力が抜けた隘路からしとどに蜜を垂れ流していた。花弁はぱくぱくと開いたり閉じたりを繰り返し、まるで何かを欲しがっているようだった。

　大きく肩で息を吐いているまなほをもう一度、四つん這いにさせて紀一は後ろから入ってきた。

「やっ、大きい」

「ん、すっげぇ興奮してる。まなほが可愛すぎて」

「あぁぁっ、苦しい」

　紀一がゆっくりと腰を動かし始め、最奥まで到達した。

「あぁんっ」

「奥の壁に当たっているの、わかる？」

「う、うんっ、熱いっ」

　まなほの腰を動かしながら、紀一は最奥を突いてくる。さっき達したばかりなのに、まなほは別の快感の波を引き寄せ始めた。

　ずるんっと紀一自身がまなほの中から抜け出し、まなほは自分の花弁がいやらしくヒクヒクしているのを感じた。

「やだぁ、抜いちゃぁ、だめぇっ」

「うん、まなほの顔が見たくなった」

　まなほを仰向けにして、それから彼は優しくキスをしてくれる。唇に触れた後、深く舌を絡めてきながら、彼自身もゆっくりと入ってくる。

　まなほは息ができなくなって、思わずキスから顔をそむけてしまった。

「だめ、キスに集中して。じゃないと、まなほはすぐにイッちゃうだろ」

「んんんっ……やぁだぁ、苦しい」

　イキそうでイケない微妙なラインを確かめるかのように紀一自身が、浅いところを擦ってくる。奥に来てほしいのに、少し奥まで行くと引き抜かれて浅いところを執拗に攻められる。

「あっ……だめっ……」

　紀一に焦らされ過ぎたまなほは自分から腰を押し付けた。グイッと最奥に到達した彼自身を感じた瞬間、すべての我慢が限界を超えたようだ。目の前がちかちかと光り、視界が白一色に変わった。今までとは違って体全体が波を打つようにビクンビクンと震え、自分ではどうにもできなかった。そんな彼女を優しく抱きしめながら、尚も彼自身は彼女の中を抽挿し続ける。

「うぁぁ、すげっ、めちゃくちゃ、締まって……うぅっ」

　紀一が呻き、彼自身がどくどくと脈を打っているのがわかる。まなほの意識はそこで途切れてしまった。
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　息を切らしながら、紀一は自分自身をゆっくりとまなほの中から引き出した。気を失っているまなほの頬を撫で、水を取ってくることにした。まなほから少し離れた瞬間、彼女の手が自分の手首を掴んだ。

「紀一、どこ行くの？」

　不安そうな瞳を向けられ、紀一はドキドキしながら彼女の頬に唇を押し当てた。

「水を取ってくるよ、まなほ。すぐに戻るから。喉、痛くない？」

　彼女が小さく頷き、紀一は彼女にタオルケットを掛ける。

「まなほ、寝るなよ」

　そう言い残して水を取りに行ったのに、戻ってきた時には遅かった。疲れ切ったまなほはすやすやと寝息を立てて眠っている。

「あーあ、もう一回って思ったのになぁ。こうなったら起きないんだよな」

　がっかりしたと思う反面、彼女の寝顔を見ながら隣で眠れる至福の一時に紀一もまた酔いしれていた。

　翌朝、ボランティア出勤の紀一は、まだ眠っているまなほの服をすべて洗濯機に入れた。そして自分のＴシャツを一枚、まなほのすぐ傍に置いておいた。

　彼女の分の朝食は冷蔵庫に入れ、メモを一枚ベッドサイドに置く。もう行かなければならないのに、彼女の寝顔にもう一度だけとキスをした。

（家に帰ったら指輪を渡さなきゃ。昨夜、渡すつもりがすっかり忘れていた）

　紀一は本社近くの集合場所に時間通りに到着した。

「おはようございます。本日は気温が三十五度以上になると言われていますので、二時間ほどの作業で終了とさせていただきます。ここから駅までのゴミ拾い、本社非常階段の掃除、駐車場掃除と排水溝の掃除に分担させていただきましたので、各自確認してください。熱中症対策として、水分をしっかり摂って作業に当たってください」

　注意事項を聞いた紀一は分担表を見に行く。

「高階先輩っ」

　背後に加奈子の声が響き、紀一はゆっくりと振り返った。

「なぜ里見さんがボランティアにいるんですか？」

「えっ？　なぜって」

「なぜ、私が本日ボランティア出勤になったのか、ご存知ですか？　理由をわかっていながら、今日ここでお会いするとは思えないのですが」

「ど、どういうことですか？　高階先輩とは偶然一緒というわけではないんですか？」

「あなたとは偶然一緒だと言われても一切、信用しません」

　紀一は冷たく言い放ち、加奈子から離れた。追いかけてきそうな彼女に追い打ちをかける一言を吐き出した。

「今、名簿を見ましたが、あなたの名前はありませんでした。さっさと帰ってください」

　紀一は加奈子を一切見ずに、歩き始めた。彼の持ち場は駐車場で地下三階を五人で掃除する。二時間で掃除を終わらせ、紀一は帰ることにした。

（さすがに起きているだろうな。朝飯は食べたかな……午後は何をしようか）

　家に到着する頃合いを見ながら、紀一は昼ご飯を考えていた。

　電車に乗ってすぐに近くに加奈子の姿を見つけ、紀一は用心のために一駅手前で電車を降りた。

　改札を出てコンビニに入り、加奈子の様子を窺う。彼女はコンビニには入ってこないが、近くにいるようだ。紀一は気付かない振りをして、コンビニで缶ビールやワインを買った。それからわざわざすぐ傍のドラッグストアに入り、彼女の様子を窺いながらコンドームと栄養ドリンクを買う。

　公園を横切って人通りが一気になくなったところで、紀一は振り返った。

「いつまで付いてくるんですか？」

「わ、私の家はすぐそこで」

「へぇ、そうなんですね。じゃ、ここで失礼しますね」

　紀一はそう言い、彼女のすぐ目の前でタクシーを止めた。そのままタクシーでマンションに戻ってきた。ドラッグストアで紀一は近くの公園そばにタクシーをアプリで呼んでいた。わざと人通りも車の通りも少ない場所まで歩いてきたのだ。

　部屋に戻ると、玄関を開ける音で気付いたのかまなほがリビングから出てきた。恥ずかしそうに紀一のＴシャツを着ていて、その姿が愛らしい。

「ただいま、まなほ」

「紀一、おかえり」

「朝食は食べた？　コーヒーは？」

「うん、食べた。コーヒーも頂いたわ」

「アイスコーヒーでも飲んでいて。俺、汗かいたからシャワー浴びてくる」

「あの、紀一」

「ん？」

「ぱ、パンツだけでも履きたい」

「あぁ、そうか。たぶん、乾いていると思うよ」

「乾いているって？」

「洗濯しておいた。ほら、まなほの服とかパンツとかブラとか」

　真っ赤になったまなほに紀一は乾いたばかりのそれらをまなほに渡した。

「あ、パンツだけでいいんだっけ？　じゃ、パンツだけ」

　紀一がパンツだけをまなほに渡した。

「や、やだぁ、返して」

「うん、俺がシャワー浴びている間に着替えて」

　紀一はまなほに服をすべて返した後で、シャワーを浴びた。

「映画観る？」

　紀一に訊かれ、まなほは頷いた。紀一は冷凍のピザシートを使ってピザを作った。そして買い置きのスナックやアルコール類をローテーブルに置き、一つしかない座椅子に紀一が座ると、彼の足の間にまなほを座らせた。

「まなほ、左手」

「うん？」

　彼女が左手を差し出し、紀一は薬指にまずカップルリングを通した。その後で婚約指輪を通し、彼女の指にキスをする。

「昨日、渡そうと思って忘れちゃって」

「紀一は着けないの？」

「まなほが着けてくれる？」

　まなほにリングを渡すと、彼女はおそるおそる紀一の左手薬指に通していた。そして二人は唇を重ねた。

「映画は何にしようか」

　紀一はテレビを点け、配信されている映画一覧を見ている。

　足の間に座らせたまなほから、自分と同じシャンプーの香りがするとそれだけで顔がニヤけそうになった。

「あ、これが観たい」

　まなほが選んだのはホラーサスペンス系の邦画だ。

（まなほってホラー系、平気なのかな。キャーとか言って抱きついてくるタイプには見えないけど）

　紀一はそう思いながら、抱きついてほしいと期待を込めていた。序盤は大人しくピザを食べ、ビールを呑みながら映画を観ていた。ピザを食べ終わり、ビールも一缶開けたところで紀一はまなほの腰に手を回した。そして彼女の肩に顎を乗せると、僅かだったがまなほがビクッとしたのを見つけた。

「怖い？」

　耳元で囁くと、まなほは潤んだ瞳で睨みつけてきた。

「紀一は平気なの？」

「原作を読んじゃったから」

　紀一はそう言い、まなほの耳朶を甘く噛んだ。

「ひゃんっ」

　その可愛い反応に、紀一は悪戯を繰り返し始めた。まなほの心臓の上に手を置き、彼女の鼓動が大きくなっているのを感じ取る。

「すごくドキドキしているけど、怖いから？」

　効果音にビクッと肩を震わせるまなほは、首を縦に振る。そんな彼女の胸に手を当て、膨らみを優しく包み込む。

「紀一、映画……」

「うん、まなほはちゃんと観ていて」

　そう言いながら、紀一はブラジャーのホックを服の上からパチンと外した。シャツの前ボタンを外して、ブラジャーを押し上げる。彼女の膨らみを両手で包み込みながら、ゆっくりと優しく揉んでいた。親指で頂を擦ると、すぐに勃ち上がって固くなる。固くなった頂を舌で転がし、舐めまわしたい衝動を抑えて紀一はゆっくりとまなほから離れた。

「紀一、どこに行くの？」

　トイレだと言い、紀一はベッドルームから枕を持ってきた。ついでにティッシュの箱とコンドームを箱ごと持ってくると、ゴミ箱を近くに引き寄せる。枕をまなほに抱かせ、そのまま彼女を四つん這いにした。スカートをめくりあげ、ショーツをずるっと引き下ろす。蜜で少しだけ濡れていて、紀一はそこに舌を伸ばした。隘路を舌で掻き混ぜ、溢れ出てくる蜜を音を立てて啜る。

「まなほ、映画に集中しなよ」

「で、できないよ」

「ほら、怖いシーンだよ」

　紀一がそう言ったと同時に派手な効果音で画面が暗転する。

「ひゃっ……」

　可愛い声で悲鳴を上げた瞬間、紀一は隘路に指を二本入れた。突き出されたお尻がプルプルと震え、花芯を舌で転がし始める。膨らんできた花芽を彼は吸いながら、自分のズボンとパンツを一気に下ろした。コンドームの袋を破るタイミングも効果音が大きくなった瞬間だ。自分のモノにゴムを付け、まなほの身体を引き寄せる。自分の上に座らせると同時に、濡れた隘路に自分自身の欲望を押し付けた。

「あっ……あぁぁん」

「痛い？」

「きつい……」

「うん、我慢できなくてごめんね」

　紀一はそう言いながら、まなほの体重で奥まで到達させる。足を開かせ、スカートの中で花芯を指で弾きながら弄ぶ。熱い蜜を滴らせながら、まなほの奥がきゅうきゅうと締め付けてきた。紀一が腰を揺らさなくても、勝手にまなほの腰が動いていた。

「まなほ、締め付けすぎ……」

「そ、そんなこと言われても」

　ホラーシーンになると、まなほがビクッとして中がキュッと締まった。

「うわ、食いちぎられそう」

　そう言いながら、まなほが勝手に動くのを手伝っていた。

「紀一、動いちゃ……いやっ」

「まなほが勝手に腰を振っているんだよ」

「ち、ちがっ……あぁぁんっ……いやっ」

　その甘えた声に紀一は反応し、グンッと彼女を自分の上に押し付ける。彼女の腰を抱きながら下からめいっぱい突き上げた。まなほの声が遠くなり、紀一は自分自身の欲望を突き上げていく。急に彼自身を強く締め付けた後、まなほの中が緩まった。

「イッたんだ？」

　肩で息を繰り返し、言葉が出てこないまなほの耳朶を舐めながら紀一は彼女を四つん這いにした。そのまま一度、自分自身を終わらせる。コンドームの処理を終わらせると、まなほを上に向け、今度は足を大きく開かせた。

　ヒクヒクと痙攣をおこしている花弁に舌を近付け、紀一は溢れた蜜を舌で掬いながらもう一度自分自身にゴムを付ける。すぐに大きさを取り戻した自分自身をそのまま、彼女の中に押し込んだ。まなほの膝を折畳み、覆いかぶさるようにして腰を押し付ける。はだけた胸に顔を埋め、舌で頂を転がしながら吸う。

（スカート脱がせばよかったかな）

　まなほのブラウスを腕から抜き、ブラジャーも取った。彼女の足首に絡まっていたショーツもポイッと投げ、繋がったまま自分のＴシャツも脱いだ。

（スカートだけのまなほがエロすぎっ）

　つながった部分がスカートで見えなくて、それがまた淫靡に感じる。

　おかげで紀一は二回目もあまりもたなかった。まなほはおそらく二回ほど絶頂を迎えているはずだ。

「紀一、明るいのに……恥ずかしいんだけど」

「誰も見ていないし」

　紀一はまなほのスカートを脱がすと、コンドームを加えて彼女を抱き上げた。

「ど、どこに行くの？」

　質問には答えずにバスルームに連れて行く。シャワーを浴びて、紀一は持ってきたコンドームをもう一度着ける。

「う、嘘？」

　バスタブの縁に腰を下ろし、紀一は彼女を後ろから抱えた。グイッと入れると、引っ掛かりもなく、まだ濡れて熱い中へと誘われた。

「見て、まなほ」

「えっ？」

「俺と繋がっているのが見えるだろ？」

　鏡にはしっかりと二人の結合部分が見え、次の瞬間、まなほの奥から熱い蜜が溢れたのがわかる。二人はそのまま、何度も場所を変えて食事も摂らずに、繋がっていた。
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　月曜日、まなほは憂鬱な気分で出社した。憂鬱な理由はいくつかあったが、加奈子に会いたくないというのが大きく、次に腰を筆頭に身体が思うように動かないからだった。

（紀一みたいなのを絶倫って言うのかなぁ？）

　社長室に向かうエレベーターの中で、指折り昨日の行為を数えてしまいそうだった。

（リビングで二回、バスルームで一回、洗面所で……ベッドで何回シたのよ？　それで朝、起きてすぐだもん。私の身体がバラバラになっちゃう）

　そう思うのに、なぜか口の端は緩んでしまいそうになる。

　すれ違う社員たちから口々に婚約おめでとうございますと言われ、まなほはありがとうと伝えるだけだ。

（婚約していることになるのかなぁ？　紀一からはプロポーズっぽいこと言われたような）

　しかしまだ結婚というはっきりとした言葉は聞いていないような気がする。

　この日からまなほと紀一の夏休みを迎えるまで、不思議なことに一回も加奈子に遭遇しなかった。

「絶対に何か言ってくると思っていたんだけど、里見さんに一度も会わなかったのよね」

　軽井沢に向かう車の中で、まなほは運転している紀一にそう切り出した。

「会わないだろうな。里見は夏休み中だから」

「そうなのね」

　少しだけホッとしたまなほだが、いずれにしても先送りしただけのことだとわかっている。

「俺はボランティアの日に会ったっていうか、見かけたというか……」

　紀一の言葉にまなほはドキッとした。

「何か言われたの？」

「いや、まなほとのことは何も言われていない。別に話す気もないし」

　紀一の返事にまなほはホッとしていた。

「秘書課は交代で休みを取るんでしょう？」

「八月の一週目から九月の一週目までの間に、一週間の夏休みがある。希望っていうよりも俺や岡本さんとかは会長、社長の休みの日に一緒に休むって感じで他は希望だな。優先順位もあるらしいんだけど、今年は全員希望通りに休めたらしいよ」

「そう……ということは里見さんも希望通りの休みってことよね」

「そうなるんじゃないかな。とりあえず、この一週間はまなほを独占できるってことで。まなほを食って寝て……適度に運動しないとな」

「紀一、それってどういう意味？」

「別荘から一歩も外に出なくても管理人が食材を冷蔵庫に入れておいてくれる。一日中素っ裸でくっついていても誰にも何も言われない、最高の環境ってこと」

「ちょっと待って。それは無理」

　まなほが慌てていると紀一が笑っていた。その後、二人は世間話や仕事の話をしながら、道中のドライブを楽しんだ。

「朝早く出たのが正解だったな。昼過ぎには到着したし」

　軽井沢の別荘に荷物を運び、紀一とまなほは二階の部屋にいた。

「ここがまなほの部屋？」

「ううん、ここは客間」

「まなほがいつも使っている部屋は？」

　まなほは紀一をいつも使う部屋に案内した。

「屋根裏にロフトがあるんだ？　まなほは絶対あのロフトで本を読んで過ごしていそう」

　紀一の言葉にまなほは笑っていた。

「夏は暑くて過ごせないし、冬は寒くてダメなのよ。ちょうどエアコンの風が届きにくくて」

「そうなんだ。まなほ、万歳して」

　紀一に突然言われたまなほは、素直に両手を上げた。

　サマーニットの裾がまくられ、まなほが手を下ろすよりも先に脱がされてしまった。

「紀一、待って」

「うん、待っているよ」

　そう言ってくれたのに、スカートも脱がされたまなほは両手で胸元を隠し、足も太腿をすり合わせていた。くるんと後ろ向きにされると、ブラジャーのホックが外れた。

「紀一ってば」

　まなほが慌ててブラジャーのホックを止めようとすると、そのまま肩からシャツが掛けられた。ブラジャーは取られ、シャツのボタンを留められていく。そしてギュッと紀一に抱きしめられた。

「ノーブラで俺のシャツを着ているまなほ。本当は下も脱がしたかったんだけど」

「そ、それだけはやめて」

「うん、その格好じゃ、どこにも行けないよな？」

「行けるわけないでしょう？」

　まなほは恥ずかしくて胸の前で手を組んでいた。その手をグイッと上に持ち上げられ、まなほは紀一を上目遣いで見てしまう。

「まなほはおっぱいが大きいから、俺の服でもしっかり主張しているよな。明日は白シャツにしようかなぁ」

「ちょ、ちょっと待って。紀一、何枚持ってきているの？」

「まなほが汚してもいいようにたくさん」

「汚すって……」

　まなほは思い当たって真っ赤になってしまった。

（紀一にはこういうところ、絶対に勝てない）

　そう思ったまなほは意地悪のつもりで言葉にした。

「紀一は元カノともこういうことをしていたんだよね？」

　その一言は紀一を攻撃するよりも自分の胸に重く圧し掛かった。

「俺がしたわけじゃないけど、相手がそういうのやってきたりするかな。まなほほど、そそられなかったけどね」

「嘘よ」

「嘘じゃないよ」

　まなほの手を掴んだまま、紀一は自分の股間に触れさせた。まなほの手に固いモノが当たり、ビクッと手を引っ込めてしまう。

「まだシないよ。まなほの可愛い姿に反応しちゃっただけだから」

　ギュッと抱きしめられたまなほは、紀一の背中に手を回した。

「紀一って甘い言葉ばかり言う人だったのね」

「……まなほだけだよ」

「信じないわ。だって言い慣れているもの」

　まなほがそう言うと、紀一がキスをして誤魔化したような気がする。二人は別荘の中を探索し、そしてベランダで早めの夕食を摂ることにした。付近には別荘もなく、暗闇と静寂に包みこまれていた。

「まなほ、ちょっと外に出ようか」

　食事の後、紀一はまなほを連れて庭に出た。別荘から少し離れると、暗闇が包み込み、満天の星が広がる。

「やっぱり都内とは違うな」

「そうね」

　庭にある大きなテーブルに紀一はまなほを乗せた。

「な、何？」

「せっかくだから、星空の下でまなほを啼かせてみたくて」

「ちょ、ちょっと待って、紀一。外はイヤっ」

　そんなまなほの足をグイッと引き上げ、紀一がまなほのショーツを下ろした。

「こんなに濡らして、虫が寄ってきたらどうするんだ？　俺が舐めてやるよ」

　紀一の舌が伸ばされ、わざと音を立てて愛蜜を啜りあげる。ぴちゃぴちゃと音を立てて舐められるだけで、まなほは恥ずかしさで気が遠くなりそうだった。

「まなほ、自分でおっぱいに触ってごらん？」

「い、いやっ……」

「触って」

　紀一に言われ、まなほはシャツの上から自分の膨らみを手で揉んだ。

「俺がいつもやっているように、ちゃんと乳首もコリコリして」

「んっ……ふぅっ……」

　溢れてきた愛蜜を啜られ、花芯を指で剥かれる。自分で胸を触りながら、服の上からでも頂がわかるくらい尖ってきた。

「まなほ、乳首をコリコリすると、溢れてくるよ。もっとコリコリして。あぁ、こっちも舐めてあげる」

　剥き出された花芽を彼の舌が刺激すると、隘路から次々と蜜が溢れる。屹立した紀一の雄の塊が月明かりに照らされ、まなほはじゅんっと熱く濡れたのを感じた。コンドームを被せた彼自身が入ってくると、まなほは自分で腰を揺らしてしまうくらい彼を欲していた。

　早い律動で一気に攻められたまなほは、あっという間に達してしまった。紀一が震えるのを中で感じながら、彼も早かったことに気付く。

「シャワー、浴びよう」

　まなほを抱き上げ、紀一がさっさと別荘に戻っていく。

「紀一、どうしたの？」

「蚊に刺されてかゆくて耐えられないだけ。外はダメだな」

　紀一の言葉にまなほはクスクス笑うだけだった。

　二人の夏休みは四日間を別荘で過ごし、都内に戻ってからは映画とショッピングに行った一日以外、ずっと室内で身体を繋げていた。

　夏休みが終わると、すぐに九月の決算で日々追われるように仕事が舞い込む。

　秘書課の配置が決まり、加奈子はグループ秘書の総合補佐を務めているらしい。

「総合補佐って何をするの？」

「名前は仰々しいけど、秘書の手が足りないところを手伝うって感じかな。簡単に言えば雑用係」

　まなほはふぅんと言いながら、彼女が滅多に秘書課から出てこないことにホッとしていた。




　季節は十一月を迎えていた。まなほと紀一は相変わらず、会社では社長と秘書の関係以上を想像させないが、仕事が終わればどちらかの家で朝まで一緒に過ごすようになっていた。結婚まで秒読みだと囁かれるようになり、早ければ来年の六月に予定しているのではという具体的な憶測まで飛び交っているようだ。

「勝手に結婚を決められているようでちょっとおもしろくないわね」

「噂だからどうでもいいだろ」

　紀一は冷めたように答えるが、まなほには別の意味でのプレッシャーも掛けられていた。早い段階で跡継ぎを求める声も大きくなっている。

　その日の会議が終わり、まなほは階段で社長室に戻っているところだった。紀一は電話が入り、踊り場の手前で足を止めていた。

　いつもよりも少しヒールの高い靴を履いていたまなほは、慎重に階段を上っていた。階段の上に影が見え、まなほはゆっくりと足を止めて顔をあげた。

「お疲れ様です、社長」

　加奈子の声が響き、まなほはお疲れ様と声を掛けて階段を上りきる予定だった。

　しかし、声を発する前に、ドンッと押されたまなほは仰向けで宙に身体が浮いたことを感じた。

（嘘でしょ？　階段から突き落とされるなんて）

　業務が立て込んでいるのに、ここで怪我するわけにはいかない。このまま落ちたら、怪我は免れないと覚悟を決めていた。

「社長！」

　紀一の声が響き、まなほは思っていたよりも痛みがないことに気付いた。

「高階？」

「社長、どこか痛いところはありませんか？」

「私は大丈夫だけど……高階！」

　彼が受け止めてくれたのは理解できたが、彼の額からは尋常じゃないほどの汗が噴き出ている。

「すみません。受け止めきれずにちょっと足を」

　直後、階段の上から悲鳴が聞こえてきた。加奈子が泣き崩れ、その場にしゃがみ込んでいる。加奈子の悲鳴を聞いて、会長や秘書が出てきた。

「救急車を呼びなさい。中村課長、そこの防犯カメラの映像を」

「会長、防犯カメラが故障していて」

　そんな会話が飛び交うのを聞きながら、まなほは自分のハンカチで紀一の汗を拭っていた。

「ごめんなさい、高階」

「私は大丈夫です。社長こそ、怪我はありませんか？」

　まなほは泣かないように堪えながら、首を横に振った。

「会長、そこにいる里見さんが階段を上がってくる社長のことを突き落としました。岡本さん、社長の予定がありますので……彼女を連れて行ってもらっても」

　紀一は痛みを堪えながら、はきはきと指示を飛ばしてくれていた。

「岡本さん、社長の予定をうまく私の予定に組み込んでくれ。社長は高階君と一緒に病院に付き添いなさい。里見さんのことは中村課長に一任する」

　救急車が到着し、紀一と一緒にまなほも病院に付き添った。彼の処置が終わるまで、まなほはベンチに力なく座っていた。

　紀一は左足のふくらはぎを骨折した。ギプスでがちがちに固められた彼の足を見て、まなほは堪え切れずに涙が溢れてしまった。

　まだ麻酔で眠っている紀一の顔を見つめ、まなほは彼の手をしっかりと握っていた。

　その日、紀一が目覚めるよりも先にまなほは病室から出るしかなかった。面会時間が終わりを告げ、まなほは一人でマンションに戻った。帰りの車では一言も話さず、家に帰ってくると、電気を点けても薄暗く感じた。

「こんなにこの部屋、広かったかなぁ」

　そう思うだけで涙が溢れてきた。

　ソファに座り込んだまなほは、そこから動けなかった。何が起きたのか、頭の中で整理しようと思っても、思考回路はピタッと止まったままで考える気力も沸かない。

　それでも気力を振り絞ってシャワーを浴び、スマートフォンと一緒にベッドに転がった。いつもはこの時間まで一緒にいる紀一がいない。それだけで寂しくて涙が溢れてくる。

　ベッドで横になっていると、スマートフォンが振動した。着信画面の名前を見てまなほは慌てて電話に出た。

「紀一、目が覚めたの？」

『心配かけてごめん。さっき目が覚めて、医師からの説明と経過を聞いたよ』

「紀一、痛みはない？　ケガをさせてごめんなさい」

　ポロポロと涙が零れ、それを拭わずにまなほは言葉にした。

『まなほ、怪我はないのか？　痛いところとか』

「私はどこも痛くないよ。怪我一つしていないの」

『そっか。よかった』

　紀一の声を聞いて安心したまなほは、言葉が出てこない。

『明日の朝、会社に行く前にこっちに寄って。会長たちも来るから』

　紀一の言葉に頷くのが精一杯だった。

　翌朝、まなほは早く起きて顔を冷やした。少し腫れぼったい瞼は化粧で誤魔化そうと思ったが、誤魔化しきれるほどの技術はなかった。コーヒーだけを飲み、まなほは家を出る。

　エントランスにはいつも通り、運転手がいてまなほは朝の挨拶だけをして車に乗り込んだ。

「病院にお連れしますね」

　運転手の言葉にまなほは頷くだけだった。

　病院に着くと、会長と会長秘書の岡本が先に来ていた。

「おはようございます。お待たせしました」

　まなほは頭を下げ、会長が頷いた。

「おはよう、社長。今日の予定はどうなっていたかな？」

「午前中は書類業務です。午後は社員面談が入っています」

　まなほが答え、紀一のベッドを挟むようにして窓側にまなほが座り、向かい側に会長と秘書の岡本が座った。

「では、昨日の話をしよう。防犯カメラだが故障というよりは、誰かがハードディスクを抜いた疑いがもたれている。これについては調査を頼んだ。それから残念なことだが、中村課長は退職願を提出した」

「やはり関わっていたんですね」

　まなほは深い息を吐いた。

「社長、提案だが……中村課長の退職願を破棄してもいいだろうか」

　会長の言葉にまなほは目を見開いた。

「社長が驚かれるのも理解しているつもりです。私から会長にお願いした件でございます」

　岡本が頭を下げ、まなほはゆっくりと言葉を選んだ。

「岡本さんが中村課長の退職を阻止したいとお願いされたと。理由をお聞かせ願えませんか」

「私はあと二年ほどで定年となります。会長にはすでに申告しているのですが、今年度いっぱいで退職を考えています。私の後に会長秘書として任せられるのは、中村しかいないのです」

　岡本の言葉にまなほは黙って頷いた。

「何年も前から私の後を引き継いでもらうのは中村だと思って、育ててきました。そして去年までは中村が社長秘書をしつつ、高階を育ててもらっていました。私が退職後、中村が会長秘書をそして高階は社長秘書に、秘書課の課長には沢口という女性を充てようと思っていた矢先のことです。前会長の訃報があり、急遽間に合わせでの秘書課人事異動が組まれたのです」

「沢口さんという女性は、現在秘書課にいますか？」

　まなほは聞き覚えの無い女性の名に疑問を抱いた。

「沢口は十二月から復帰予定で、今は育児休暇中です。生涯現役で秘書を続けていたいという中村の夢を知っていながら、彼には沢口の復職までの期間、課長を頼むと言い渡したのも私です」

「課長をやってから秘書に戻るのがそんなに嫌だったのでしょうか」

　まなほはその気持ちが想像できなかった。

「中村は高階の成長に焦りを感じていたようです。社長秘書に就任して数ヶ月で、立派に社長のサポートをしている姿に嫉妬を抱いたと本人も申しておりました。そこで里見が高階の足を上手に引っ張るのを見て、彼女に入れ知恵をしたというのも昨夜聞きました」

「私を階段から突き落とせとは言っていないってことですよね」

「……防犯カメラは故障していると伝えたそうですが」

　岡本の言葉にまなほは息を吐いた。

「中村課長には減俸処分を。それで里見さんの方はどうなりましたか？」

「昨日、高階君が救急車で運ばれるごたごたの中、彼女は姿を消した。今朝、出社しているかどうかにも寄るが」

　会長が言葉を濁し、まなほは目を伏せた。

「社長には私の代わりに誰が秘書として付く予定ですか？」

　紀一が質問し、会長が唸っていた。

「私の怪我でご迷惑をおかけし、申し訳ないのですが……できれば、岡本さんには社長秘書として付いてもらえないでしょうか。会長には中村課長というわけにはいきませんか」

　紀一が提案し、まなほは彼の顔を見て気付いた。

「高階、何か考えがあるのよね？　あなたの考えを教えて欲しいわ」

「おそらくですが、里見さんを逃がしたのは中村課長だと思います。動揺している里見さんが中村課長の話したこと以上のことを話す可能性があると考え、遠ざけたと推測できます。そして私が不在、社長秘書の代理として中村課長の名前が挙がることを読みつつ、あえて反省していると見せて辞表を提出したと考えたら」

「そこまで中村君が考える動機は何なのか」

　会長が腕を組むと、紀一が答えた。

「社長を手に入れるためでしょうね。中村課長は社長の家庭教師をやっていた時から、ずっと想いを寄せていたと。何度か手に入れようとしたことがあるらしいですよ」

「高階君、それはどこで得た情報だ？」

「秘書課の男連中が話していたことです。中村課長は自分が社長の秘書になり、公私共に支えるパートナーになるという筋書きがあったようです」

「中村課長が私を手に入れるため、高階を失脚させるために里見さんを利用したと言うの？」

　まなほが冷ややかにそう言い、紀一はゆっくりと頷いた。

「里見さんとは利害が一致したのかもしれないですね。会長が中村課長を見張り、岡本さんが社長を守って頂けたらと思うのですが」

　紀一の言葉に会長は頷いた。

「社長、午前中の書類業務は急ぎかな？」

「いえ、本日中に目を通せば問題ないかと」

「では岡本さんと私は先に戻ることにする。社でいろいろと準備をしたいのでね。社長は昼頃に出勤してきなさい。運転手に伝えておくから」

　会長がそう言い、まなほは小さく頷いた。

　会長と岡本が病室を出ると、紀一がまなほの頬に手を当てた。

「飯、食ってないだろ？」

「え？　あっ……そう言えば食べてない」

「顔色が悪いのは、眠れていないのと飯食っていないからか」

「それだけじゃない」

　まなほの瞳が潤みだし、紀一がギュッと抱きしめてくれた。

「まなほが責任を感じる必要はない。俺がちゃんと受け止めていれば、こんな怪我もしなかったんだから。頼むから、ちゃんと食べて。ちゃんと寝て」

「だって寂しくて。こんな気持ち、今まで無かったんだもの。どうしたらいいの？」

「夜、寝るまで電話するから」

「でも、それじゃ紀一が」

「俺、昼寝ができるからね。食事もちゃんとしろよ。毎晩、何を食べたのか訊くぞ」

「紀一のご飯が食べたい」

　まなほは我儘だとわかっていながら言葉にした。紀一に抱きしめられて、彼の体温に包まれているうちにうとうとしそうになった。

「まなほ、一階にコンビニがあるから、何か食べる物を買って来たら？　俺に水を買ってきてほしいし」

「他には何かいる？」

「明日もここに来る？」

「予定を見て、寄れるようだったら」

「そしたら、俺にまなほの本を貸して」

「わかった。持ってくる。コンビニで何か本を買ってこようか」

「うん、頼む」

　まなほは急いでコンビニに向かった。本当は片時も離れたくない。エレベーターで一階まで下り、そしてコンビニで目についたものを買ったまなほは慌てて戻ってくる。

「そんなに慌てなくても俺は逃げないんだけど」

「違うのっ！　一緒にいられる時間が限られているから、少しでも長く会っていたくて」

　まなほの言葉に紀一は彼女の手を掴んだ。

「うん、ごめん。俺もそう思っている。まなほ……少しの間、寂しい想いをさせてごめんな」

「紀一は悪くない」

　まなほは彼の病室で食事をして、なるべく明るい話をしようと努めた。

　午後から出勤したまなほは、加奈子が出社していないことを確認した。すぐに社員面談が入り、まなほは一人ずつ面談をすることになった。本社全員とはいかないが、なるべく多くの社員と面談の時間を作るようにしている。社員から直接現場の声を聞くのが目的だった。

　まなほが午後の面談を終わらせる頃、岡本が社長室に入ってきた。

「お疲れ様です、社長」

「お疲れ様です」

　まなほは少しだけ目を伏せ、岡本の言葉を待った。

「しばらくの間、社長の秘書として就かせていただくことが決まりました。会長の方には中村が就くことになっております」

「わかりました。よろしくお願いします。里見さんは欠勤ですか？」

「えぇ、無断欠勤ですね。連絡もありません。携帯も電源が落とされているようです。社長、本日の業務は終了です。明日は通常通りの出勤で一度出社されてから、アポイントメントを二件、午後は企画会議に出席ということでお願いします」

「はい、書類業務も終わりましたので、ファイルに入れてあります」

「確認させていただきます。社長、病院には寄りますか？」

　まなほは頷き、岡本が一緒に行ってくれるようだ。

　車に乗り込んでから、まなほは岡本に訊ねた。

「中村課長から何か言われなかったのですか？」

「退社の取り消しにホッとしていたようですね。里見のことをきいてもわからないと答えるだけです。高階がいつ退院するか気にしているようなので、社長はくれぐれも一人で行動することは避けてください」

　まなほは小さく頷くだけだった。

　紀一の病室に入ろうとした瞬間、岡本の手がまなほの前にかざされて制された。

「誰か、来ているようね」

　まなほが低い声で言うと、岡本は小さく頷いた。わざと大きめにノックをし、すぐにドアを開ける。

　そこには上半身裸になった加奈子がいて、まなほは思わず走り寄ろうとした。それを岡本が制し、普段の彼から出たとは思えないほど低く迫力のある声が響いた。

「里見、今までどこに行っていた？」

「あ、あ……」

　加奈子はその迫力に言葉にならず、腰を抜かしたようだ。ぺたりと座り込み、岡本がずかずかと半裸の彼女に寄っていく。そしてその腕を掴むと、有無を言わさずに病室のドアまで引きずってきた。

「高階、何をされたんだ？」

　岡本は迫力のある声をわざと響かせる。おそらく腰を抜かしてドア前にしゃがみ込んでいる加奈子に聞かせるようにしていたのだろう。

「夕食が終わってすぐ、里見さんが来ました。私に怪我をさせるつもりはなくと謝られたのですが、社長に怪我を負わせるつもりだったのかと問うと彼女は何も言いませんでした。迷惑をかけているからとか、なんとか言ってきて服を脱いで迫ってきました」

「何もされていないんだな？」

　岡本に問われ、紀一は肩を竦めた。

「キスされそうになったから阻止しました。そしたら下半身に手を入れてきて、触られました。こんな屈辱を彼女の前で吐露しなければいけないものですか？」

「社長が不安になる要素を一つでも減らしておきたいだろう？」

　岡本はそう言い、まなほはゆっくりと紀一の傍に近付いた。紀一がまなほの長い髪に指を絡ませる。そして彼女の頬を撫でながら、お互いに見つめあっていた。

　その二人の様子を見ていた加奈子は、うっと嗚咽を洩らした。俯いたまま服を着ると、病室のドアを大きな音を立てて開けて出ていく。まるで誰かに追いかけてきてほしいと言わんばかりだったが、誰も彼女を追いかけることはなかった。

　紀一は二週間ほどで退院し、松葉杖での生活をするらしい。ギプスが取れたら、リハビリに通いつつ仕事に復帰すると聞いている。

　夜は毎晩、彼の声を聞いて眠る。スマートフォンを握ったまま、目覚める朝が増えていた。

　金曜日の夜、まなほは仕事が終わらなくて病院の面会時間に間に合わなかった。

「ごめんね、紀一」

『そういう日もあるから。食事はしたのか？』

「うん、会長と一緒に取引先と会食だったの」

『変わったことは……ない？』

　紀一の声がいつもと違う気がして、まなほは紀一に尋ねた。

「ね、紀一。声が変だけど」

『……ごめん、まなほの声を聞いたらっ』

　熱っぽい声が響き、まなほはドキッとした。

「紀一、あの……」

『うん、まなほの声で我慢できなくなって……自分で慰めている。まなほ、Ｔシャツの上から自分のおっぱい、触ってみて』

「え、ええっ？」

『スマホ、スピーカーにして……短パンとパンツ、脱いで』

　まなほは彼の指示に従った。短パンとショーツを脱ぎ、Ｔシャツの上から自分の胸をまさぐる。

『乳首、固くなった？』

「んふっ、うん……あっ……」

『左手で乳首をしっかり抓んで……右手は俺がいつもするみたいに、浅いところを指で擦って』

　まなほは下腹部に手を伸ばし、濡れてきたそこに指を浅く挿れた。

『掻き混ぜて、音を聞かせてっ……』

　紀一の声が切羽詰まっていて、まなほは自分の隘路に指を挿れた。そして花芯を紀一がするように触れ、それは急激にやってきた。緩急の付け方がわからず、まなほは自分で快感を与えて引き寄せる。そして達した後で恥ずかしさのあまり、電話を切ってしまった。

「こんなのじゃ、物足りないのに。イッちゃうなんて……紀一に触りたい、触られたいよ……」

　そんなことを思うだけで涙が溢れてきて、何度も電話が鳴っていたのにまなほは眠ってしまった。
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　焦ったのは紀一の方だった。

「ヤバッ……電話越しにナニをさせてんだよ。ってか、繋がらないって。怒って電話に出ないのか？」

　何度もコール音を聞いていたが、そのうちに電源が落ちたらしい。虚しい女性のアナウンスが響くようになって、紀一は頭を抱えた。

　この日は午後一番の面会に中村が来た。仕事を抜けてやってきた中村は、今までとは違う表情だった。

「高階君、ゆっくり休んでくれていいよ。会長のことも社長のことも任せて欲しい」

　その時の中村の顔がとても嫌な感じで、紀一の目には歪んで見えた。

（まさかまなほに何かするんじゃないだろうな。無理に抑えつけて）

　そんな想像をしている時にやってきたのは、加奈子だった。

「高階先輩、どうしてももう一度謝りたくて」

　彼女が出社していないことは、紀一も知っていた。

「警察に行って、説明してきました。高階先輩に怪我をさせてしまったのは、本当に申し訳なく思っていて」

　そう言いながら、加奈子は彼の布団の中に手を入れてきた。足はギプスで固定されて吊られている状態の紀一の足の間に、戸惑うことなく入ってきた手を紀一は左手で掴んだ。

「触るなっ！　気持ち悪い」

　ついそんな言葉を吐き出し、彼女の手を離した。

　そんなことを思い出していたが、それとまなほと電話でシたことは別問題だとわかっている。

（こんなにもまなほが恋しくなるなんて思わなかったな）

　今まで付き合ってきた彼女にはここまでの感情が伴わなかった。

　一秒たりとも離れたくない、そんな陳腐だと思っていた台詞が身に沁みる。

「今日……まなほは来てくれるか」

　日付が変わったことに気付き、紀一はメッセージを送る。紀一が入院してはじめての土曜日。彼女は何時に来てくれるだろうか。それとも怒って来てくれないのかもしれない。

　そんな不安を胸に抱きながら、紀一も目を閉じた。
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　朝、目が覚めたまなほは自分の姿に昨夜の行為を思い出した。ショーツも短パンもベッドの上に乱れたまま置かれ、Ｔシャツは胸の上まで捲れたままだった。

　不意にまなほは気になって自分の下腹部に指を滑らせた。ぴちゃっと水音が響き、まだ濡れていることに気付いた。Ｔシャツを胸の下まで下げると、ショーツと短パンを持ってバスルームに飛び込む。

　熱いシャワーを浴びて少し落ち着いたまなほは、リビングでコーヒーを飲んだ。のろのろと準備をしながら、スマートフォンを手に取って焦った。

「やだ、電源が落ちてる」

　充電がないことに気付き、出掛ける直前まで充電器に差し込み、その後はモバイルバッテリーに繋いでいた。

　自分の車を運転して紀一の病院に向かった。

（救急車で運ばれた時、紀一は全然動じてなかった。しっかりしなきゃいけないのは私の方なのに、何も言えなくて）

　午後の面会時間が始まってすぐ、まなほは病院に到着した。コンビニで水と食べ物を買って、彼の病室に入った。

「よかった」

　ホッとしたような顔で紀一はまなほを迎えてくれた。

「えっ？」

「昨夜のこと、怒っていて今日来てくれないかと不安になっていた」

「ち、違う。怒っていないわ。ただ、恥ずかしすぎて」

「可愛かったけど」

「紀一、もうやめてね」

「うん、まなほが本当に嫌ならシない」

　紀一の言葉にまなほは見透かされた気分だった。本当に嫌だったわけではない。ただ終わった後の虚しさと羞恥に耐えられないだけだ。

「紀一、痛みはどう？」

「大丈夫だよ。まなほこそ、ちゃんと食べていないだろ？　眠れているか？」

　彼の手が頬に触れ、それだけで安心する。買ってきたものを紀一の隣で食べながら、たわいのない話をする。そのうちに彼の手を掴んだまま、まなほは眠ってしまった。

　目を覚ましたまなほは、夕方の空を見て焦った。

「ごめん、あの……どれくらい眠っていた？」

「一時間ちょっとかなぁ。久しぶりにまなほの寝顔を見られて良かったよ」

　紀一はまなほが持ってきた本を読んでいたようで、すぐに本を閉じた。

　彼女の髪を撫で、そっと唇を寄せる。キスをしても足りない。まなほは紀一の体温が欲しくてギュッと抱きついた。

「紀一」

「んー？　どうした？」

「看護師さんに迫られたりしないの？」

「えっと、ドラマの見すぎじゃないの？」

「……迫られたんだね」

「迫られるのとは違うかなぁ。悪戯はされる。身体とか拭いてもらう時に」

「悪戯？」

　まなほの瞳が潤み、紀一は笑っていた。

「まなほが不安になるようなことはないよ。じゃなきゃ、昨夜のようなことはシないだろ？」

「そういうもの？」

「そういうもの」

　紀一の言葉にまなほはふぅっと息を吐いた。

「まなほは、何か困っていることはない？」

「仕事は大丈夫よ。岡本さんが助けてくれているから」

「食事と睡眠はしっかりとらないと」

　二人の週末は病室で、時折仕事の話を含みながら面会時間を終えた。




　一ヶ月ほどが経ち、紀一が仕事に復帰した。紀一の足は思っていたよりも回復が早く、まなほの隣を歩くようになっていた。

「里見さんはどうなったんですか？」

　紀一は出社当日にまなほに尋ねてきた。

「無断欠勤のまま、先月末に退職という形にしたわ」

「そう、中村課長は？」

「会長秘書としてこのまま継続するみたい。岡本さんが引継ぎをするって。課長は現在課長代理に任せている感じ。業務的な変更は特にないと思うけど、秘書課で確認してみて」

　まなほは紀一にそう言い、スケジュールの確認をしていた。

　紀一は自宅療養の期間、実家に帰っていた。看護師の彼の母親がケアをしてくれると言うことで、まなほは紀一にこの日、久しぶりに会った。復帰初日はほとんど接点がなく、まなほはいつも通り岡本と仕事をしていたようなものだ。

　その日の帰り、紀一はやはり遅くなるようでまなほは先に退社することになった。エレベーターを待っていると、後ろから中村が近付いてきた。

「お疲れ様です、社長」

「お疲れ様です」

　まなほは挨拶を交わし、エレベーターに乗り込んだ。

　中村も乗り込んできて、エレベーターの中で二人きりになった。
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　まなほが退社してから一時間ほど経って、紀一は岡本との引継ぎが終わった。

「何か不明な点があれば、いつでも聞きにきていいから」

　岡本はそう言ってくれて、紀一は少し安心した。

「体力の方は戻っているのか？」

「完全ではないですが、業務に差し支えないようにします」

　そんな世間話をしながら、二人で一緒にエレベーターで一階まで下りた。

「あれ？」

　紀一は思わず、そんな言葉を吐き出した。岡本もすぐに気付いたようだ。

「なぜ、社長の社用車がまだあそこにいるんだ？　高階を待っているのかもしれないな」

　岡本がそう言い、紀一は嫌な予感を拭うように社用車に近付いた。

「お疲れ様です、高階さん。社長はまだですか？　帰ると連絡があってから一時間も降りてこないので、何かトラブルでも？」

　運転手にそう言われた紀一は蒼褪めた。

「会長に連絡をする。高階、警備室で防犯カメラをチェックしろ」

　岡本の命令に紀一はすぐに警備室に向かった。防犯カメラをチェックしながら、紀一はまなほのＧＰＳを探した。

「嘘、だろ？」

　防犯カメラに映った映像をスマートフォンで撮影し、慌てて岡本と連絡を取る。

「会長がロビーに。高階、至急ロビーまで戻って」

　岡本の指示に従い、紀一はロビーまで走った。いつもと同じようには走れず、もどかしかったがそれどころではない。

「お待たせしました」

「車の中で話を聞く。すぐに乗りなさい」

　会長に言われ、紀一は車に乗り込んだ。

「一時間ほど前、社長は中村課長と一緒にエレベーターに乗り込んだようです。エレベーターで中村課長の背中しか見えないのですが、何かされたようで彼女はぐったりした様子で抱えられて地下二階の駐車場に降りています」

「地下駐車場か。中村は車で出勤したということか。いや、事前に準備してきたということは、彼の車とは考えらえないな」

　会長がそう言い、紀一は頷いた。

「社長のＧＰＳが東京郊外で止まっています。まずはそこに」

「わかった。岡本さん、警察に連絡を」

　会長が頷き、紀一は運転手に案内しながら移動をしていた。

（まなほ、目を離してごめん。絶対に助けるから）

　そんなことを願ったが、紀一の手は恐怖で震えていた。

「高階君、まなほは絶対に大丈夫だ。岡本さん、中村君に連絡を入れ続けてください。高階君はまなほに」

　会長に言われた通り、紀一は自分のスマートフォンでまなほの携帯を鳴らす。

　四十分ほど車で移動していたが、中村もまなほも電話に出ることはなかった。

「会長、ＧＰＳだとこの近辺ですが」

　運転手が車を停め、振り返った。

「住宅街か。高階君、君ならどうする？」

「……車のナンバープレートを見て判断します。レンタカー、もしくは都内のナンバープレートの車が置かれているところを」

　紀一は毅然と答えているつもりだった。

「いえ、その必要はないでしょう。この近辺に中村の祖母が住んでいた平屋があるはずです」

「岡本さんはどうしてそれを知っているんですか？」

「前会長と一緒にその祖母のお通夜に参列させていただいたことがあります」

　岡本の案内で、紀一たちは目的の場所へと近付いているような気がした。
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　男女の諍いが聞こえてくる中、まなほは目を覚ました。

（ここは、どこ？　私……何があったの？）

　両手は頑丈な柱に括りつけられ、動かない。暗闇に目を凝らすと、揺れる明かりの向こう側に男女の影が見えた。

「うるさいっ！」

　怒鳴る男の声は中村のものだった。彼が激高する姿は見たことがない。

「何がうるさいのよっ！　今更、怖気づいてかっこ悪いったら」

「怖気づいたんじゃないって言ってんだろ」

「じゃ、なんで勃たないのよ？　あの女に濃いのを奥でぶち込むって言ったじゃないの。肝心な時になんで、使い物にならないのよ」

　女性が憤り、何かを投げつけた音が響いてきた。

（里見さんと中村課長……？　二人はいったいどういう関係なの？）

　まなほは自分の置かれた立場を忘れ、冷静に分析しようとしていた。

「お前なんかにわかるわけがない。俺はやっと彼女を手に入れられるんだ。緊張しているのがわからないのか」

「緊張ですって？　よく言うわ。三年前、あんたは私のことをレイプしたくせに」

「人聞きの悪いことを言うな。お前が誘ったんだろうが」

「誘ってなんかないわよ。モテない男が勝手に勘違いしたんでしょ。もう、何でもいいから早くあの女の中に挿れなさいよ。あの女を裸にでもすれば勃つんじゃないの？」

「それもそうだな。お前なんかの顔を見ているより、よっぽど興奮するような気がする」

　ゆらゆらと揺れる明かりと一緒に二人の気配が近付いてくる。

　まなほはギュッと目を閉じていた。

「もう起きているでしょ」

　金切り声の加奈子に言われた瞬間、パンと乾いた音が響き、頬に電気が走るような痛みを感じた。耳のあたりまで熱くじんじんしていた。

「お前は下がっていろ」

　加奈子を制し、中村がまなほの前に来た。顎をグイッと上げられ、彼の顔が近付いてくる。思わず、まなほは足で彼の腹部を蹴った。呻いた中村を睨みつけながら、まなほは低い声で話し始めた。どうにかして時間を稼がなければならない。

「やっぱり共謀していたのね。ねぇ、課長、私の携帯はどこにあるの？」

「携帯？　まなほちゃんの荷物は車の中だ」

「そう、ここに来るまで何分かかったの？　あれから何時間が経っているの？」

「そんなことをきいてどうするつもり？　時間稼ぎなんて意味ないわよ」

　加奈子が鼻で笑い、まなほは笑みを浮かべた。

「ＧＰＳってご存知かしら？」

　まなほの一言に加奈子は慌てて、外に飛び出していった。

「バカなヤツ……今更逃げたって何も変わらない。まなほちゃん、どうして俺を選ばなかったんだ」

　中村に柱ごと抱きしめられ、まなほは息苦しさを感じた。

「君のこの大きなおっぱいも、引き締まったお尻もすべて俺が可愛がる予定だったのに。君に破瓜の痛みを教えるのも俺のはずだったのに」

　ざらりと首筋を舐められ、まなほは気持ち悪くて仕方なかった。ブラウスのボタンが一つずつ外され、彼の手が大きな膨らみを強く揉んだ。

「痛いっ……」

　紀一と同じように熱を持った手なのに、中村の手は生理的に受け付けなかった。

「中村、そこまでだ」

　突然、声が響き、中村はビクッとした。ドンッと中村を突き飛ばし、まなほの手を柱から解いてくれたのは紀一だった。ギュッと抱きしめられた瞬間、まなほはホッとした。

「紀一」

「遅くなってごめん」

　まなほは紀一の腕の中から中村の様子を見ていた。老齢の岡本とは思えないほど、力強く彼の腕を捻りあげて組み伏せていた。

「岡本さん、柔道三段なんだって」

　紀一がそう囁き、まなほは驚いた。すぐに警察が駆けつけ、中村は引き渡された。

　ちょうど岡本の指示で家の前に到着した時、明かりが点いていない平屋に踏み込むかどうか迷っていた。加奈子が矢のように飛び出し、紀一がそれをすぐに捕まえた。運転手が紀一から加奈子を預かり、岡本と一緒に家の中に飛び込んだと紀一が説明してくれた。

　外で保護されていた加奈子もまた警察に引き渡された。

「まさかこんな形になろうとは」

　肩を落としている会長の横に岡本が寄り添い、まなほは紀一に抱き上げられて車に乗り込んだ。

「まなほ、後は好きに処理をしなさい。警察には誘拐として被害届を出している」

　会長は低い声でそう言い、紀一の腕の中でまなほは頷いた。

　まなほは紀一と一緒にマンションに戻ってきた。そして自分の部屋に到着すると、腰が抜けたように玄関でしゃがみ込んでしまった。

「大丈夫か？」

「う、うん」

　紀一がまなほを抱き上げて、ソファに下ろす。そのまま、彼がバスルームに向かい、まなほはホッとしたのか涙が溢れてきた。

「風呂、お湯を溜めているから。まなほ、冷たいタオルを用意したから」

　まなほの頬に氷水で冷やしたタオルを当ててくれた。

「何か食べないとな。軽いものを作ろうか」

「紀一」

「ん？」

「心配かけてごめんなさい」

「バカ！　まなほが無事でよかったよ。すぐに助けてやれなくてごめん」

　紀一がすぐにギュッと抱きしめてくれて、その体温に安心した。まなほはタオルで顔を覆い、涙を流した。ソファにころんと横になって、嗚咽を堪えて涙を溢れさせる。そんなまなほの頭をポンポンと優しく叩き、紀一はキッチンへと向かったようだ。

「まなほ、大丈夫か？」

「えっ？　うん……あれ？」

「うん、十五分くらい？　寝ていたよ」

「ごめん」

「まなほの部屋、冷凍のうどんしかなかったから。卵とじうどんね」

「ありがとう。ねぇ、紀一」

「ん？」

「どうしたらいいかな。あの二人」

「まなほがしたいようにしていいんじゃない？　被害届、取り消したいならそうすればいいし」

　紀一の言葉にまなほは頷いた。

「明日までゆっくり考える」

「うん、今日は傍にいるから、食事をしっかりして身体を温めて眠って」

「隣で寝てくれる？」

「わかった」

　紀一と二人で過ごし、まなほは結局被害届を取り下げた。

　それから数日が経ったある日、会長に呼ばれたまなほと紀一は会社の外に出ることになった。

　会社の近くには昔からある喫茶店がある。会長がその喫茶店に入り、まなほと紀一も続いた。奥のソファ席に中村が座っていて、その隣には加奈子が座っていた。

「お時間を頂き、ありがとうございます」

「手短に頼む。用件は？」

　会長の神妙な面持ちと低い声に、その場は一気に緊張感に包まれた。

「会長の寛大なお心遣いに感謝しています。それからまなほちゃん、昔みたいに君の名前を呼んでごめんね。でも、僕の中では君はずっと高校生のまなほちゃんで、本当に好きだった。高階君、まなほちゃんを幸せにしてあげて」

　憑物が落ちたのか、中村は以前のように清々しい顔をしていた。

「高階先輩、本当に好きでした。でも」

　加奈子は涙を溢れさせ、言葉が続かなかった。

「会長、私たち二人に仕事先まで用意していただき、感謝しかありません。今後はしっかりと働き、少しでも恩返しができればと考えております」

　二人が頭を下げ、紀一だけがわかっていないようだった。

「二人が釈放された時、岡本さんが迎えに行ったんだよ。仕事も失って今後が大変だろうって。中村君は父親がガンで入院しているんだ。母親だけの収入ではやりくりができない。里見さんは奨学金の返済もあるし、彼女は両親がすでに他界しているらしくてね。大学生の弟さんがいて、彼の就職が不利になるようなことはできないだろうから」

「二人に仕事を与えたんですか？」

　まなほが冷ややかに訊ね、会長は頷いた。

「あぁ、新潟の旅館を二人に任せてみようと思う。支配人と経理という形で」

　その後、まなほは加奈子と中村の話を意外な形で知ることになった。

「三年ほど前に、中村さんは祖母を亡くしたらしいんだ。その頃、父親にガンが見つかって、酷く落ち込んでいた時に帰り際、公園をふらふら歩いている女子大学生に出会った。それが里見だったらしい」

「紀一、それは誰から聞いたの？」

「中村さんから手紙が来たよ。秘書課の俺宛てに」

「里見さんはなぜ、夜に公園を歩いていたの？」

「両親を事故で亡くした直後だったみたい。そんな彼女と気持ちがリンクしたというか、その場限りの一夜を過ごしたって。その時、里見がはじめてだったらしく、中村さんはひどく動揺して後悔したらしいけど、連絡を取る術がなかった」

「それで里見さんが入社してきて、驚いたのね」

「負い目のあった中村さんは里見に協力してやることで罪滅ぼしのつもりだったらしい。それに俺がまなほから離れれば、傷付いたまなほを自分が慰められると思ったみたいだね」

「そう、でも二人がしたことを許してあげるつもりはないの。だから会えない距離に行ってくれたのはありがたいと思うわ。そこで二人なりに幸せに暮らしてくれるなら、それを私が知らずにいられるのが一番だと思っているの」

　まなほはそう言い、少しだけ笑った。

「俺は二人が幸せになるのは許せない。まなほを傷付けているから。でもあの二人よりもまなほを幸せにしたいと思っているから。それで、話はかわるんだけど、今後の俺たちの話をしたくて」

　紀一の言葉にまなほは頷いた。

　金曜日の夜、少しだけワインを飲みながら、まなほの部屋で過ごしている。

「クリスマスイブは恒例の取引先のパーティーだろ。まなほがヘアメイクとか準備をする部屋、宿泊で抑えたから、パーティー後はその部屋で二人きりで過ごそうと思って」

「クリスマスに恋人と過ごすなんて、考えたこともなかったなぁ」

「なんで？」

　紀一の疑問にまなほは笑った。

「恋人なんて作るつもりもなかったし、毎年パーティーに出席していたから。紀一はクリスマスに恋人と過ごしたことがあるんでしょ？」

「無いとは言わないけど。まなほと過ごすのは特別だと思っているから」

　紀一の言葉にまなほは彼の肩に頭を乗せた。

「ねぇ、紀一。クリスマスプレゼントは何がいい？」

「俺もまなほに訊こうと思っていた。おそろいのものがいいか……」

「時計？」

　まなほの言葉に紀一は笑いながら頷いた。

「少しずつ、二人の物が増えていくのっていいわね」

　まなほがそう言うと、紀一がギュっと肩を抱いてくれた。そのまま、そっとグラスを取られ、唇が重なる。

「ねぇ、紀一、大丈夫なの？」

「足はもう大丈夫だよ。ずっと抱きたかった。でも……まなほは大丈夫か？　怖くない？」

「ちょっと怖い」

　まなほはギュッと紀一の手を握った。

「キスは？」

「したい」

　紀一の唇が重なると、まなほは少しだけ安心する。

「ベッド行こうか。明日は少し寝坊して、それから時計を見に行こう」

　紀一がまなほの手を繋いだまま、ベッドに行く。

「今夜は帰っちゃうの？」

「いや、一緒にいるよ」

　週に一、二回はまなほと一緒にベッドで眠ってくれるが、平日はほとんど別々の部屋で夜を過ごしている。

「紀一、こっちの部屋に引っ越してこない？」

「今はまだ……別でいいかなぁ」

「どうして？」

「部屋は隣同士だけど、行き来するのが楽しい。それにお互いにまだ勉強したいこともあるだろ。集中したいし」

「そうなのね」

「まなほはどうしたい？」

「一緒にいたいと思ったから、引っ越してきてって言ったの」

「まなほが寝るまで傍にいるのは変わらないだろ」

「でも……ううん、なんでもない」

「言って。まなほがちゃんと言ってくれなきゃ、わかってやれないから」

「ごめん、私がちょっと変なの」

「変って？」

「紀一が少しでも離れると、寂しくて耐えられなくなりそうなの。こんなことなかったのに」

「まなほ、こっちにおいで」

　まなほが紀一の方に身体を向けると、ギュッと抱きしめてくれた。

「ごめん、俺が不安にさせているんだな。どうしたらいい？　まなほが笑っていられるようにするには、俺が何をしてあげればいい？」

「何もしなくていい。これ以上、何かしてもらったら紀一がいない夜を過ごせない」

　まなほはギュッと紀一にしがみついた。こんな自分が情けなくて嫌だった。夜中にふと目を覚ました時、紀一が隣にいないと無性に不安になって電話を掛けそうになる。

　仕事中、社長室に一人きりにされた時もそうだ。何か用事を言いつけてでも傍にいてもらいたくなる。

「ずっと傍にいる。ただお互いの時間は必要だと思って」

「わかっている」

　ついまなほは語気を強くしてしまった。はじめての恋愛に戸惑い、どうしていいのかわからないだけだ。頭では理解できている。それでも感情が追い付かない。

　紀一のキスはいつも優しかったのに、今夜のキスは違った。

「俺が与えられるもの、全部貰って。それでも不安なら、俺のこと縛り付けてもいい」

「どうして？」

「俺のことを縛り付けて、まなほから離れられないようにしていいよ。それでも俺は構わないから……だから、俺がいない夜とか考えないで」

「えっ？」

「俺を切り離さないで。俺、隣にいなくても気持ちだけは寄り添っているつもりだから。仕事中だってまなほのこと、一番に考えているから」

　荒々しくまなほの唇を奪い、口腔内を蹂躙していく。まなほが怖いと言えばすぐにやめてしまうくらい、いつもは優しいはずなのに。奪われた唇から伝わる熱が、まなほの全身を熱くする。

　Ｔシャツの上から触れる手は優しくて、紀一に触れられた部分が熱を帯びて彼女の色白の肌を桃色に染めていく。

「まなほ、怖くない？」

「うん……」

　掠れた声で頷き、彼の顔を自分の胸に埋めた。彼の手がゆっくりとＴシャツの中に入り、柔肌に指を食い込ませる。

「あんっ……」

「ごめん、痛かった？」

「ち、違うっ……大丈夫」

　固くなった頂を紀一の指が転がし、胸を露わにされた。彼の舌で頂を刺激されると、それだけで甘い痺れが全身を襲う。小刻みに震えながら、まなほは彼の頭を自分の胸に押し付けてしまう。

　少しずつ彼の舌が下がっていき、臍を愛撫しながら短パンとショーツを一緒に脱がされる。グイッと太腿を押し開かれると、びっしょりと濡れた隘路に彼の舌が入った。

「やっ、やぁっ……」

　花芯を指で少し弄られて、彼の舌が入ってきただけなのにまなほは軽く達してしまった。

「久しぶりすぎて感じやすくなっている？　あ、でも中は狭いままだな。少し広げるよ」

　指が隘路に入れられ、掻き混ぜられる。そして秘玉を擦られると、今度は大きな快感の波がやってきた。もう少しで引き寄せられると思った瞬間、彼の指が抜かれた。そのかわり指よりも質量のある彼自身がグイッと押し込まれた。最奥まで一気に貫かれ、まなほは声が出なかった。

「苦しい？　ごめん……俺が我慢できなかった」

　その後は彼の律動に合わせて腰が揺らされ、何度もやってくる快感の波に身を任せようとすると、急に彼が抜けてしまう。身体の向きを変え、今度は四つん這いにさせられたが、最後まで達する前に彼は抜けてしまう。

「や、やだぁぁ……紀一、おかしくなるっ」

「まなほ、俺の上で動いて」

　まなほは紀一の上に跨り、自分の体重で彼自身を最奥までのみこんだ。

「あ、あぁぁっ……だめっ……」

　彼の指が花芯を擦り、彼女の腰は勝手に戦慄き、そして彼をきゅうきゅうと締め付けていた。下から突き上げられているうちに、彼女の腰が大きく震えた。ぎゅーっと彼自身を締め付けると、一気に弛緩した。

　自分の中で彼自身がどくんどくんと脈を打っているのを感じた。

「紀一……」

「うん、同時だったな。まなほの中、すごいうねってる。もう一回、いい？」

「す、すぐには無理」

「無理じゃないよ」

　ずるんと彼が出ていき、すぐに新しいコンドームを付けると、またまなほを跨らせて奥まで突く。彼の上半身が起こされ、挿れたまま動かない。彼女の胸を左右交互に舐められ、指で頂を扱かれる。

「まなほって、胸を弄られてもきゅうきゅう締め付けるんだね」

「そ、そんなこと言われても、あぁぁっ……」

　可愛いと囁かれただけなのに、奥からじゅんっと熱い蜜を滴らせたのが彼女自身にもわかった。

「ね、紀一……動いて」

「まなほが動けばいいんじゃない？　俺のことを締め付けてくれるから気持ちイイ。まなほには物足りないの？」

「い、意地悪しないで」

　彼を感じながらイカせてもらえないのは、つらかった。焦らされに焦らされてまなほはようやくイカせてもらえた。

「ごめんな、まなほ」

「何が？」

「まなほが情緒不安定なの、気付いてやれなかった。俺と離れていた時間、すごくつらかったんだろうなって」

「私のせいで怪我をしたのに、って思うでしょ」

「思うわけないだろ。俺は、まなほが怪我をしなくてよかったって思っているんだから」

　紀一のキスはいつもと同じように優しくて、まなほは何度も唇を重ねているうちに眠った。

　翌日、買い物に行く予定だったが、まなほがベッドから起き上がれなかった。

「ごめん、まなほ。マジでそうなるとは思わなくて」

　笑いをこらえながら、紀一が謝ってくるのが癪に障る。まなほは頭から布団を被って、そっぽを向いた。

「本当に腰砕けってあるんだなぁ。まなほ、お風呂入れてあげるから」

　紀一がまなほの頭を優しく撫でてくれるが、まなほは返事もしない。

「まなほ、お風呂に入ると楽になるらしいよ」

　紀一が何度も声を掛けてくれるが、答える気にもならない。

（何よ、面白がって。こっちは本当にびっくりしたんだから）

　朝、起き上がろうとしたら腰から下が重くて動けなかった。寝返りも満足にできなかったが、しばらくしたらどうにかなった。おそらく今なら起き上がれるのだろうけど、起き上がるのも癪に障る。

「まなほ、朝ご飯を先に食べる？」

　すごく気を遣ってくれるのはわかるが、それがまた苛立ってしまう。

「紀一のせいなのに」

「うん、ごめん。まなほがあんなに可愛くねだってくれるから、頑張りすぎちゃった」

「もう放っておいて」

「昨日は一人にしないでって言ったのに？」

　それとこれとは別だ。まなほは布団の奥へと潜り込んで丸くなった。ギシッとベッドが軋み、紀一の身体が布団の中に入ってくる。彼はすでに身支度を整えていて、全裸のまなほとは違った。

「ほら、捕まえた」

　紀一がまなほを抱き上げてギュッと抱きしめる。

「や、やだっ！」

「ダメ。風邪ひいたら困るから」

　すっぽりと紀一のトレーナーを着せられ、まなほは目を合わせられない。

「他にして欲しいことはない？　今日は動けないまなほのために全部俺がやってあげるよ」

「いらない、そんなの」

「まなほ、何に怒っているの？」

「だって、クリスマスプレゼント買いに行こうと思ったのに」

「明日、行こう。今日は家でデートしよう」

　結局、紀一に甘やかされて一日を過ごした。




　クリスマスイブは例年通り、取引先のクリスマスパーティーでその日の夜はホテルに宿泊だ。

（恋人同士の定番デートって感じかなぁ？　あ、でも普通はパーティーなんてないわよね）

　まなほはパーティーの準備をしながら、この日は心が弾んでいた。毎年、憂鬱なパーティーだったが、今年はエスコートが紀一で一日中一緒にいられる。それだけで幸せだと思う。

　パーティーは主賓に挨拶をした後で、来賓者同士の挨拶合戦だ。

「うわ、また見られているじゃないか」

　まなほにしか聞こえない声で紀一がぼやく。ベルベット素材のドレスは濃紺で、胸元が大きく開いているのが気に入らないと紀一が言っているのだ。

「だから、ファーのケープを着けているでしょ」

「関係ないだろ。男たちのエロい視線に気づかないの？」

「見られているなとは思うわよ」

「目で見て舌なめずりしそうな感じだぞ。舐めていいのは俺だけなのに」

「ちょっと紀一、いい加減にしてよ」

　恥ずかしくなってきたやり取りだが、パーティーが始まってからずっと同じようなやり取りだ。お互いに小声で、表情は一切変えない。

「今すぐ、俺がしゃぶりたい」

「紀一ってば、ポーカーフェイスでそんなことを考えているの？」

「まなほ限定でね」

「あっちにモデルみたいな女性がいるけど？」

「美人だなぁって思うけど、別に欲しいわけじゃない。まなほのドレスを早く脱がしたい」

　紀一の言葉にまなほはただ驚くだけだった。

「そろそろ、抜けようか。紀一」

「挨拶はだいたい終了しましたね、社長。どうしても食べておきたいのがあって、社長の分も取ってきますね」

　紀一が僅かに離れた瞬間、まなほは声を掛けられた。

「御子柴社長、お久しぶりです」

「お久しぶりです」

「先日はお世話になりました」

「こちらこそ、お世話になりました」

　まなほよりも少し年上の男性は、取引先の副社長だ。彼の視線がまなほの胸の上で止まり、居心地が悪い。

「これから飲み直しに行きませんか？　御子柴社長とは経営の話がしたくて」

「申し訳ありません。本日は先約がありまして」

　紀一が慌てたように戻ってくるのを横目に、まなほは挨拶をしてその場を離れる。

「口説かれたのか？」

「誘われたけど、断ったわよ」

「目を離して申し訳ありません」

「気にしていないわ。ね、それより何が食べたかったの？」

「このローストビーフですよ。このホテルの名物で」

　紀一の言葉にまなほは笑いながら、隅の方で食事を済ませる。シャンパンをもう一杯飲んだところで二人は、そっとパーティー会場を後にした。

　ホテルの部屋には紀一がルームサービスで頼んでおいたクリスマスディナーとシャンパン、それからケーキが用意されていた。

「うわ、すごい。クリスマスっぽい」

「どういう意味？」

「ドラマとかで観るクリスマスディナーって感じ」

「まなほは、パーティーの後の食事はどうしていたんだ？」

「普通に実家でご飯を食べて寝るだけだけど」

「クリスマスケーキとかは？」

「パーティーの最後で貰うから、それを食べるけど」

「じゃ、来年もこうやって過ごそう。俺と一緒に」

　紀一との未来の約束がまた一つ増え、まなほは嬉しくなった。

「まなほ、座って。ほら食べよう。メリークリスマス！」

「メリークリスマス」










　二人が付き合ってから三度目の夏がやってきた。

「お久しぶりです」

「お久しぶり。元気そうね」

「おかげさまで……その、今さらですが、社長や高階さんには本当にご迷惑をおかけして申し訳ありませんでした。ようやく自分のやってきたことがどれほど幼稚で愚かだったのかわかるようになりました」

「里見さんも成長したのね」

　まなほは紀一と一緒に新潟に来ていた。新潟の旅館はリニューアルオープンをしたばかりで、若い客層に人気とされている。

「社長、ご結婚はいつですか？」

「そうねぇ。そろそろ考えたほうがいいかもとは思うんだけど」

「今のままでも幸せだからってことですね」

　加奈子にそう言われ、まなほは何も答えなかった。

「里見さんは……」

「今、旅館の若旦那とお付き合いしていて、先日プロポーズを受けたところです」

「そう、よかったわ。中村さんはどうしているの？」

「一年ほど前に地元の方とご結婚されて、先月男の子が生まれたそうですよ」

「旅館で働いていないの？」

「えぇ、奥様の実家が酒蔵で杜氏の修行をすると言って退職されました」

　まなほはただ話を聞いているだけだった。

「社長、そろそろ行きますよ」

　紀一が呼びに来て、彼は加奈子に軽い会釈をするだけだった。

　加奈子の方も紀一には深く頭を下げるだけで、一言も話さない。

「みんな、前を見て進んでいるようでよかったわ」

　まなほはそう言い、隣に立つ紀一を見ていた。

「俺たちもそろそろ一歩、踏み出そうか」

「えっ？」

「まなほ、一緒に来てくれる？」

　紀一が連れて行ってくれたのは、温泉街から少し離れた小さな教会だ。その中に入り、紀一はゆっくりと跪いた。

「御子柴まなほさん。俺と結婚してください」

「はい、もちろん」

　紀一の胸ポケットから指輪が取り出され、まなほの薬指に新たに着けられた。

「プロポーズが遅くなってごめん」

「私が待ってもらっていたのよ。ごめんね、営業部の時に立ち上げたプロジェクトが成功するまで携わりたかったの。もちろん、社長として携わることはできたけど、成功までこんなに時間がかかるとは思わなかったわ」

「まなほとはこの先もずっと一緒に歩いていくつもりだったから、勉強したいことを優先していた。もちろん、結婚したから勉強ができないとか、そういうことじゃないけど」

「わかっているわ。私も結婚したからプロジェクトが滞るなんて思っていないもの。お父様も重役も相手がいるならそれでいいって言いつつ、早く結婚してほしいと思っていたでしょうね」

「あまりうるさく言わなかったのは、俺たちが離れたら困るからだろうけど……離れるなんてありえないのに。だって一生、傍にいてほしくて傍にいたい相手だから」

「私も……紀一、これからもよろしくお願いします」

　二人はその場で唇を重ね、そして未来を見つめた。この先も二人でゆっくりと歩いていくことを誓った。
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